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はじめに 
 

 2020 年のがん研有明病院年報をお届けいたします。新型コロナウイルスの大

打撃を受けた 1 年の記録です。2005 年に大塚から有明に移転して以来ずっと増

え続けていた新規患者数と手術件数が、初めて、そして大きく減少しました。こ

の年報が完成した 2021 年の秋、ようやく回復の傾向がしっかり見えてきたとは

いえ、元に戻るにはまだ時間がかかりそうです。 

 2019 年まで、がん診療の発展と拡大に向けて走り続けてきたがん研有明病院

でしたが、2020 年はひたすら守りに入りました。健診センターを閉鎖し、入院

患者の面会を禁止し、職員には厳しい行動規制を求め、コロナウイルスの持ち込

みを徹底的に抑えました。当院には毎日 1,700 名の外来患者さんが通院してい

ましたが、殺到する問い合わせに再診コールセンターがパンクしたため、医師が

手分けして自分の担当患者に電話して再診を延期したり促したりしました。感

染第 1波の緊急事態宣言時には、多くの病院が診療を縮小する中、「がん診療最

後の砦作戦」と称して週末にも手術室を稼働させましたが、がん患者の受診控え

はどうにも止められませんでした。年末の感染者急増時には、東京都福祉保健局

からの要請に応え、特定機能病院としての責務を果たすためにコロナ専用病棟

を開設しました。 

 大変重苦しい空気に覆われ続けた 1 年でしたが、英文論文の発表数が増えた

ことは朗報でした。当院の医師が筆頭著者となってインパクトファクターが2以

上の医学雑誌に掲載された論文が 150 篇を超えていました。職員のがん診療に

かける思いとそれをきちんと世に示そうとする姿勢を、管理者として誇らしく

思います。来年はもっと明るいご報告をしたいと心から思う次第です。 

 

2021 年 11 月吉日 

公益財団法人がん研究会 有明病院 

病院長  佐野 武 



１．理念・基本⽅針 
 

未来を担う理想のがん専⾨病院となるために、病院の理念・基本⽅針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最⾼の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、
やさしく⼼の通った医療を実践してまいります。 

 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
⽣命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と⼀次・⼆次予防の実践により、がんの発⽣と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・⾰新・⾼質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 

 
◆基本⽅針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の⾼いがん医療を提供します 
３．患者さん中⼼の親切ながん医療を⾏います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．⼈間性豊かな医療⼈の育成に努めます 

 
◆患者さんの権利 

１．基本的⼈権に基づき、⾼質の医療を等しく受けることができます。 (基本的⼈権) 
２．⼗分な説明と情報提供を受けることができます。 (⼗分な説明と情報提供) 
３．⾃⼰の意思に基づいて診療を受けることができます。 (治療の⾃⼰決定) 
４．⾃⼰の受けた診療内容を知ることができます。 (情報公開) 
５．個⼈情報及び医療情報は⼗分に保護され秘密が守られます。 (個⼈情報保護) 
 

例えば・・・ 
 セカンドオピニオンを求めることができます。 
 診療を受けることも、拒否することもできます。 
 ⼀⽅、⾃⼰決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
 診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開⽰をお求めください。 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
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2．2020年の動き 2020年（令和2年）

 

1月6日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙⾏される。
25年勤続表彰者8名、10年勤続表彰者57名、がん研究会特別賞2名1グルー
プ、チーム表彰3チーム、優良賞2名、感謝状1社

3月17日 Best English Paper of the Yearの授賞式が挙⾏される。
ゴールド賞１名、シルバー賞2名、ブロンズ賞5名

4月9日 新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、健診センターを一時休止し、
発熱スクリーニングの充実を図る。

4月20日 クラウドファンディング第⼆弾プロジェクト「治療法未解明の『原発不明が
ん』克服の希望となる研究の第一歩へ」を実施し、34,605,000円（総勢
686名）のご寄付が集まる。

6月17日 第20回定時評議員会・第100回理事会が開催される。

7月1日 新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、休止していた健診センターが
再開される。

10月26日 中⻑期戦略2030が開始される。

10月28日 細胞検査⼠養成所の令和２年度卒業式（総勢13名）が挙⾏される。

12月16日 第21回臨時評議員会・第105回理事会が開催される。

12月22日 1階PCR検査室の使用を開始する。

12月25日 東京都の協⼒要請に沿って、病棟への新型コロナウイルス患者の受け⼊れを
開始する。
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3．組織図
【2020年 12月１日】

公益財団法人　がん研究会機構図　（R2.11.01） 2020.11.01
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公益財団法人　がん研究会機構図　（R2.11.01） 2020.11.01
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４．職員数
【2020年 12月】

事務部⾨ 病院部⾨ 研究部⾨ 合計 ⾮常勤職員
医師 1 358 359 163

薬剤師 0 66 66 1
看護師 0 852 852 8

臨床検査技師 0 87 87 1
診療放射線技師 0 85 85 0

栄養⼠ 0 17 17 1
事務職員 73 155 11 239 32
研究員 1 5 87 93 14
その他 0 201 74 275 42

計 75 1826 172 2073 262
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5．診療科と責任者
【2020年 12月１日】

名誉院長	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）	・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 門田　守人（消化器外科）・	山口　俊晴（消化器外科）	 	
病院長	 	 佐野　武（消化器外科）	 	
副院長	 	 大野　真司（乳腺センター）・小口　正彦（AI 医療センター）・
	 	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・渡邊　雅之（消化器外科）・
	 	 	 清水　多嘉子（看護部）	
院長補佐	 	 米瀬　淳二（泌尿器科）・奥村　栄（中央手術部）・
	 	 	 山口　研成（消化器内科）・伊藤　良則（化学療法部）・
	 	 	 濱　敏弘（薬剤部）	
顧問		 	 福井　巌（泌尿器科）・宝来　威（呼吸器内科）・
	 	 	 三木　一正（消化器内科）・	河野　敦（画像診断部）・
	 	 	 髙橋　寛（健診センター）・五十嵐　正広（消化器内科）・
	 	 	 松本　誠一（整形外科）
呼吸器センター	 センター長	 西尾　誠人
	 呼吸器内科	 部長		 西尾　誠人
	 	 	 副部長	 栁谷　典子
	 呼吸器外科	 部長		 文　敏景
消化器センター	 センター長	 福長　洋介
	 消化器内科	 部長		 藤崎　順子
	 	 消化器化学療法科	 部長	 山口　研成
	 	 	 副部長	 陳　勁松
	 	 肝・胆・膵内科	 部長		 笹平　直樹
	 	 	 副部長	 尾阪　将人
	 	 	 副部長	 佐々木　隆
	 	 上部消化管内科	 部長		 藤崎　順子
	 	 	 副部長	 平澤　俊明
	 	 	 副部長	 由雄　敏之
	 	 	 副部長	 石山　晃世志
	 	 下部消化管内科	 部長		 斎藤　彰一
	 	 	 副部長	 千野　晶子
	 消化器外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 食道外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 胃外科	 部長		 布部　創也
	 	 	 副部長	 大橋　学
	 	 大腸外科	 部長		 福長　洋介
	 	 	 副部長	 秋吉　高志
	 	 肝・胆・膵外科	 部長		 髙橋　祐
	 	 	 副部長	 井上　陽介
乳腺センター	 センター長	 大野　真司
	 乳腺内科	 部長		 髙野　利実
	 乳腺外科	 部長		 上野　貴之
	 	 	 副部長	 宮城　由美
	 	 	 副部長	 森園　英智
	 婦人科	 部長		 金尾　祐之
	 頭頸科	 部長		 三谷　浩樹
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	 整形外科	 部長		 阿江　啓介
	 泌尿器科	 部長		 米瀬　淳二
	 	 	 担当部長	 山本　真也
	 	 	 担当部長	 湯浅　健
	 	 	 副部長	 沼尾　昇
	 血液腫瘍科	 部長代行	 横山　雅大
	 総合腫瘍科	 部長		 髙橋　俊二
	 皮膚腫瘍科・皮膚科	 部長		 中山　耕之介
	 サルコーマセンター	 センター長	 松本　誠一
	 総合診療部	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 志賀　太郎
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 部長		 志賀　太郎
	 	 糖尿病・代謝・内分泌内科	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 北澤　公
	 	 腎臓内科	 －	 	 －
	 	 神経内科	 －	 	 －
	 麻酔科（ペインクリニック）	 部長		 横田　美幸
	 	 	 副部長	 関　誠
	 腫瘍精神科	 部長		 清水　研
	 形成外科	 部長		 矢野　智之
	 眼科		 部長		 辻　英貴
	 感染症科	 部長		 大野　真司
	 漢方サポート科	 －	 	 －
	 歯科		 部長		 富塚　健
	 放射線治療部	 部長		 吉岡　靖生
画像診断センター	 センター長	 寺内　隆司
	 画像診断部	 部長代行	 寺内　隆司
	 	 	 副部長	 負門　克典
	 	 	 副部長	 田中　優美子
	 	 	 副部長	 上田　和彦
	 	 	 副部長	 菊池　真理
	 	 	 副部長	 田中　宏子
	 核医学部	 部長		 寺内　隆司
	 	 	 副部長	 小山　眞道
	 超音波診断・ＩＶＲ部	 部長		 松枝　清
	 	 	 副部長	 海老原　文
化学療法部	 部長		 伊藤　良則
臨床遺伝医療部	 部長		 中島　健
ゲノム診療部	 部長		 髙橋　俊二
中央手術部	 部長		 奥村　栄
オンコロジックエマージェンシー&ディザスターセンター（OEDC）	 センター長	 横田　美幸
	 集中治療部	 部長		 横田　美幸
	 救急部	 部長		 横田　美幸
	 災害医療部	 部長		 横田　美幸
	 リハビリテーション部	 部長		 阿江　啓介
臨床検査センター	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 海老原　文
	 生理検査部	 部長		 中山　耕之介
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	 遺伝子診断部	 部長		 三木　義男
	 輸血部	 部長		 横山　雅大
臨床病理センター	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 部長		 河内　洋
	 細胞診断部	 部長		 杉山　裕子
	 栄養管理部	 部長		 熊谷　厚志
ＡＩ医療センター	 センター長	 小口　正彦
緩和ケアセンター	 センター長	 川原　玲子
	 緩和治療科	 部長		 川原　玲子
患者・家族支援センター	 センター長	 大野　真司
	 地域連携部	 部長		 唐渡　敦也
	 がん相談支援センター	 センター長	 花出　正美
	 ＷＯＣ支援部	 部長		 松浦　信子
	 サバイバーシップ支援部	 部長		 大野　真司
	 看護部	 部長		 清水　多嘉子
	 	 	 副部長	 中原　由美子
	 	 	 副部長	 北野　雅子
	 	 	 副部長	 長井　優子
	 薬剤部	 部長		 濱　敏弘
	 	 	 副部長	 清水　久範
医療クオリティマネジメントセンター	 センター長	 大野　真司
	 医療安全管理部	 部長		 山本　豊
	 院内感染対策部	 部長		 大野　真司
	 	 	 副部長	 羽山　ブライアン
	 クオリティインプルーブメント部	 部長		 西尾　誠人
	 高難度新規医療技術管理部	 部長		 髙橋　祐
	 未承認新規医薬品等管理部	 部長		 濱　敏弘
臨床教育研修センター	 センター長	 伊藤　良則
臨床研究・開発センター	 センター長	 山口　研成
	 臨床試験支援部	 部長		 髙橋　俊二
	 企画・品質管理部	 部長		 山口　研成
	 	 	 副部長	 石塚　直樹
	 TR支援部	 部長		 渡邊　雅之
	 	 	 副部長	 長山　聡
	 医療機器開発研究センター	 センター長	 矢野　智之
	 データベース&バイオバンクセンター	 センター長	 小口　正彦
	 	 	 副センター長	渡邊　雅之
先端医療開発センター	 センター長	 佐野　武
	 	 	 センター長代行	 髙橋　俊二
	 がん早期臨床開発部	 部長		 古川　孝広
	 がん免疫治療開発部	 部長		 北野　滋久
	 がんゲノム医療開発部	 部長		 上野　貴之
細胞検査士養成所	 所長		 杉山　裕子
健診センター	 センター長	 土田　知宏
	 	 	 名誉センター長	 中川　健
	 検診部	 部長		 宇津木　久仁子	
	 運営部	 部長		 常田　茂
	 	 	 副部長	 田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等
１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 

がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 月に厚生労働大臣から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし
たが、その後の新たな制度下においても、継続して 2019 年 3 月に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病院
の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専門医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） 日本医学放射線学会  20） 日本ペインクリニック学会 
2） 日本病理学会  21） 日本乳癌学会 
3） 日本内科学会  22） 日本臨床細胞学会 
4） 日本外科学会  23） 日本形成外科学会 
5） 日本消化器外科学会  24） 日本放射線腫瘍学会 
6） 日本消化器内視鏡学会  25） 日本整形外科学会 
7） 日本麻酔科学会  26） 日本婦人科腫瘍学会 
8） 日本眼科学会  27） 日本肝胆膵外科学会 
9） 日本産科婦人科学会  28） 日本がん治療認定医機構 

10） 日本泌尿器科学会  29） 日本甲状腺学会 
11） 日本消化器病学会  30） 日本頭頸部外科学会 
12） 日本臨床腫瘍学会  31） 日本皮膚科学会 
13） 日本静脈経腸栄養学会  32） 日本総合病院精神医学会 
14） 日本呼吸器学会  33） 日本感染症学会 
15） 日本大腸肛門病学会  34） 日本救急医学会 
16） 日本⽿⿐咽喉科学会  35） 日本消化管学会 
17） 日本超音波医学会  36） 日本緩和医療学会 
18） 日本血液学会  37） 日本集中治療医学会 
19） 日本核医学会  38） 日本食道学会 
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３．施設基準の指定 
がん研究会有明病院における関東信越厚生局⻑から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施

設基準については、次の通りです。 
 

基本診療料の施設基準 
1） ⻭科外来診療環境体制加算１ 15） 感染防止対策加算１―抗菌薬使用適正加算 
2） 特定機能病院⼊院基本料 ７：１ 16） 患者サポート充実体制加算 
3） 救急医療管理加算 17） 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
4） 診療録管理体制加算１ 18） 後発医薬品使用体制加算３ 
5） 医師事務作業補助体制加算１ ３０：１ 19） 病棟薬剤業務実施加算１ 
6） 急性期看護補助体制加算 ５０：１ 20） 病棟薬剤業務実施加算２ 
7） 看護職員夜間配置加算 １２：１配置加算１ 21） データ提出加算２及び４ 
8） 療養環境加算 22） ⼊退院支援加算 1―⼊院時支援加算 
9） 重症者等療養環境特別加算 23） 総合評価加算 

10） 無菌治療室管理加算１ 24） せん妄ハイリスク患者ケア加算 
11） 無菌治療室管理加算２ 25） 特定集中治療室管理料３ 
12） 緩和ケア診療加算  ―早期離床・リハビリテーション加算、 
13） 栄養サポートチーム加算  早期栄養介⼊管理加算 
14） 医療安全対策加算１ 26） 日本感染症学会 

 
 特掲診療料の施設基準 

1) ⻭科疾患管理料の注 11 に規定する総合医療管理加算及び⻭科治療時医療管理料 
2) がん性疼痛緩和指導管理料 
3) がん患者指導管理料イ 
4) がん患者指導管理料ロ 
5) がん患者指導管理料ハ 
6) がん患者指導管理料ニ 
7) 婦人科特定疾患治療管理料 
8) 外来緩和ケア管理料 
9) ⼩児運動器疾患指導管理料 

10) 夜間休日救急搬送医学管理料―救急搬送看護体制加算 
11) 外来放射線照射診療料 
12) ニコチン依存症管理料 
13) 療養・就労両⽴支援指導料―相談支援加算 
14) がん治療連携計画策定料 
15) 薬剤管理指導料 
16) 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
17) 医療機器安全管理料１ 
18) 医療機器安全管理料２ 
19) 遺伝学的検査 
20) BRCA１／２遺伝⼦検査 
21) がんゲノムプロファイリング検査 
22) HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 
23) ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 
24) 検体検査管理加算（Ⅰ） 
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25) 検体検査管理加算（Ⅳ） 
26) 国際標準検査管理加算 
27) 遺伝カウンセリング加算 
28) 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 
29) ロービジョン検査判断料 
30) 画像診断管理加算１ 
31) 画像診断管理加算２ 
32) ﾎﾟｼﾞﾄﾛﾝ断層・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ断層複合撮影 
33) CT 撮影及び MRI 撮影 
34) 冠動脈 CT 撮影加算 
35) 乳房 MRI 撮影加算 
36) 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
37) 外来化学療法加算１ 
38) 無菌製剤処理料 
39) 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
40) 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
41) 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
42) がん患者リハビリテーション料 
43) リンパ浮腫複合的治療料 
44) 集団コミュニケーション療法料 
45) ⻭科⼝腔リハビリテーション料２ 
46) 処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ 
47) 導⼊期加算１ 
48) CAD/CAM 冠 
49) センチネルリンパ節加算 
50) 四肢・躯幹軟部悪性腫瘍⼿術及び骨悪性腫瘍⼿術の注に規定する処理骨再建加算 
51) 組織拡張器による再建⼿術（乳房（再建⼿術）の場合に限る。） 
52) 

 
骨移植術（軟骨移植術を含む。） 
（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る。）） 

53) 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
54) 鏡視下咽頭悪性腫瘍⼿術（軟⼝蓋悪性腫瘍⼿術を含む。） 
55) 鏡視下喉頭悪性腫瘍⼿術 
56) 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRI によるもの） 
57) 

 
乳がんセンチネルリンパ節加算 1 及びセンチネルリンパ節生検（併用） 
（乳がんセンチネルリンパ節加算 1） 

58) 
 

乳がんセンチネルリンパ節加算 1 及びセンチネルリンパ節生検（併用） 
（センチネルリンパ節生検（併用）） 

59) 
 

乳腺悪性腫瘍⼿術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除
術（腋窩郭清を伴うもの）） 

60) 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
61) 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
62) 胸腔鏡下食道悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
63) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
64) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
65) ゲル充填人⼯乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 
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66) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍⼿術（区域切除で内視鏡支援機器を用いる場合） 
67) 

 
胸腔鏡下肺悪性腫瘍⼿術（肺葉切除⼜は 1 肺葉を超えるもので内視鏡⼿術用支援機器を用い
る場合） 

68) 
 
 
 

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、
胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、⼩腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

69) 大動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 
70) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 
71) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 
72) 

 
 
 
 

腹腔鏡下⼩切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡
下⼩切開後腹膜腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜悪性腫瘍⼿術、腹腔鏡下⼩切開副腎摘出
術、腹腔鏡下⼩切開腎部分切除術、腹腔鏡下⼩切開腎摘出術、腹腔鏡下⼩切開尿管腫瘍摘出
術、腹腔鏡下⼩切開腎（尿管）悪性腫瘍⼿術、腹腔鏡下⼩切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩
切開前⽴腺悪性腫瘍⼿術 

73) 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
74) 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡⼿術用支援機器を用いるもの） 
75) 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） 
76) 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
77) 胆管悪性腫瘍⼿術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。） 
78) 腹腔鏡下肝切除術 
79) 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 
80) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
81) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
82) 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 
83) 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
84) 腹腔鏡下腎悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いるもの） 
85) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
86) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍⼿術 
87) 腹腔鏡下⼩切開膀胱悪性腫瘍⼿術 
88) 人⼯尿道括約筋植込・置換術 
89) 腹腔鏡下前⽴腺悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術用支援機器を用いるもの） 
90) 腹腔鏡下膣式⼦宮全摘術（内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
91) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮体がんに対して内視鏡⼿術用支援機器を用いる場合） 
92) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮体がんに限る。） 
93) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮頸がんに限る。） 
94) ⼿術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ 
95) 

 
胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。） 
（医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 16 に規定する⼿術） 

96) 
 

医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 19 に規定する⼿術 
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。） 

97) 
 

医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 19 に規定する⼿術 
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する⼦宮附属器腫瘍摘出術） 

98) 輸血管理料Ⅱ 
99) 人⼯肛門・人⼯膀胱造設術前処置加算 

100) 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
101) ⻭周組織再生誘導⼿術 
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102) 麻酔管理料（Ⅰ） 
103) 麻酔管理料（Ⅱ） 
104) 放射線治療専任加算 
105) 外来放射線治療加算 
106) ⾼エネルギー放射線治療 
107) 1 回線量増加加算 
108) 強度変調放射線治療（IMRT) 
109) 画像誘導放射線治療（IGRT） 
110) 体外照射呼吸性移動対策加算 
111) 定位放射線治療 
112) 定位放射線治療呼吸移動対策加算 
113) 画像誘導密封⼩線源治療加算 
114) 病理診断管理加算２ 
115) デジタル病理画像による病理診断 
116) 悪性腫瘍病理組織標本加算 
117) ⼝腔病理診断管理加算２ 
118) クラウン・ブリッジ維持管理料 
119) ⻭科点数表の初診料の注１に規定する施設基準 

 
 酸素及び窒素の価格 
 ⼊院時食事療養(Ⅰ)の施設基準 
 実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180 日を超える⼊院の実施(変更)報告書 
4） ⾦属床による総義⻭の提供の実施報告書 

 

４．その他の指定 
1） 指定⾃⽴支援医療機関（更生医療・育成医療） 
2） 生活保護法指定医療機関 
3） 東京都災害拠点病院 
4） 臨床研修指定病院 
5） 都道府県がん診療連携拠点病院 
6） 救急告⽰医療機関 
7） 休日・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定二次救急医療機関） 
8） 外国医師臨床修練病院 
9） 日本医療機能評価機構認定病院 

10） 労災指定病院 
11） 特定機能病院 
12） がんゲノム医療拠点病院 
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５．外来の受付時間（初診・再診） 
月〜⾦曜日 午前 8 時 30 分〜正午 
 

６．休診日 
土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
 

７．面会時間 
平 日   ：午後 2 時〜午後 8 時（総合案内／正面玄関⼿続き） 

（ICU は午後 2 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
 

   土・日・祝日：午前 10 時〜午後 8 時（守衛室／救急時間外⼊⼝⼿続き） 
（ICU は午前 10 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 

 
※新型コロナウイルス感染対策のため、面会を制限している期間がありました。 
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外来・⼊院実績 【2020年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 469 15,152 1,418 17,593

呼吸外 289 8,165 524 4,450

食道外 145 3,871 193 4,538

胃外科 335 8,129 534 6,596

大腸外 562 16,039 1,006 15,550

消化療 176 23,247 1,459 15,681

上消内 840 13,129 828 5,408

下消内 632 7,492 536 2,776

肝胆外 345 9,297 696 12,739

肝胆内 457 19,467 1,234 10,738

乳腺外 1,386 41,244 1,147 9,555

乳腺内 27 18,856 334 3,709

婦人科 1,531 33,874 2,474 24,361

頭頸科 822 26,376 582 13,755

整形外 960 9,338 849 12,089

泌尿器 804 24,981 1,514 13,625

血液腫 204 12,147 809 11,216

総腫瘍 86 5,999 486 9,851

放射線 274 28,541 0 0

総内科 577 9,907 0 0

腫瘍循 177 2,009 0 0

内分泌 85 2,658 0 0

腎臓内 4 91 0 0

神経内 3 46 0 0

脳外科 2 16 0 0

腫瘍精 89 1,338 0 0

眼科 240 5,087 44 310

皮膚科 319 2,888 32 466

⻭科 1,411 7,719 0 0

形成外 78 7,979 319 2,703

麻酔科 113 1,738 0 0

救急部 299 721 11 19

緩和 110 1,542 97 7,102

放診断 3 143 0 0

健内科 13 2,622 0 0

臨床遺 43 1,002 0 0

患者支 0 264 0 0

漢方サ 7 162 0 0

感染症 19 65 0 0

地域連 0 23 0 0

がん相談 0 421 0 0

ＷＯＣ 3 947 0 0

ゲノム 61 345 0 0

先端Ｃ 7 23 6 21

が早期 1 6 0 0
が免疫 0 3 0 0

14,008 375,109 17,132 204,851

外来・⼊院実績 【2020 年 1 ⽉〜 12 ⽉】
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疾患別⼊院患者数 【2020年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)
病  名 男 ⼥ 合計

総数①+②+③ 8,602 9,485 18,087
①悪性新生物(C00­C97) 7,432 7,881 15,313

⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物(C00­C14) 387 135 522
C 00 ⼝唇の悪性新生物 0 0 0
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 9 5 14
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 54 38 92
C 03 ⻭⾁の悪性新生物 33 28 61
C 04 ⼝腔底の悪性新生物 6 3 9
C 05 ⼝蓋の悪性新生物 5 2 7
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新生物 8 3 11
C 07 耳下腺の悪性新生物 10 6 16
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新生物 3 9 12
C 09 扁桃の悪性新生物 2 0 2
C 10 中咽頭の悪性新生物 74 15 89
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新生物 21 5 26
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 58 7 65
C 13 下咽頭の悪性新生物 104 14 118
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物 0 0 0

消化器の悪性新生物(C15­C26) 3,495 2,093 5,588
C 15 食道の悪性新生物 759 153 912
C 16 胃の悪性新生物 882 520 1,402
C 17 小腸の悪性新生物 20 18 38
C 18 結腸の悪性新生物 430 430 860
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新生物 4 9 13
C 20 直腸の悪性新生物 479 326 805
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 9 14 23
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 175 59 234
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 46 42 88
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 174 49 223
C 25 膵の悪性新生物 508 463 971
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 9 10 19

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30­C39) 1,151 669 1,820
C 30 ⿐腔及び中耳の悪性新生物 11 7 18
C 31 副⿐腔の悪性新生物 10 7 17
C 32 喉頭の悪性新生物 67 5 72
C 33 気管の悪性新生物 1 0 1
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,040 641 1,681
C 37 胸腺の悪性新生物 20 9 29
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 2 0 2
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40­C41) 164 100 264
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 59 47 106
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 105 53 158

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新生物(C43­C44) 35 14 49
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 11 7 18
C 44 ⽪膚のその他の悪性新生物 24 7 31

疾患別入院患者数 【2020 年】
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病  名 男 ⼥ 合計
中⽪及び軟部組織の悪性新生物(C45­C49) 229 200 429

C 45 中⽪腫 0 8 8
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新生物 4 0 4
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 35 65 100
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 190 127 317

乳房の悪性新生物(C50) 4 1,715 1,719
C 50 乳房の悪性新生物 4 1,715 1,719

⼥性性器の悪性新生物(C51­C58) 1,858 1,858
C 51 外陰の悪性新生物 13 13
C 52 腟の悪性新生物 5 5
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 511 511
C 54 子宮体部の悪性新生物 655 655
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 1 1
C 56 卵巣の悪性新生物 643 643
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新生物 30 30
C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60­C63) 547 547
C 60 陰茎の悪性新生物 10 10
C61 前⽴腺の悪性新生物 488 488
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 49 49
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 0 0

尿路の悪性新生物(C64­C68) 637 274 911
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 86 40 126
C 65 腎盂の悪性新生物 63 47 110
C 66 尿管の悪性新生物 63 32 95
C 67 膀胱の悪性新生物 424 147 571
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 1 8 9

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69­C72) 6 2 8
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 5 2 7
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 1 0 1
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73­C75) 46 90 136
C 73 甲状腺の悪性新生物 42 88 130
C 74 副腎の悪性新生物 1 2 3
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 3 0 3

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76­C80) 306 371 677
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 2 5 7
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 32 52 84
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 181 182 363
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 63 98 161
C 80 部位の明示されない悪性新生物 28 34 62

- 19 -



病  名 男 ⼥ 合計
リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81­C96) 425 360 785

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 10 4 14
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 34 38 72
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 204 190 394
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 17 11 394
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 51 45 96
C 88 悪性免疫増殖性疾患 9 0 9
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 53 42 95
C 91 リンパ性白血病 24 13 37
C 92 骨髄性白血病 21 17 38
C 93 単球性白血病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 2 0 2
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00­D48) 378 566 944
上⽪内新生物(D00­D09) 0 22 22
子宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (2) (2)
良性新生物(D10-D36) 97 179 276
性状不詳⼜は不明の新生物(D37­D48) 281 365 646

③その他 792 1,038 1,830
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 16 20 36
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 41 68 109
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 81 28 109
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 360 227 587
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 46 387 433
その他 248 308 556
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地区別外来患者数（総数） 【2020年１〜12⽉】
◆全国

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 389 107 0.18% 25 23.36%

⻘森県 591 135 0.22% 22 16.30%

岩手県 154 40 0.07% 6 15.00%

宮城県 252 72 0.12% 13 18.06%

秋田県 311 76 0.13% 20 26.32%

山形県 347 54 0.09% 14 25.93%

福島県 1,186 298 0.49% 45 15.10%

茨城県 6,751 1,237 2.04% 308 24.90%

栃木県 1,685 319 0.53% 37 11.60%

群馬県 1,783 302 0.50% 70 23.18%

埼玉県 43,996 7,298 12.01% 1,633 22.38%

千葉県 57,298 8,744 14.39% 1,987 22.72%

東京都 205,903 32,443 53.40% 7,781 23.98%

神奈川県 44,529 7,133 11.74% 1,409 19.75%

新潟県 471 114 0.19% 11 9.65%

富山県 239 51 0.08% 5 9.80%

石川県 63 24 0.04% 3 12.50%

福井県 46 11 0.02% 5 45.45%

山梨県 1,330 277 0.46% 44 15.88%

⻑野県 1,360 277 0.46% 52 18.77%

岐阜県 125 26 0.04% 6 23.08%

静岡県 857 201 0.33% 29 14.43%

愛知県 406 117 0.19% 21 17.95%

三重県 167 37 0.06% 8 21.62%

滋賀県 50 9 0.01% 4 44.44%

京都府 180 37 0.06% 7 18.92%

大阪府 396 106 0.17% 19 17.92%

兵庫県 301 79 0.13% 13 16.46%

奈良県 40 9 0.01% 0 0.00%

和歌山県 156 36 0.06% 8 22.22%

鳥取県 27 10 0.02% 3 30.00%

島根県 87 17 0.03% 5 29.41%

岡山県 82 22 0.04% 1 4.55%

広島県 206 41 0.07% 4 9.76%

山口県 115 38 0.06% 5 13.16%

徳島県 83 27 0.04% 3 11.11%

香川県 41 15 0.02% 3 20.00%

愛媛県 65 21 0.03% 1 4.76%

高知県 112 28 0.05% 6 21.43%

福岡県 233 55 0.09% 10 18.18%

佐賀県 30 7 0.01% 1 14.29%

⻑崎県 101 16 0.03% 4 25.00%

熊本県 77 28 0.05% 6 21.43%

大分県 51 16 0.03% 3 18.75%

宮崎県 211 46 0.08% 10 21.74%

⿅児島県 169 37 0.06% 7 18.92%

沖縄県 167 42 0.07% 9 21.43%

未分類 2,606 624 1.03% 322 51.60%

375,825 60,759 100.00% 14,008 23.06%

都道府県 延患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2019 年 1 ～ 12 月】
	 ◆全国		  ＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

地区別外来患者数（総数） 【2020 年１～ 12 月】
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地区別外来患者数 （総数） 【2020年1〜12⽉】

◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代田区 1,087 226 0.69% 49 21.68%

中央区 4,762 803 2.46% 208 25.90%

港区 6,136 1,053 3.23% 241 22.89%

新宿区 3,967 708 2.17% 171 24.15%

文京区 2,810 494 1.52% 110 22.27%

台東区 2,650 457 1.40% 108 23.63%

墨田区 5,558 821 2.52% 221 26.92%

江東区 27,645 4,093 12.55% 1,262 30.83%

品川区 8,766 1,311 4.02% 337 25.71%

目⿊区 4,313 731 2.24% 154 21.07%

大田区 13,287 1,950 5.98% 489 25.08%

世田谷区 13,850 2,281 7.00% 522 22.88%

渋谷区 4,288 693 2.13% 164 23.67%

中野区 4,420 695 2.13% 170 24.46%

杉並区 7,722 1,358 4.17% 261 19.22%

豊島区 5,012 872 2.67% 170 19.50%

北区 4,033 627 1.92% 128 20.41%

荒川区 1,770 282 0.87% 61 21.63%

板橋区 8,349 1,304 4.00% 312 23.93%

練馬区 11,662 1,852 5.68% 397 21.44%

⾜⽴区 6,052 960 2.94% 231 24.06%

葛飾区 6,544 976 2.99% 228 23.36%

江⼾川区 18,385 2,753 8.44% 754 27.39%

都下 32,833 5,301 16.26% 1,033 19.49%

205,901 32,601 100.00% 7,781 23.87%

延患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2020 年 1 ～ 12 月】
	 ◆東京都		  ＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数
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病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 項目 年間件数

総件数 15,944 11,739 27,683  子宮膣部・頸部 5,133

部位数（臓器分類単位）           23,663 42,457 66,120  子宮内膜 2,835

ブロック数（検体分類別）       21,615 93,624 115,239  その他 (婦人科) 5,256

染色スライド数（特染含む） 69,244 160,631 229,875  健診 子宮膣部・頸部・断端 3,531

染色スライド数（特染のみ）         33,044 37,504 70,548  健診 子宮内膜 2,778

保険部位数            34,870 27,090 61,960 婦人科合計 19,533

ＥＭ            ー ー  乳腺 1,147

抗体法           ー ー  甲状腺 246

迅速件数             221 3,918 4,139  頭頸部 (甲状腺以外) 269

診断料              12,997 6,816 19,813  骨軟部 846

診断のみ             1,823 95 1,918  脳脊髄液 172

レポート画像           ー ー ー  リンパ節 612

ミクロ画像            ー ー ー  気管支・肺 208

マクロ画像            ー ー ー  EBUS縦隔・肺門リンパ節 119

その他画像            ー ー ー  喀痰・三連痰 42

呼吸器内科         212 134 346  体腔液 3,673

呼吸器外科         56 933 989  尿 3,750

消化器内科         7,722 1,125 8,847  食道・胃 11

消化器外科         242 3,277 3,519  肝・胆・膵・大腸 546

乳腺センター           1,419 1,700 3,119  その他 152

婦人科           1,875 1,523 3,398 婦人科以外合計 11,793

頭頸科           557 784 1,341 総合計 31,326

整形外科          394 981 1,375  術中迅速細胞診 2,723

泌尿器科          299 1,018 1,317  LBC 3,312

血液腫瘍科         457 129 586  オンサイトサイトロジー 715

総合腫瘍科         66 8 74  セルブロック 110

放射線治療         2 0 2

総合内科          0 1 1

腫瘍精神科         0 0 0

眼科            107 48 155

皮膚科           113 31 144

⻭科            5 0 5

形成外科          15 30 45

麻酔科           0 0 0

救急部           0 1 1

緩和治療科         0 0 0

画像診断部         6 4 10

健診ドック         2,390 10 2,400

臨床遺伝医療部         3 0 3

ゲノム診療部 2 0 2

先端医療開発センター 2 2 4

病理検査 【2020 年 1 ～ 12 月】
　 病理検査数							       　  細胞診検査数
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CT 検査件数・MRI 検査件数・核医学検査件数
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外
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入
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病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 項目 年間件数

総件数 15,944 11,739 27,683  子宮膣部・頸部 5,133

部位数（臓器分類単位）           23,663 42,457 66,120  子宮内膜 2,835

ブロック数（検体分類別）       21,615 93,624 115,239  その他 (婦人科) 5,256

染色スライド数（特染含む） 69,244 160,631 229,875  健診 子宮膣部・頸部・断端 3,531

染色スライド数（特染のみ）         33,044 37,504 70,548  健診 子宮内膜 2,778

保険部位数            34,870 27,090 61,960 婦人科合計 19,533

ＥＭ            ー ー  乳腺 1,147

抗体法           ー ー  甲状腺 246

迅速件数             221 3,918 4,139  頭頸部 (甲状腺以外) 269

診断料              12,997 6,816 19,813  骨軟部 846

診断のみ             1,823 95 1,918  脳脊髄液 172

レポート画像           ー ー ー  リンパ節 612

ミクロ画像            ー ー ー  気管支・肺 208

マクロ画像            ー ー ー  EBUS縦隔・肺門リンパ節 119

その他画像            ー ー ー  喀痰・三連痰 42

呼吸器内科         212 134 346  体腔液 3,673

呼吸器外科         56 933 989  尿 3,750

消化器内科         7,722 1,125 8,847  食道・胃 11

消化器外科         242 3,277 3,519  肝・胆・膵・大腸 546

乳腺センター           1,419 1,700 3,119  その他 152

婦人科           1,875 1,523 3,398 婦人科以外合計 11,793

頭頸科           557 784 1,341 総合計 31,326

整形外科          394 981 1,375  術中迅速細胞診 2,723

泌尿器科          299 1,018 1,317  LBC 3,312

血液腫瘍科         457 129 586  オンサイトサイトロジー 715

総合腫瘍科         66 8 74  セルブロック 110

放射線治療         2 0 2

総合内科          0 1 1

腫瘍精神科         0 0 0

眼科            107 48 155

皮膚科           113 31 144

⻭科            5 0 5

形成外科          15 30 45

麻酔科           0 0 0

救急部           0 1 1

緩和治療科         0 0 0

画像診断部         6 4 10

健診ドック         2,390 10 2,400

臨床遺伝医療部         3 0 3

ゲノム診療部 2 0 2

先端医療開発センター 2 2 4 ◆
CT

検
査

件
数

◆
M
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I
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数

◆
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内視鏡検査件数						      　 超音波検査件数
内視鏡検査件数

検  査  項  目 2020年
上部消化管 10,356
下部消化管 6,566
上部エコー 219
下部エコー 79
肝胆膵エコー 799
気管支鏡 262
ERCP 987
上部（EMRポリペク） 797
下部（EMRポリペク） 1,208
下部（ESD） 350
EUS-FAN 245
その他 220

超音波検査

2020年

呼吸内 828

呼吸外 461

消外 807

食道外 340

胃外科 985

大腸外 2,174

肝外科 898

消内 357

消化療 695

肝内科 585

上消内 193

下消内 47

乳腺外 14,836

乳腺内 1,390

婦人科 10,374

頭頸科 5,692

整形外 1,247

泌尿器 1,538

血液腫 1,352

総腫瘍 269

放治療 61

総合内 732

腫循内 367

代謝科 71

腎臓内 8

神経内 2

眼科 234

皮腫瘍 60

形成外 1,169

麻酔科 5

救急部 3

緩和 17

画像診 47

健診ドック 20,551

臨床遺 50

ＷＯＣ 1

先端Ｃ 8
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院内がん登録集計
①部位別・男女別件数①部位別・男⼥別件数

部位 総数 男 ⼥
⼝腔・咽頭 365 281 84
食道 432 354 78
胃 887 583 304
十二指腸・小腸 36 21 15
大腸 1072 609 463
肝臓 120 93 27
胆嚢・胆管 113 80 33
膵臓 355 182 173
喉頭 34 30 4
肺 534 301 233
骨・軟部 154 80 74
皮膚 53 23 30
乳房 1260 5 1255
子宮頸部 404 0 404
子宮体部 284 0 284
卵巣 172 0 172
前⽴腺 342 342 0
膀胱 176 127 49
腎・他の尿路 157 93 64
甲状腺 122 37 85
悪性リンパ腫 203 92 111
多発性骨髄腫 18 10 8
白血病 26 15 11
他の造血器腫瘍 22 16 6
原発不明 25 11 14
その他 220 103 117

総計 7586 3488 4098
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②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）②診断時居住地件数（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名
千代田区 22 八王子市 72

中央区 102 日野市 21

港区 123 多摩市 19

文京区 53 町田市 43

台東区 46 346 稲城市 12 167

江東区 557 羽村市 5

江⼾川区 409 福生市 9

墨田区 117 1083 ⻘梅市 15

荒川区 33 あきる野市 10

⾜⽴区 120 瑞穂町 4

葛飾区 133 286 日の出町 1

新宿区 86 奥多摩町 0

中野区 90 檜原村 0 44

杉並区 147 323 武蔵野市 28

豊島区 89 三鷹市 25

北区 73 調布市 39

板橋区 164 狛江市 13

練馬区 226 552 ⼩⾦井市 25

目⿊区 88 府中市 29 159

世田谷区 287 国分寺市 21

渋谷区 79 454 国⽴市 9

品川区 197 東大和市 12

大田区 282 479 ⽴川市 18

大島町 1 武蔵村山市 2

利島村 0 昭島市 9 71

新島村 3 清瀬市 20

神津島村 3 東久留⽶市 25

三宅村 1 ⻄東京市 47

御蔵島村 0 東村山市 23

八丈町 2 ⼩平市 36 151

⻘ヶ島村 0

⼩笠原村 0 10
4125

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部
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主要5部位治療別件数

外科的手術のみ 鏡視下手術のみ 内視鏡的治療のみ 放射線治療のみ 化学療法のみ 内分泌療法のみ その他の治療 手術/内視鏡＋他 放射線＋他 その他

③主要５部位治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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④治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分 10・20・21・30・31）

⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分10・20・21・30・31）

0期
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I期
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Ⅱ期

939

Ⅲ期

902

Ⅳ期
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⑥部位別・年齢別件数
⑥部位別・年齢別件数

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-
⼝腔・咽頭 1 2 5 33 60 105 126 29 4 365
食道 0 1 2 18 74 126 167 42 2 432
胃 1 3 18 72 114 219 341 114 5 887
十二指腸・小腸 0 0 0 4 11 5 9 7 0 36
大腸 0 10 47 150 214 263 298 86 4 1072
肝臓 0 1 4 5 12 32 47 18 1 120
胆嚢・胆管 0 0 0 5 18 37 33 19 1 113
膵臓 0 0 5 19 66 94 129 41 1 355
喉頭 0 0 0 2 3 15 10 4 0 34
肺 0 0 12 34 71 145 210 59 3 534
骨・軟部 5 14 12 27 33 19 30 13 1 154
皮膚 0 0 1 5 8 11 14 11 3 53
乳房 0 6 100 410 316 232 160 33 3 1260
子宮頸部 0 24 114 135 74 31 24 2 0 404
子宮体部 0 1 28 52 117 58 21 6 1 284
卵巣 0 4 13 49 60 27 15 4 0 172
前⽴腺 0 0 1 6 45 116 152 22 0 342
膀胱 0 0 2 10 21 41 76 24 2 176
腎・他の尿路 0 2 1 20 25 35 57 17 0 157
甲状腺 0 4 8 27 17 28 30 8 0 122
悪性リンパ腫 2 5 4 17 35 54 64 20 2 203
多発性骨髄腫 0 0 0 2 3 3 9 1 0 18
白血病 0 0 1 4 5 5 8 3 0 26
他の造血器腫瘍 0 0 0 0 3 5 11 3 0 22
原発不明 0 0 0 2 4 9 7 3 0 25
その他 0 8 17 39 50 45 42 18 1 220

総計 9 85 395 1147 1459 1760 2090 607 34 7586

部位
年代

総計
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⑥部位別・年齢別件数

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-
⼝腔・咽頭 1 2 5 33 60 105 126 29 4 365
食道 0 1 2 18 74 126 167 42 2 432
胃 1 3 18 72 114 219 341 114 5 887
十二指腸・小腸 0 0 0 4 11 5 9 7 0 36
大腸 0 10 47 150 214 263 298 86 4 1072
肝臓 0 1 4 5 12 32 47 18 1 120
胆嚢・胆管 0 0 0 5 18 37 33 19 1 113
膵臓 0 0 5 19 66 94 129 41 1 355
喉頭 0 0 0 2 3 15 10 4 0 34
肺 0 0 12 34 71 145 210 59 3 534
骨・軟部 5 14 12 27 33 19 30 13 1 154
皮膚 0 0 1 5 8 11 14 11 3 53
乳房 0 6 100 410 316 232 160 33 3 1260
子宮頸部 0 24 114 135 74 31 24 2 0 404
子宮体部 0 1 28 52 117 58 21 6 1 284
卵巣 0 4 13 49 60 27 15 4 0 172
前⽴腺 0 0 1 6 45 116 152 22 0 342
膀胱 0 0 2 10 21 41 76 24 2 176
腎・他の尿路 0 2 1 20 25 35 57 17 0 157
甲状腺 0 4 8 27 17 28 30 8 0 122
悪性リンパ腫 2 5 4 17 35 54 64 20 2 203
多発性骨髄腫 0 0 0 2 3 3 9 1 0 18
白血病 0 0 1 4 5 5 8 3 0 26
他の造血器腫瘍 0 0 0 0 3 5 11 3 0 22
原発不明 0 0 0 2 4 9 7 3 0 25
その他 0 8 17 39 50 45 42 18 1 220

総計 9 85 395 1147 1459 1760 2090 607 34 7586

部位
年代

総計

⑦症例区分別件数⑦症例区分別件数
症例区分 件数 ⽐率

10：診断のみ 178 2.3%
20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 3308 43.6%
21：⾃施設診断・⾃施設治療継続 7 0.1%
30：他施設診断・⾃施設治療開始 2978 39.3%
31：他施設診断・⾃施設治療継続 306 4.0%
40：初回治療終了後 389 5.1%
80：その他 420 5.5%

総計 7586 100.0%

2.3%

43.6%

0.1%

39.3% 4.0% 5.1% 5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 　21：⾃施設診断・⾃施設治療継続

30：他施設診断・⾃施設治療開始　 31：他施設診断・⾃施設治療継続 　40：初回治療終了後

80：その他
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8．一般公開講座
年度 ⽇程 時間 場所 題名 講師 担当科 参加⼈数

1 2020年6⽉11⽇ 17:00〜18:00 オンライン （外出⾃粛中に）がんと上⼿く過ごすための⼼の持ち⽅ 清⽔研腫瘍精神科部⻑ 腫瘍精神科 29⼈

2 2020年8⽉6⽇ 17:00〜18:00 オンライン 精神腫瘍科医と⼀緒に考える「寄り添うこと」 清⽔研腫瘍精神科部⻑ 腫瘍精神科 145⼈

3 2021年2⽉6⽇
オンライン

（オンデマンド）
世⽥⾕区がん講演会
よくわかる⼤腸がん治療〜⼩さな傷でがんを治す〜

福⻑洋介⼤腸外科部⻑ ⼤腸外科 1110回※

4 2021年3⽉20⽇ 13:00〜15:00 オンライン もっと知ってほしい胃がんのこと
佐野武病院⻑、平澤俊明副部⻑、布部創也部⻑、
⼭⼝研成部⻑、⾺城はるか主任、藤崎順⼦部⻑

消化器センター 胃がんチーム
リハビリテーション部

500⼈弱

令和2年度

※2021年6⽉8⽇時点の動画再⽣回数
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9．学会・研究発表業績
【呼吸器内科】
1．	 Nishio， M．， Murakami， H．， Okamoto， I．， 

Horinouchi， H．， Toyozawa， R．， Takeda， 
M．， Uno， M．， Crawford， N．， Jimbo， T．， 
Ishigami， M．， Takayama， G．， Nakayama， 
S．， Ohwada， S．， Slosberg， E．， Goto， K．

	 A first － in － human phase 1 study of the 
AXL inhibitor DS － 1205c in combination 
with gefitinib in subjects with EGFR －mu-
tant NSCLC．

	 European Society for Medical Oncology 
（ESMO） Virtual Congress： Web 開催， 2020

2．	 Nishio， M．
	 First － line nivolumab（NIVO） + ipilimum-

ab（IPI）in advanced NSCLC：CheckMate 
227 Asian subanalysis．

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

3．	 Nishio， M．
	 Pembrolizumab + lenvatinib in metastatic 

NSCLC after chemotherapy and immuno-
therapy：LEAP － 008 trial．

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

4．	 Nishio， M．， Peled， A． Z． N．， Houghton， B．， 
Bar， J．， Drew， D．， Herbst， R． S．， Rodri-
guez － Aberu， D．， Talpur， R．， Golden， L．， 
Yin， L．， Dang， T．， Hui， R．

	 Phase 3 LEAP － 006 safety run － in （Part 
1）： 1L pembrolizumab （Pembro）+ che-
motherapy （Chemo） with ／ without lenva-
tinib （Len） for metastatic NSCLC．

	 European Society for Medical Oncology 
（ESMO） Virtual Congress： Web 開催， 2020

5．	 Nishio， M．， Peled， A． Z． N．， Houghton， 
J． B．， Bar， J．， Drew， D．， Herbst， R． S．， 
Rodriguez － Abreu， D．， Talpur， R．， Gold-
en， L．， Yin， L．， Dang， T．， Hui， R．

	 Phase 3 LEAP－ 006 safety runiIn （Part 1）： 
1L pembrolizumab + chemotherapy with 
lenvatinib for metastatic NSCLC．

	 Clinical Oncology Society of Australia 
（COSA） 47th Annual Scientific Meeting： 

Web 開催， 2020

6．	 Nishio， M．， Nishio， K．， Reck， M．， Garon， 
E． B．， Imamura， F．， Kawaguchi， T．， 
Yamaguchi， H．， Ikeda， S．， Hirano， K．， 
Visseren － Grul， C． M．， Widau， R． C．， 
Zimmermann， A． H．， Homma， G．， Enat-
su， S．， Nakagawa， K．

	 RELAY ＋： Exploratory study of ramu-
cirumab plus gefitinib in untreated patients 
（pts） with epidermal growth factor recep-
tor （EGFR） － mutated metastatic non －
small cell lung cancer （NSCLC）．

	 AACR Annual Meeting： Web 開催， 2020

7．	 Nisho， M．
	 1L pembrolizumab + chemotherapy with / 

without lenvatinib for metastatic NSCLC：
LEAP － 006 safety part 1．

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

8．	 Tozuka， T．， Kitazono， S．， Sakamoto， H．， 
Yoshida， h．， Amino， Y．， Uematsu， S．， 
Yoshizawa， T．， Hasegawa， T．， Ariyasu， 
R．， Uchibori， K．， Yanagitani， N．， Horai， 
T．， Nishio， M．

	 Efficacy of anti － programmed cell death －
1 / ligand 1 monotherapy for non － small 
cell lung cancer patients with active brain 
metastases．

	 ASCO Virtual Scientific Program： Web 開催， 
2020

9．	 内堀健， 坂本博昭， 戸塚猛大， 吉田寛， 網野喜
彬， 有安亮， 北園聡， 栁谷典子， 宝来威， 片山量
平， 林理絵， Low， S． K．， 西尾誠人

	 初回 Osimertinib 開始前の血漿中 TP53 変異は
negative biomarker の可能性がある．

	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

10．	 吉田寛， 栁谷典子， 坂本博昭， 戸塚猛大， 網野
喜彬， 植松慎矢， 長谷川司， 吉澤孝浩， 有安亮， 
内堀健， 北園聡， 西尾誠人， 宝来威

	 気管支鏡検査で得た細胞診検体による EGFR 遺
伝子検査の精度の検討．
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2

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

11．	 坂本博昭， 内堀健， 吉田寛， 戸塚猛大， 網野喜
彬， 植松慎矢， 長谷川司， 吉澤孝浩， 有安亮， 北
園聡， 栁谷典子， 宝来威， 西尾誠人

	 EGFR 陽性肺癌における 1次治療 Osimertinib
後の治療内容の検討．

	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

12．	 宝来威
	 呼吸器細胞診の歴史と肺癌の臨床．
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会： Web

開催， 2020

13．	 宝来威
	 細胞診のノブレス・オブリージュ：私たちの目

指すもの．
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会： Web

開催， 2020

14．	 戸塚猛大， 栁谷典子， 坂本博昭， 吉田寛， 網野
喜彬， 植松慎矢， 吉澤孝浩， 長谷川司， 有安亮， 
内堀健， 北園聡， 宝来威， 西尾誠人

	 非小細胞肺癌（NSCLC）に対する殺細胞性抗
癌剤と抗 PD － 1 ／ L1 併用療法（Chemo －
PD1）の効果と血漿VEGF － Aの推移．

	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

15．	 有安亮， 内堀健， 二宮浩範， 坂本博昭， 戸塚猛
大， 吉田寛， 網野喜彬， 植松慎矢， 吉澤孝浩， 長
谷川司， 北園聡， 栁谷典子， 宝来威， 竹内賢吾， 
西尾誠人

	 オンコマイン Target Test マルチ CDx システ
ムとコバス EGFR 変異キットの CDX としての
feasibility の比較．

	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

16．	 栁谷典子， 宝来威
	 実臨床における肺癌遺伝子検査の現状．
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会： 横浜市， 

2020

17．	 栁谷典子
	 当院の使用実績からみたロルラチニブ投与症例

のマネジメントの実際．
	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

18．	 栁谷典子， 宝来威
	 臨床医が望む細胞診検体を用いたゲノム医療．
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会： Web

開催， 2020

19．	 西尾誠人
	 MET 遺伝子変異陽性肺癌に対する治療：Cap-

matinib の臨床成績．
	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

20．	 西尾誠人
	 SCLC に対する治療戦略 up to date．
	 第 111 回日本肺癌学会関西支部学術集会： 大

阪市， 2020

21．	 西尾誠人
	 希少ドライバー遺伝子陽性肺癌の新たな選択

肢：個別化医療の現状と今後の方向性．
	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

22．	 西尾誠人
	 希少肺癌に対する治療 up to date：Treatment 

for rare lung cancer．
	 第60回日本呼吸器学会学術講演会： Web開催， 

2020

23．	 西尾誠人
	 新時代を迎える進行期肺癌薬物療法．
	 第 61回日本肺癌学会学術集会： 岡山市， 2020

24．	 西尾誠人， Herbst， R．， Lopes， G．， Kowals-
ki， D．， Wu， Y．－ L．， CastroJr．， G．， Baas， 
P．， Kim， D．－ W．， Gubens， M．， Piperdi， 
B．， Mok， T．

	 進行非小細胞肺癌の国際共同第 3相試験にお
ける組織の Tumor Mutation Burden（tTMB）
とペムブロリズマブ単剤の臨床効果との関連．

	 第60回日本呼吸器学会学術講演会： Web開催， 
2020

25．	 西尾誠人， 北園聡， 栁谷典子， 坂井和子， 西尾
和人

	 非小細胞肺がんにおける血漿中 EGFR 遺伝子変
異検出法の比較に関する検討．

	 第 111 回日本肺癌学会関西支部学術集会： 大
阪市， 2020
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【呼吸器外科】
1.	 Ichinose, J.
	 Key points in thoracoscopic segmentecto-

my and COVID-19 in Japan.
	 2020 Current Update of Thoracic Surgery: 

Web 開催 , 2020

2.	 Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, M., Oku-
mura, S., Mun, M.

	 Predictors of survival and local therapy fail-
ure in patients with resectable colorectal 
lung metastases.

	 1st ESTS Virtual Congress: Web開催 , 2020

3.	 Ichinose, J.
	 RATS lobectomy by the confronting ap-

proach.
	 Sino-Japan Exchange Conference on Ro-

botic Lung Surgery and Advanced VATS 
Surgery: Web 開催 , 2020

4.	 Kawaguchi, Y., Matsuura, Y., Omura, K., 
Iwamoto, N., Ozawa, H., Kondo, Y., Ichi-
nose, J., Nakao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 Artificial intelligence provides a novel in-
sight into the occult N2 disease search.

	 American Association for Thoracic Surgery 
(AATS) 100th Annual Meeting: Web 開 催 , 
2020

5.	 Matsuura, Y., Ichinose, J., Nakao, M., Oku-
mura, S., Mun, M.

	 Surgically resected anaplastic lymphoma 
kinase-rearranged non-small cell lung can-
cer.

	 American Association for Thoracic Surgery 
(AATS) 100th Annual Meeting: Web 開 催 , 
2020

6.	 Mun, M.
	 Sino-Japan Exchange Conference on Ro-

botic Lung Surgery and Advanced VATS 
Surgery: Web 開催 , 2020

7.	 Mun, M.
	 Early stage lung cancer: Segmentectomy 

vs lobectomy.

	 South East Asia Thoracic Surgery Webinar: 
Web 開催 , 2020

8.	 Mun, M.
	 Fluorescence-guided segmentectomy.
	 South East Asia Thoracic Surgery Webinar: 

Web 開催 , 2020

9.	 Mun, M.
	 Lung cancer with incidental N2; To cut or 

to close.
	 28th Congress of the Asian Society for 

Cardiovascular and Thoracic Surgery (AS-
CVTS): Chiang Mai, Thailand, 2020

10.	 Mun, M.
	 Mediastinal lymph node mapping.
	 5th Asian Thoracoscopic Surgery Education 

Program; Outreach Program: Web 開 催 , 
2020

11.	 Mun, M.
	 Novel technique for VATS segmentectomy.
	 28th Congress of the Asian Society for 

Cardiovascular and Thoracic Surgery (AS-
CVTS): Chiang Mai, Thailand, 2020

12.	 Omura, K., Nakao, M., Iwamoto, N., Oza-
wa, H., Kondo, Y., Yamamichi, T., Hashimo-
to, K., Ichinose, J., Matsuura, Y., Okumura, 
S., Mun, M.

	 Novel 3-dimensional image simulation for 
thoracoscopic lung segmentectomy in pa-
tients with pulmonary malignancy.

	 2020 Korean Association for Lung Cancer 
International Conference Virtual: Web開催, 
2020

13.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 AI による肺腺癌 EGFR 遺伝子変異予測モデル
の構築 .

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

14.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 河口洋平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
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村栄 , 文敏景
	 RATS 肺葉切除導入時に経験したヒヤリハット

とその対策 .
	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会・学術集会 : 

Web 開催 , 2020

15.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 大腸癌肺転移に対する conversion手術の成績 .
	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開

催 , 2020

16.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 対面式 RATS による右上葉肺癌に対する肺門縦
隔リンパ節郭清 .

	 第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 紙上
開催 , 2020

17.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 左肺癌手術における#4L 背側先行処理の有用
性 .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

18.	 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 河口洋平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 新規低侵襲（単孔式・ロボット支援）手術にお
けるヒヤリハット：RATS 肺葉切除導入時に経
験したヒヤリハットとその対策 .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

19.	 一瀬淳二 , 山道尭 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小
澤広輝 , 近藤泰人 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 迷走神経心臓枝発生の神経鞘腫に対する胸腔鏡
下手術 .

	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古
屋市 , 2020

20.	 中尾将之
	 『こんな画像が欲しかった。』が現実に！外科医

目線の最新 3D画像シミュレーション .
	 第 37 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : Web

開催 , 2020

21.	 中尾将之 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 小澤広輝 , 
近藤泰人 , 河口洋平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥
村栄 , 文敏景

	 異時多発肺癌に対する、右肺下葉切除後の残中
葉切除 .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

22.	 大村兼志郎 , 一瀬淳二 , 負門克典 , 佐藤嘉尚 , 
二宮浩範 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 AI による肺腺癌の胸膜浸潤予測モデルの構築 .
	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

23.	 大村兼志郎 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 
奥村栄 , 文敏景 , 二宮浩範 , 梶政洋 , 廣瀬茂道

	 大腸癌肺転移の病理組織像から肺部分切除術を
考察する .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

24.	 大村兼志郎 , 中尾将之 , 岩本直也 , 小澤広輝 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 胸腔鏡下肺区域切除における新たな 3D画像シ
ミュレーションソフトウェアの有用性 .

	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古
屋市 , 2020

25.	 奥村栄
	 新たなる呼吸器外科 .
	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会・学術集会 : 

Web 開催 , 2020

26.	 小澤広輝 , 松浦陽介 , 山道尭 , 大村兼志郎 , 岩
本直也 , 近藤泰人 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 NCD risk calculator と原発性肺癌の術後長期
予後について .

	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古
屋市 , 2020
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27.	 小澤広輝
	 当科における原発性肺癌に対する ICG 蛍光イ

メージング併用胸腔鏡下肺区域切除術 .
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 3 回学術集会 : 

Web 開催 , 2020

28.	 小澤広輝 , 一瀬淳二 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 
近藤泰人 , 河口洋平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 肺癌に対する区域切除の長期予後と再発形式 .
	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 

2020

29.	 山道尭 , 一瀬淳二 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 小
澤広輝 , 近藤泰人 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 胸腔鏡下肺癌手術における術前禁煙期間と術後
肺合併症発症率の関係 .

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

30.	 岩本直也 , 松浦陽介 , 山道尭 , 大村兼志郎 , 小
澤広輝 , 近藤泰人 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 中尾
将之 , 内堀健 , 二宮浩範 , 奥村栄 , 西尾誠 , 文
敏景

	 治療抵抗性の ALK 陽性肺癌に対する salvage
手術の 1例 .

	 第 188 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 
Web 開催 , 2020

31.	 岩本直也 , 一瀬淳二 , 二宮浩範 , 大村兼志郎 , 
小澤広輝 , 近藤泰人 , 河口洋平 , 松浦陽介 , 中
尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 肺原発腺様嚢胞癌 4例の進展様式に関する病理
学的検討 .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

32.	 岩本直也 , 一瀬淳二 , 大村兼志郎 , 小澤広輝 , 
河口洋平 , 近藤泰人 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 肺癌に対する胸腔鏡下肺葉切除時の標本回収袋
洗浄細胞診に関する検討 .

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

33.	 文敏景
	 ゼロコンを目指した肺がん低侵襲手術における

剥離操作 .

	 ゼロコンセミナー : Web 開催 , 2020

34.	 文敏景
	 ミニシンポジウム 4「呼吸器」.
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 3 回学術集会 : 

Web 開催 , 2020

35.	 文敏景 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村
栄

	 リンパ節転移陽性原発性肺癌に対する 4 port 
VATS systemic mediastinal lymph node dis-
section.

	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古
屋市 , 2020

36.	 文敏景 , 河口洋平 , 近藤泰人 , 大村兼志郎 , 小
澤広輝 , 岩本直也 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾
将之 , 奧村栄

	 ロボット支援下肺葉切除術の新たなるアプロー
チ .

	 第 12 回日本ロボット外科学会 : Web 開催 , 
2020

37.	 文敏景 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 中川
健 , 奥村栄

	 対面視野式ロボット支援下手術におけるリンパ
節郭清術の実際：開胸術や胸腔鏡手術と同等の
郭清を目指して .

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

38.	 文敏景
	 肺癌に対するロボット支援下手術との共存：合

併症ゼロを目指した新たな知見 .
	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

39.	 松浦陽介
	 ALK-TKI 治療後の ALK 肺癌 salvage 手術の 1

例 .
	 2nd Minimally Invasive Therapies Seminar 

(MITS) for Thoracic Malignancy; 2020年度: 
Web 開催 , 2020

40.	 松浦陽介
	 cN0-pN1/2 肺癌に対する胸腔鏡手術の治療成

績：開胸手術との対比 .
	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会・学術集会 : 

Web 開催 , 2020
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41.	 松浦陽介
	 継往開来！完全鏡視下肺癌手術における創始と

継志 .
	 第 37 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : Web

開催 , 2020

42.	 松浦陽介 , 山道尭 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 小
澤広輝 , 近藤泰人 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 遺伝子変異に応じた進行肺腺癌に対する集学的
治療戦略の提案：術後再発の検討から .

	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古
屋市 , 2020

43.	 河口洋平 , 中尾将之 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 
小澤広輝 , 近藤泰人 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥
村栄 , 文敏景

	 AI による肺腺癌の病理学的悪性度予測モデル
の構築 .

	 第 37 回日本呼吸器外科学会総会 : Web 開催 , 
2020

44.	 河口洋平 , 松浦陽介 , 岩本直也 , 大村兼志郎 , 
小澤広輝 , 近藤泰人 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 AI を用いた縦隔リンパ節予測の検討 .
	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

45.	 河口洋平 , 一瀬淳二 , 負門克典 , 大村兼志郎 , 
岩本直也 , 小澤広輝 , 近藤泰人 , 松浦陽介 , 中
尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 ICG 静注法を用いた胸腔鏡下肺区域切除術にお
ける仮想区域面作成法の検討 .

	 第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 紙上
開催 , 2020

46.	 近藤泰人 , 一瀬淳二 , 山道尭 , 岩本直也 , 大村
兼志郎 , 小澤広輝 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村
栄 , 二宮浩範 , 文敏景

	 2cm以下小型肺腺癌における高悪性度組織亜
型成分の有無の重要性 .

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

47.	 近藤泰人 , 松浦陽介 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 
小澤広輝 , 河口洋平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 NCD Feedback における Risk Calculator の有
用性の検証 .

	 第 37 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : Web
開催 , 2020

【消化器化学療法科】
1.	 Chin, K.
	 Immunotherapy.
	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

2.	 Kamiimabeppu, D., Wakatsuki, T., Takahari, 
D., Fukuda, N., Osumi, H., Nakayama, I., 
Ogura, M., Sato, T., Ooki, A., Shinozaki, E., 
Suenaga, M., Chin, K., Yamaguchi, K.

	 Treatment efficacy of ramucirumab-based 
chemotherapy in patients with alpha-feto-
protein producing gastric cancer (AFPGC).

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

3.	 Nakayama, I., Shoji, H., Hara, H., Esaki, T., 
Machida, N., Nagashima, K., Aoki, K., Hon-
da, K., Takahari, D., Miyamoto, T., Boku, N., 
Kato, K.

	 Correlation of tumor mutation with effi-
cacy in patients with gastric cancer who 
received nivolumab and ramucirumab com-
bination therapy.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

4.	 Suenaga, M., Mashima, T., Kawata, N., 
Wakatsuki, T., Seimiya, H., Yamaguchi, K.

	 Circulating IL-8 levels as candidate marker 
of antiangiogenic therapy for metastatic 
colorectal cancer.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

5.	 Suenaga, M., Zhang, W., Mashima, T., 
Schirripa, M., Cao, S., Okazaki, S., Berger, 
M. D., Miyamoto, Y., Barzi, A., Lenz, H.

	 Gene polymorphisms of CCL3, CCL4, CCL5, 
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and CCR5 network in metastatic colorectal 
cancer patients treated with regorafenib.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

6.	 Suzuki, T., Takahari, D., Kamiimabeppu, D., 
Sato, T., Osumi, H., Nakayama, I., Ichimu-
ra, T., Ogura, M., Ooki, A., Wakatsuki, T., 
Suenaga, M., Shinozaki, E., Chin, K., Yama-
guchi, K.

	 Single-center analysis of thyroid dysfunc-
tion in patients with gastric cancer treated 
with nivolumab.

	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

7.	 Takahari, D.
	 Chemotherapy 3.
	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

8.	 Takahari, D., Takashima, A., Nakajima, T. E., 
Ishizuka, N., Ohhashi, M., Katai, H., Mika-
mi, S., Chin, K., Nunobe, S., Ito, M., Wada, 
T., Ogura, T., Sano, T., Boku, N., Yamagu-
chi, K.

	 Feasibility and pathological response of 
TAS-118 + oxaliplatin as perioperative 
chemotherapy for patients with locally ad-
vanced gastric cancer (APOLLO-11).

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

9.	 上今別府大作 , 若槻尊 , 高張大亮 , 福田直樹 , 
佐藤太龍 , 鈴木健 , 大隅寛木 , 中山厳馬 , 末永
光邦 , 大木暁 , 小倉真理子 , 篠崎英司 , 山口研
成

	 当院での AFP 産生切除不能進行・再発胃癌に
対するラムシルマブ併用化学療法の検討 .

	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

10.	 山口研成
	 新時代を迎える大腸癌化学療法：個別化治療を

ふまえた治療ストラテジー .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

【肝胆膵内科】
1.	 Takeda, T., Sasaki, T., Mie, T., Furukawa, 

T., Kanata, R., Kasuga, A., Matsuyama, M., 
Ozaka, M., Sasahira, N.

	 Comparison of clinicopathological charac-
teristics and prognosis of borderline re-
sectable pancreatic cancer according to the 
location of the primary tumor.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

2.	 三重尭文 , 武田剛志 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹
平直樹

	 SpyGlass DS による術前胆道鏡及び直視下生
検の成績 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

3.	 三重尭文 , 佐々木隆 , 古川貴光 , 金田遼 , 武田
剛志 , 松山眞人 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 膵癌に対する集学的治療中に左頬部皮膚転移を
認めた一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 358 回例会 : 誌
上開催 , 2020

4.	 三重尭文 , 春日章良 , 古川貴光 , 金田遼 , 武田
剛志 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 伊藤寛倫 , 上田和
彦 , 高松学 , 笹平直樹

	 膵管周囲に線維化を認めた膵頭部 PanIN の 1
例 .

	 第 72 回日本消化器画像診断研究会 : さいたま
市 , 2020

5.	 三重尭文 , 武田剛志 , 金田遼 , 佐々木隆 , 笹平
直樹

	 超音波内視鏡下胆嚢ドレナージ術にてプラス
チックステントを留置した際にトラブルシュー
ティングを要した一例 .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

6.	 佐々木隆 , 髙橋祐 , 笹平直樹
	 当院における切除可能膵癌に対する術前治療 . .
	 第 106 回日本消化器病学会総会 : 誌上開催 , 

2020
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7.	 佐々木隆
	 肝・胆・膵がんの薬物療法 .
	 がん専門薬剤師集中教育講座 : 東京 , 2020

8.	 古川貴光 , ほか
	 当院における初発大型肝細胞癌 TACE 施行例の

治療成績 .
	 第 56 回日本肝癌研究会 : 大阪市 , 2020

9.	 古川貴光 , 尾阪将人 , 笹平直樹
	 当院における膵原発神経内分泌癌に対する化学

療法の後方視的検討 .
	 第 106 回日本消化器病学会総会 : 誌上開催 , 

2020

10.	 尾阪将人
	 膵癌 2次化学療法における新たな治療選択肢と

患者サポートプログラム .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

11.	 尾阪将人
	 膵臓がんの化学療法の現状と今後の展望 .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

12.	 山田悠人 , 武田剛志 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹
平直樹

	 超音波内視鏡ガイド下胆管胃吻合術（EUS-
HGS）におけるステント逸脱と末梢側胆管炎予
防のための工夫 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

13.	 福田晃史郎 , 三重尭文 , 古川貴光 , 山田悠人 , 
武田剛志 , 春日章良 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 尾
阪将人 , 笹平直樹 , 平澤俊明 , 松枝清

	 肝門部領域胆管癌に対する化学療法中に十二指
腸静脈瘤破裂を来し、経皮門脈ステント留置術
と内視鏡的静脈瘤硬化療法にて止血し、救命し
えた一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 360 回例会 : 
Web 開催 , 2020

14.	 笹平直樹 , 三重尭文 , 佐々木隆 , 金田遼 , 古川
貴光 , 澤田雅志 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山眞
人 , 尾阪将人 , 井上陽介 , 髙橋祐 , 平塚真生子 , 

上田和彦 , 松枝清 , 高澤豊 , 前佛均
	 Stage 0, I-A 膵癌の画像所見から見た膵癌早期

診断のための診断戦略 .
	 第 106 回日本消化器病学会総会 : 誌上開催 , 

2020

15.	 笹平直樹 , 武田剛志 , 佐々木隆
	 難渋する胆道ドレナージの工夫：通常型カバー

付ステント不応の悪性胆道狭窄に対するDuck-
bill 型弁付ステントの成績 .

	 第 56 回日本胆道学会学術集会 : Web& 誌上開
催 , 2020

【上部消化管内科】
1.	 Ishioka, M., Hirasawa, T., Namikawa, K., 

Fujisaki, J.
	 Clinical and imaging features of gastric mu-

cosa-assisted lymphoid tissue lymphoma in 
Helicobacter pylori-uninfected cases.

	 2nd World Congress of GI Endoscopy, 24th 
Pan American Congress of Digestive Endos-
copy: Rio de Janeiro, Brazil, 2020

2.	 Namikawa, K., Hirasawa, T., Fujisaki, J.
	 Evaluation of efficiency of antrectomy for 

patients with type I gastric neuroendocrine 
tumors.

	 2nd World Congress of GI Endoscopy, 24th 
Pan American Congress of Digestive Endos-
copy: Rio de Janeiro, Brazil, 2020

3.	 並河健 , 藤崎順子 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山
晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 土田知宏 , 森誠
一

	 H. pylori 感染・未感染の早期印環細胞癌にお
けるwhole-exome sequencing を用いた遺伝
子解析の比較検討 .

	 第 16回日本消化管学会総会学術集会 : 姫路市 , 
2020

4.	 並河健 , 森誠一 , 藤崎順子
	 H. pylori 感染・未感染の未分化型早期胃癌に

おけるwhole-exome sequencing を用いた遺
伝子解析の比較検討 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020: 神戸市 , 2020
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5.	 並河健 , 森誠一 , 藤崎順子
	 H. pylori 感染・未感染の早期未分化型早期胃

癌におけるwhole-exome sequencing を用い
た遺伝子解析の比較検討 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

6.	 並河健 , 藤崎順子
	 Helicobacter pylori 除菌後スキルス胃癌の臨床

病理学的特徴 .
	 第 1 回 Helicobacter pylori 未感染と除菌後時

代の胃癌発見に役立つ内視鏡診断の構築研究
会 : 紙上発表 , 2020

7.	 並河健 , 平澤俊明 , 藤崎順子 , 多田智裕
	 人工知能を用いた胃癌と胃潰瘍の鑑別診断シス

テム：Original 版と Advanced 版胃癌診断シス
テムの比較検討 .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

8.	 並河健
	 食道 2.
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020

9.	 中尾栄祐 , 平澤俊明 , 泉本裕文 , 清水良 , 東佑
香 , 松野高久 , 池之山洋平 , 畑森裕之 , 城間翔 , 
渡海義隆 , 並河健 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 土田
知宏 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 河内
洋

	 十二指腸神経内分泌腫瘍に対するリンパ節転移
リスクからみた治療法に関する検討 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

10.	 中尾栄祐 , ほか
	 超拡大内視鏡所見と JNET 分類・pit pattern 分

類および病理組織所見との整合性に関する検討 
	 第 92 回大腸癌研究会 : 広島市 , 2020

11.	 内藤咲貴子 , 平澤俊明 , 中野薫 , 河内洋 , 藤崎
順子

	 当院におけるA型胃炎合併胃癌の特徴について.
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

12.	 内藤咲貴子 , 土田知宏 , 糸井隆夫
	 消化器内科女医の働き方における施設間での検

討 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

13.	 内藤咲貴子 , 由雄敏之 , 藤崎順子
	 深達度MM/SM1 の食道扁平上皮癌に対する内

施行的切除例の長期成績 .
	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島市+Web

開催 , 2020

14.	 十倉淳紀 , 並河健 , 藤崎順子
	 Helicobacter Pylori 除菌後進行胃癌の臨床的

特徴の検討 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

15.	 十倉淳紀 , 由雄敏之 , 藤崎順子
	 内視鏡的切除術により生じた食道穿孔に対する

トラブルシューティングとしての PGA シート
貼付 .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

16.	 十倉淳紀 , 平澤俊明 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石
山晃世志 , 由雄敏之 , 土田知宏 , 井田智 , 布部
創也 , 中野薫 , 河内洋 , 中島健 , 藤崎順子

	 当院で経験したGastric adenocarcinoma and 
proximal polyposis of the stomach(GAPPS)
の 3例 .

	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・
Web開催 , 2020

17.	 十倉淳紀 , 由雄敏之 , 富田英臣
	 抗凝固薬が胃ESDに及ぼす影響：3施設の検討.
	 第 106 回日本消化器病学会総会 : 誌上開催 , 

2020

18.	 十倉淳紀 , 渡海義隆 , 藤崎順子
	 脈管侵襲を伴った胃底腺粘膜型胃癌の 1例 .
	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2020

19.	 十倉淳紀 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 高齢者抗血栓薬内服例に対する食道内視鏡治療

における抗血栓薬の取り扱いに関する検討 .
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	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・
Web開催 , 2020

20.	 吉水祥一 , 平澤俊明 , 布部創也
	 上部消化管における低侵襲治療の現状と将来展

望：腫瘍径 5.1cm以上の胃粘膜下腫瘍に対す
る LECS の有効性、安全性の検討 .

	 第 106 回日本消化器病学会総会 : Web 開催 , 
2020

21.	 吉水祥一 , 布部創也 , 藤崎順子
	 当院における表在性非乳頭部十二指腸上皮性腫

瘍の治療選択とその実際 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

22.	 吉水祥一 , 河内洋 , 渡海義隆 , 並河健 , 堀内裕
介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 伊藤寛
倫 , 藤崎順子

	 非乳頭部十二指腸 SM癌のリンパ節転移危険因
子に関する臨床病理学的検討 .

	 第 362 回日本消化器病学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

23.	 城間翔 , 由雄敏之 , 多田智裕
	 内視鏡動画における人工知能による食道扁平上

皮癌の診断能：内視鏡医との比較 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

24.	 堀内裕介 , 滝沢耕平 , 小野裕之
	 未分化型早期胃癌に対する ESD 適応拡大に関

する単群検証的試験の解析結果：ガイドライン
内視鏡切除適応の概要も含めて .

	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・
Web開催 , 2020

25.	 堀川宜範 , 石山晃世志 , 河内洋 , 中野薫 , 藤崎
順子

	 当院で経験した習慣的飲酒歴・喫煙歴がない食
道表在癌 12症例の検討 .

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島市 , 2020

26.	 平澤俊明 , 石岡充彬 , 並河健 , 多田智裕 , 藤崎
順子

	 AI の社会実装に向けての他業種との連携 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

27.	 平澤俊明 , 多田智裕 , 藤崎順子
	 Clinical application of artificial intelligence 

for diagnosing gastric cancer.
	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

28.	 平澤俊明
	 Diagnosis approach of early gastric cancer 

after Hp eradication.
	 携手同 “鏡” “奥視” 未来：奥林巴斯華東消化

学院早癌系列：中日消化内鏡早癌系列雲課堂 : 
Web 開催 , 2020

29.	 平澤俊明
	 Is endoscopic resection appropriate for 

type 3 gastric NETs? Retrospective, multi-
center study.

	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

30.	 平澤俊明
	 With COVID 時代の内視鏡：新しい感染症にど

う対応するか？
	 Next TV Symposium: Web 講演 , 2020

31.	 平澤俊明
	 With COVID 時代の内視鏡：コロナとの正しい

つき合い方 .
	 NEXIUM Web Seminar in 東三河: Web講演 , 

2020

32.	 平澤俊明
	 With COVID 時代の内視鏡診療：コロナとの付

き合い方教えます .
	 江東区医師会消化器内視鏡医会 : Web 講演 , 

2020

33.	 平澤俊明
	 With COVID 時代の内視鏡診療：コロナ対策大

丈夫？
	 NEXT Web Seminar: Web セミナー , 2020

34.	 平澤俊明
	 With COVID 時代の内視鏡診療：コロナ対策大

丈夫？
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	 NEXIUM Web Seminar in 千葉 : Web 講演 , 
2020

35.	 平澤俊明
	 不漏诊的胃部内镜检查：小心，您漏看了那个胃

癌！ .
	 携手同 “鏡” “奥” 視未来 奥林巴斯华東消化学

院早期癌系列 : Web 開催 , 2020

36.	 平澤俊明
	 人工知能が切り開く近未来の医療 ：AI による

パラダイムシフト .
	 浅草医師会・下谷医師会 合同学術講演会 : 

2020

37.	 平澤俊明
	 人工知能が切り開く近未来の医療：AI による

パラダイムシフト .
	 千葉市医師会学術講演会 : 千葉市 , 2020

38.	 平澤俊明
	 人工知能による内視鏡診断：AI は「人間を超

えたのか？」.
	 第 59 回日本消化器がん検診学会総会 : Web 開

催 , 2020

39.	 平澤俊明
	 人工知能の医療への応用 .
	 日本消化器病学会総会第 106 回総会ポストグ

ラデュエイトコース : e-Learning, 2020

40.	 平澤俊明
	 人間ドックにおける AI：胃内視鏡診断におけ

るAI の活用について .
	 第 61 回日本人間ドック学会学術大会 : Web 開

催 , 2020

41.	 平澤俊明
	 対策型胃内視鏡検診の導入と課題：AI による

診断支援の可能性 .
	 Next TV Symposium: Web 開催 , 2020

42.	 平澤俊明
	 早期胃癌の拾い上げ診断：差がつく内視鏡診断

のノウハウ .
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020

43.	 平澤俊明
	 胃（IEE・拡大内視鏡・経鼻内視鏡）.
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

44.	 平澤俊明
	 胃がん内視鏡検診のポイント：見逃さない内視

鏡検査 .
	 野田市医師会学術講演会 : Web 講演 , 2020

45.	 平澤俊明
	 見逃しのない対策型胃がん検診：明日から役立

つノウハウ教えます .
	 Next online Symposium: Web 講演 , 2020

46.	 平澤俊明
	 見逃しのない胃がん内視鏡検診：その胃癌見逃

していますよ！ .
	 品川区胃がん内視鏡検診研修会 : 東京 , 2020

47.	 平澤俊明
	 除菌後胃癌の内視鏡診断 .
	 Diagnosis and Treatment for Early Gastro-

intestinal Cancer Forum of Lishui: Web講演, 
2020

48.	 平澤俊明
	 除菌後胃癌の内視鏡診断：その胃癌見逃してい

ませんか？
	 城南上部下部内視鏡セミナー : 東京 , 2020

49.	 平澤俊明
	 除菌後胃癌を極める！ .
	 川崎上部消化管フォーラム : 川崎市 , 2020

50.	 東佑香 , 並河健 , 藤崎順子
	 除菌後胃癌 ESD 症例における組織型別非治癒

因子の検討 .
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020

51.	 松野高久 , 並河健 , 藤崎順子 , 大橋学 , 中島健 , 
中野薫 , 河内洋

	 遺伝性びまん型胃癌との鑑別を要した乳癌胃
十二指腸転移の 1例 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020
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52.	 池之山洋平 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 多田智裕
	 AI 診断システムによる多発ヨード不染診断の

有用性  
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

53.	 池之山洋平 , 河内洋 , 藤崎順子
	 食道胃接合部腺癌における胃癌，食道癌のリン

パ節転移，深達度，リスク因子の差 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

54.	 池之山洋平 , 赤澤直樹 , 藤崎順子
	 食道胃接合部腺癌内視鏡治療症例におけるリン

パ節転移と深達度、リスク因子の検討 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

55.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 吉水祥一
	 内視鏡検診における早期胃癌検出の一助となる

除菌後胃粘膜所見の検討 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

56.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 吉水祥一 , 石山晃世志 , 
由雄敏之 , 平澤俊明 , 土田知宏 , 藤崎順子

	 除菌後発癌を示唆する背景胃粘膜の検討 .
	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

57.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 除菌後胃癌における発癌および粘膜下層浸潤の

リスクとなる背景胃粘膜所見の検討 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

58.	 玉城温子 , 由雄敏之 , 佐々木隆
	 食道悪性狭窄に対するステント留置術の成績：

先行する放射線照射の影響の検討 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都・

Web, 2020

59.	 由雄敏之 , 城間翔 , 堀江義政 , 藤崎順子 , 多田
智裕

	 内視鏡治療の限界とブレークスルー：食道癌に
対するAI 診断 .

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島市 , 2020

60.	 畑森裕之 , 千野晶子 , 河内洋
	 Traditional serrated adenoma における 2 種

類の遺伝子変異と病理組織形態に基づいた 4つ
の亜分類の関連性について .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020: 神戸市 , 2020

61.	 畑森裕之 , 由雄敏之 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石
山晃世志 , 土田知宏 , 平澤俊明 , 藤崎順子

	 食道癌術後縫合不全による瘻孔に対する PGA
シート充填術の有用性 .

	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・
Web開催 , 2020

62.	 石岡充彬 , 堀内裕介 , 平澤俊明 , 由雄敏之 , 並
河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 石山晃世志 , 土田
知宏 , 藤崎順子 , 多田智裕

	 AI による NBI 併用拡大内視鏡を用いた胃炎・
胃癌診断 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

63.	 綾木花奈 , 藤崎順子 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石
山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 土田知宏 , 河
内洋

	 MALT リンパ腫との鑑別が困難であった IgG4
関連食道胃疾患の一例 .

	 第 16回日本消化管学会総会学術集会 : 姫路市 , 
2020

64.	 藤崎順子 , 鈴木秀和
	 H.pylori 陰性時代の胃がん内視鏡診断 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020（消化器がん検診学会）: 神戸市 , 2020

65.	 藤崎順子
	 Hp 陰性胃癌の研究と診療の進歩 .
	 第 16回日本消化管学会総会学術集会 : 姫路市 , 

2020

66.	 藤崎順子 , 鈴木秀和
	 ピロリ陰性時代の上部消化管疾患の内視鏡診

療 .
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020
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67.	 藤崎順子 , 中村真一
	 働き方改革に向けた女性内視鏡医のキャリア

アップ .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

68.	 藤崎順子
	 未感染胃癌と自己免疫性胃炎合併胃癌の最前

線 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020: 神戸市 , 2020

【下部消化管内科】
1.	 Matsuno, T., Saito, S., Ide, D., Chino, A., 

Igarashi, M.
	 Diagnostic performance of Japan NBI ex-

pert team (JNET) classification of colorectal 
lesions in our hospital.

	 2nd World Congress of GI Endoscopy, 24th 
Pan American Congress of Digestive Endos-
copy: Rio de Janeiro, Brazil, 2020

2.	 Nakao, E., Saito, S., Ide, D., Chino, A., Iga-
rashi, M.

	 Endocytoscopic image promise to beyond 
the real histological finding of colorectal le-
sion in near future.

	 2nd World Congress of GI Endoscopy, 24th 
Pan American Congress of Digestive Endos-
copy: Rio de Janeiro, Brazil, 2020

3.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 綾木花奈 , 鈴木桂悟 , 土
方一範 , 光吉優貴 , 屋嘉比聖一 , 城間翔 , 井出
大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広

	 超拡大内視鏡所見と JNET 分類・pit pattern
分類および病理組織所見との整合性に関する検
討 .

	 第 92 回大腸癌研究会 :広島市 . 2020

4.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 井出大資 , 千野晶子 , 
五十嵐正広

	 大腸における超拡大内視鏡観察による optical 
biopsy の有効性 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

5.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 綾木花奈 , 松野高久 , 池
之山洋平 , 鈴木桂悟 , 土方一範 , 光吉優貴 , 屋
嘉比聖一 , 城間翔 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十
嵐正広

	 大腸腫瘍性病変における超拡大内視鏡所見の読
影に関する検討 .

	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・
Web開催 , 2020

6.	 中尾栄祐 , 千野晶子 , 鈴木桂悟 , 土方一範 , 光
吉優貴 , 屋嘉比聖一 , 城間翔 , 井出大資 , 斎藤
彰一 , 五十嵐正広

	 直腸粘膜脱症候群に対する治療適応と治療方法
に関する検討 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

7.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 井出大資 , 千野晶子 , 
五十嵐正広

	 超拡大内視鏡所見と病理組織所見との整合性お
よびその読影に関する検討 .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

8.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 高松学
	 高齢者における T1b 早期大腸癌に対する内視

鏡治療の適応拡大 .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

9.	 井出大資
	 その他（治療）.
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

10.	 井出大資 , 工藤進英 , AMEDT1studygroup
	 ビッグデータと人工知能を利活用した、大腸 

T1 癌リンパ節転移予測モデル .
	 第 99 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市・

Web開催 , 2020

11.	 十倉淳紀 , 千野晶子 , 斎藤彰一
	 大腸内視鏡の基本的な挿入パターンと挿入困難

例への対応 .
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	 第 38 回日本大腸検査学会総会 : Web・東京 , 
2020

12.	 千野晶子 , 河内洋 , 長山聡
	 Traditional serrated adenoma における 2 種

類の遺伝子変異と病理組織形態に基づいた分類
との関連性について .

	 第 92 回大腸癌研究会 : 広島市 , 2020

13.	 屋嘉比聖一 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 
斎藤彰一

	 大腸 ESD におけるトラクションデバイスを使
用した pocket-creation method の有用性につ
いて .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

14.	 屋嘉比聖一 , 斎藤彰一 , 安江千尋 , 井出大資 , 
千野晶子 , 五十嵐正広

	 大腸 SM浸潤癌におけるリンパ節転移率と治癒
切除基準について .

	 第 92 回大腸癌研究会 : 広島市 , 2020

15.	 屋嘉比聖一 , 安江千尋 , 斎藤彰一
	 大腸癌治療ガイドラインおよび EMR/ESDガイ

ドラインからみた大腸 T1（SM）癌のストラテ
ジーにおける妥当性の検証 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020: 神戸市 , 2020

16.	 屋嘉比聖一 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 
斎藤彰一

	 大腸遺残再発病変に対するトラクションデバイ
スを使用した pocket-creation method の有用
性について .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

17.	 斎藤彰一
	 新しい粘膜下注入剤による治療戦略 .
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020

18.	 斎藤彰一
	 早期大腸癌：病態解明と診断・治療の進歩 .
	 第 92 回大腸癌研究会 : 広島市 , 2020

19.	 松野高久 , 斎藤彰一 , 池之山洋平 , 光吉優貴 , 
西川雄祐 , 中尾栄祐 , 鈴木桂悟 , 城間翔 , 土方
一範 , 屋嘉比聖一 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十
嵐正広 , 河内洋

	 小腸原発化膿性肉芽腫（pyogenic granulo-
ma）の本邦報告症例の臨床病理学的検討 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020（消化器内視鏡学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

20.	 松野高久 , 斎藤彰一 , 中尾栄祐 , 光吉優貴 , 池
之山洋平 , 城間翔 , 鈴木佳悟 , 屋嘉比聖一 , 井
出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 河内洋

	 当院における小腸疾患の診断と治療について .
	 第 16回日本消化管学会総会学術集会 : 姫路市 , 

2020

21.	 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 井出大資 , 千野晶子 , 為
我井芳郎 , 五十嵐正広 , 福長洋介

	 当院における大腸腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合
同手術（Laparoscopic Cooperative Surgery- 
Colorectal; LECS-CR）の治療成績 .

	 第 92 回大腸癌研究会 : 広島市 , 2020

22.	 鈴木桂悟 , 千野晶子 , 井出大資 , 斎藤彰一 , 
五十嵐正広

	 当院における放射線性腸炎の病態別分類と対処
方法および長期成績に関する検討 .

	 第 110 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2020

23.	 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 腸腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同手術（Lapa-

roscopic Cooperative Surgery-Colorectal; 
LECS-CR）の治療成績 .

	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
Web 開催 , 2020

【食道外科】
1.	 Imamura, Y.
	 LINE-1 hypo-methylation as a distinct phe-

notype in non-EBV/non-MSI-H esophago-
gastric junction adenocarcinoma.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020
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2.	 Imamura, Y., Takamatsu, M., Hori, S., 
Otake, R., Toihata, T., Kozuki, R., Taka-
hashi, K., Okamura, A., Mori, S., Oki, E., 
Morita, M., Baba, H., Sano, T., Watanabe, M.

	 LINE-1 hypo-methylation in non-EBV/non-
MSI-H esophagogastric junction adenocar-
cinoma.

	 第 92 回日本胃癌学会総会 : Web 開催 , 2020

3.	 上月亮太郎 , 渡邊雅之 , 問端輔 , 高橋慶太 , 大
竹玲子 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕

	 超高齢者の局所進行食道癌に対する放射線単独
療法の治療成績 .

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 
2020

4.	 今村裕 , アダム・バス , 沖英次 , 森田勝 , 馬場
秀夫 , 渡邊雅之

	 食道胃接合部腺癌における野生型 KRAS遺伝子
増幅の意義 .

	 第 16回日本消化管学会総会学術集会 : 姫路市 , 
2020

5.	 今村裕 , 高松学 , 堀創史 , 大竹玲子 , 問端輔 , 
上月亮太郎 , 高橋慶太 , 岡村明彦 , 森誠一 , 沖
英次 , 森田勝 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之

	 MSI-L 腫瘍に対する免疫治療の可能性：食道胃
接合部腺癌での検討 .

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

6.	 今村裕 , 高松学 , 布部創也 , 吉田直矢 , 沖英次 , 
森田勝 , 森正樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之

	 Molecular subtype による食道胃接合部腺癌の
至適リンパ節郭清範囲 .

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 
2020

7.	 今村裕 , 高松学 , 布部創也 , 吉田直矢 , 沖英次 , 
森田勝 , 森正樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之

	 分子・組織亜型による食道胃接合部腺癌の至適
リンパ節郭清範囲 .

	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 
2020

8.	 問端輔 , 岡村明彦 , 堀創史 , 上月亮太朗 , 髙橋
慶太 , 大竹玲子 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 頸胸境界部局所進行食道癌に対する Cervi-
cothoracoscopic esophagectomy.

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

9.	 問端輔 , 岡村明彦 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 大
竹玲子 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 Cervicothoracoscopic approach for cervi-
cothoracic esophageal cancer.

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 
2020

10.	 堀創史 , 今村裕 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 問端
輔 , 大竹玲子 , 金森淳 , 岡村明彦 , 渡邊雅之

	 食道癌術後早期の血糖管理の重要性 .
	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島市 , 2020

11.	 堀創史 , 今村裕 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 問端
輔 , 大竹玲子 , 岡村明彦 , 渡邊雅之

	 食道癌術後早期の血糖管理の重要性 .
	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 

2020

12.	 大竹玲子 , 岡村明彦 , 山下公太郎 , 今村裕 , 上
月亮太郎 , 高橋慶太 , 問端輔 , 堀創史 , 渡邊雅
之

	 食道癌剥離断端陽性症例に対する術後放射線療
法の意義 .

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

13.	 大竹玲子 , 岡村明彦 , 今村裕 , 金森淳 , 上月亮
太郎 , 高橋慶太 , 問端輔 , 渡邊雅之

	 食道癌術後腸閉塞を軽減する手術手技の工夫 .
	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 

2020

14.	 大竹玲子 , 岡村明彦 , 山下公太郎 , 今村裕 , 上
月亮太郎 , 高橋慶太 , 問端輔 , 渡邊雅之

	 食道扁平上皮癌剥離断端陽性症例に対する術後
放射線療法の意義 .

	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 
2020

15.	 岡村明彦
	 多職種連携による新たな臨床研究の試み：慢性

閉塞性肺疾患併存食道癌に対する周術期の気管
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支拡張薬の効果を検討する非盲検ランダム化パ
イロット試験 (EPITOPE 試験 )の紹介 .

	 第 4 回食道周術管理セミナー：TSEP：Team 
Bullding Seminar for Esophageal Pror-
esslonals: 東京 , 2020

16.	 岡村明彦
	 食道扁平上皮癌における壁内転移の意義 .
	 第 30 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : 横浜市 , 2020

17.	 岡村明彦 , 速水克 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 問
端輔 , 大竹玲子 , 今村裕 , 佐野武 , 渡邊雅之

	 Salvage esophagectomy for initially unre-
sectable locally advanced T4 esophageal 
cancer.

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

18.	 岡村明彦
	 頸部食道胃管吻合における三辺外翻三角吻合 .
	 Live Streaming 胃管再建を極める: Web配信, 

2020

19.	 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之
	 若年女性に生じた巨大食道平滑筋腫に対する手

術 .
	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古

屋市 , 2020

20.	 岡村明彦 , 松田諭 , 眞柳修平 , 金森淳 , 今村裕 , 
入野誠之 , 川久保博文 , 峯真司 , 竹内裕也 , 北
川雄光 , 渡邊雅之

	 食道扁平上皮癌術前補助化学療法における治療
前血清 SCC抗原の意義 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020（消化器外科学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

21.	 岡村明彦 , 鈴木健 , 高橋慶太 , 問端輔 , 上月亮
太郎 , 大竹玲子 , 金森淳 , 今村裕 , 陳勁松 , 渡
邊雅之

	 局所進行食道癌に対する集学的治療戦略におけ
る非治癒予測因子 .

	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 
2020

22.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 今村裕 , 高橋慶太 , 問端
輔 , 上月亮太郎 , 大竹玲子 , 佐野武

	 BorderlineT4 食道扁平上皮癌に対する術前化
学放射線療法の治療成績 .

	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 
2020

23.	 渡邊雅之
	 外科治療における最近の取り組み .
	 第 4 回食道周術管理セミナー：TSEP：Team 

Bullding Seminar for Esophageal Pror-
esslonals: 東京 , 2020

24.	 渡邊雅之 , 堀創史 , 大竹玲子 , 上月亮太郎 , 問
端輔 , 高橋慶太 , 岡村明彦 , 今村裕

	 cStage II/III 進行食道癌に対する Minimal-
ly-invasive esophagectomy の治療成績 .

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

25.	 渡邊雅之
	 縫合不全をゼロにする最適な胃管：亜全胃管 

vs 細径胃管 .
	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開

催 , 2020

26.	 渡邊雅之
	 食道癌治療の最前線 .
	 第 9 回周術期管理研究会 : Zoomウェビナー , 

2020

27.	 渡邊雅之
	 食道癌治療の最前線 .
	 第 19 回 EGI 外科治療研究会 : Web 開催 , 

2020

28.	 渡邊雅之
	 がん専門病院におけるCOVID-19 対策 .
	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古

屋市 , 2020

29.	 渡邊雅之
	 この症例をどう診断し治療する .
	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古

屋市 , 2020
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30.	 渡邊雅之
	 食道癌術後合併症対策 .
	 第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 名古

屋市 , 2020

31.	 渡邊雅之
	 食道 2.
	 第 74 回手術手技研究会 : 松江市 , 2020

32.	 渡邊雅之
	 接合部癌お互いにとっての国境はどこだ：食道

外科医・胃外科医の立場から .
	 第 82 回日本臨床外科学会総会 : Web 開催 , 

2020

33.	 渡邊雅之
	 食道：周術期管理 .
	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 

2020（消化器外科学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

34.	 渡邊雅之
	 周術期治療における邂逅と想像：その歴史的変

遷：現況と将来展望 .
	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 

2020

35.	 渡邊雅之 , 大竹玲子 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 
問端輔 , 岡村明彦 , 今村裕

	 進行食道癌に対する胸腔鏡下食道切除の成績：
開胸手術との比較 .

	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 
2020

36.	 渡邊雅之
	 食道：進行食道癌に対する Conversion sur-

gery.
	 第 75 回日本消化器外科学会総会 : 和歌山市 , 

2020

37.	 蟹江恭和 , 渡邊雅之 , 今村裕 , 岡村明彦 , 金森
淳 , 藤原大介 , 丸山傑

	 無色素性食道原発悪性黒色腫の 1例 .
	 日本臨床外科学会東京都支部第 857 回外科集

談会 : 誌上開催 , 2020

38.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 高橋慶太 , 上月亮
太郎 , 大竹玲子 , 問端輔 , 岡村明彦 , 今村裕

	 当院における胸腔鏡下胸腔内 overlap 吻合の手
技と成績 .

	 第 28 回日本消化器関連学会週間：JDDW 
2020（消化器外科学会）: 神戸市（誌上発表）, 
2020

39.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 山下公太郎 , 高橋慶太 , 上
月亮太郎 , 大竹玲子 , 問端輔 , 岡村明彦 , 今村
裕

	 食道癌術後再発に対する外科的切除の意義 .
	 第 74 回日本食道学会学術集会 : 徳島・Web, 

2020

40.	 高橋慶太
	 外科治療における最近の取り組み .
	 第 4 回食道周術管理セミナー：TSEP：Team 

Bullding Seminar for Esophageal Pror-
esslonals: 東京 , 2020

41.	 高橋慶太 , 渡邊雅之 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 藤原
大介 , 金森淳 , 岡村明彦 , 今村裕

	 先天性血管走行異常を併存する食道癌に対する
頸腹先行アプローチの有用性 .

	 日本臨床外科学会東京都支部第 857 回外科集
談会 : 誌上開催 , 2020

42.	 高橋慶太 , 渡邊雅之 , 堀創史 , 大竹玲子 , 上月
亮太郎 , 問端輔 , 岡村明彦 , 今村裕

	 高齢者食道癌術後の骨格筋減少が再発・予後に
与える影響とそのリスク因子の解析 .

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

43.	 高橋慶太 , 渡邊雅之 , 大竹玲子 , 上月亮太郎 , 
問端輔 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕 , 峯真司

	 食道亜全摘・頸部胃管再建時における二辺外翻
と三辺外翻三角吻合の比較 .
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26.	 宮城由美
	 マンモグラフィによる広がり診断 .
	 第 29 回日本乳癌画像研究会 : 大阪市 , 2020

27.	 小林隆之 , 伊藤良則 , 福田貴代 , 倉田麻美 , 稲
垣里奈 , 柴山朋子 , 深田一平 , 細永真理 , 原文
堅 , 小林心 , 小野麻紀子 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 
大野真司

	 パルボシクリブ投与患者における末梢血中リ
ンパ球数と予後に関する検討：Absolute lym-
phocyte count as a predictor of survival in 
patients treated with Palbociclib.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020
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28.	 森園英智 , 池畑浩一 , 坂井威彦 , 大迫智
	 乳腺腺様嚢胞癌の臨床的特徴 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

29.	 森園英智 , 池畑浩一 , 坂井威彦 , 高畑史子 , 高
橋洋子 , 宮城由美 , 大迫智 , 上野貴之 , 大野真
司

	 乳腺腺様嚢胞癌の臨床的特徴と細胞像：Clini-
cal feature and cytological findings of Ade-
noid cystic carcinoma of the breast.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

30.	 武田美鈴 , 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 
小野麻紀子 , 原文堅 , 森園英智 , 上野貴之 , 伊
藤良則 , 大野真司

	 当院において薬物療法後に出産した乳癌患者
の特徴について：Successful delivery after 
pharmacotherapy in breast cancer patients.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

31.	 照屋なつき , 坂井威彦 , 貴志美紀 , 上野貴之 , 
菊池真理 , 大迫智 , 大野真司

	 細胞診や針生検後に腫瘍細胞の播種が認められ
た乳癌症例の臨床病理学的特徴と予後 .

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

32.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 武田美鈴 , 植弘奈津恵 , 
佐伯澄人 , 小野麻紀子 , 原文堅 , 森園英智 , 伊
藤良則 , 上野貴之 , 大野真司

	 がん治療専門施設における AYA 世代（39 歳以
下）の乳癌患者に対するOncofertility の実践 .

	 第 120 回日本外科学会定期学術集会 : Web 開
催 , 2020

33.	 片岡明美
	 妊孕性部会 Year in Review.
	 緩和・支持・心のケア 合同学術大会 2020（第

5回日本がんサポーティブケア学会学術集会・
第 33 回日本サイコオンコロジー学会総会・第
25回日本緩和医療学会学術大会）: Web 開催 , 
2020

34.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 武田美鈴 , 植弘奈津恵 , 
原文堅 , 小野麻紀子 , 佐伯澄人 , 森園英智 , 伊
藤良則 , 上野貴之 , 大野真司

	 手術時の BMI（body mass index）高値が乳癌
の進行度と予後に及ぼす影響：Impact of BMI 
on disease progression and survival out-
come among patients with operable breast 
cancer.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

35.	 片岡明美
	 コロナ禍でのがん専門病院の変化＆コロナ禍で

も受診すべき乳がん再発の兆候とタイミング .
	 第 119 回女性医療ネットワーク：マンマチアー

活動 : Web 開催 , 2020

36.	 田中幸美 , 小野麻紀子 , 原文堅 , 柴山朋子 , 前
田哲代 , 稲垣里奈 , 小林心 , 小林隆之 , 細永真
理 , 福田貴代 , 高橋洋子 , 吉田和世 , 阿部朋未 , 
前島佑里奈 , 大迫智 , 庄雅之 , 髙橋俊二 , 上野
貴之 , 伊藤良則 , 大野真司

	 術前化学療法で pCR となった乳癌患者にお
ける予後に関する検討：Prognosis of breast 
cancer patients with pCR after neoadjuvant 
chemotherapy.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

37.	 高畑史子 , 高橋洋子 , 森園英智 , 宮城由美 , 國
分優美 , 五味直哉 , 大迫智 , 上野貴之 , 大野真
司

	 血性乳頭分泌に対して長期経過観察ののち Sol-
id-papillary carcinoma と診断された 2 例：
Two cases of solid-papillary carcinoma with 
bloody nipple discharge, took a long time 
to diagnose.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

【婦人科】
1.	 Kanao, H., Fusegi, A.
	 Laparoscopic nerve-sparing radical hyster-

ectomy with no-look, no-touch technique.
	 49th American Association of Gynecologic 

Laparoscopists: Web 開催 , 2020

2.	 Yunokawa, M.
	 Cervical cancer overview.
	 APAC school of Oncology: Web 開催 , 2020

3.	 中林誠 , 野村秀高 , 岡本幸太 , 根津幸穂 , 杉山
裕子 , 竹島信宏
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	 頸部リンパ節転移の由来臓器を免疫学的染色で
判別し，速やかに治療開始できた一例 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web
開催 , 2020

4.	 伏木淳 , 金尾祐之 , 田中佑治 , 栗田智子 , 岡本
幸太 , 中林誠 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 
尾松公平

	 子宮頸癌に対する、No-look no-touch tech-
nique を用いた腹腔鏡下広汎子宮全摘術 .

	 第 43 回日本産婦人科手術学会 : Web 開催 , 
2020

5.	 宇津木久仁子
	 婦人科がん治療の進歩：新しい治療とケア .
	 山王会講演会 : 山形市 , 2020

6.	 宇津木久仁子
	 婦人科その他 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

7.	 尾松公平 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 青木洋一 , 
栗田智子 , 根津幸穂 , 中林誠 , 谷川輝美 , 的田
眞紀 , 尾身牧子 , 伏木淳 , 田中優美子 , 金尾祐
之

	 画像診断で卵巣がんを強く疑われたが腹腔鏡下
手術で骨盤内炎症性疾患と診断された一症例 .

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

8.	 岡本幸太 , 谷川輝美 , 板橋彩 , 伏木淳 , 青木洋
一 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 的田眞紀 , 尾松公
平 , 温泉川真由 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 卵巣癌に対するベバシズマブ治療において腸管
穿孔を発症した症例の腹膜播種と穿孔部位につ
いての検討 .

	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web
開催 , 2020

9.	 杉山裕子 , 荷見勝彦 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 岡
本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 宇津木久仁
子 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 子宮体癌の腫瘍形成過程からみた 2種類の類内
膜癌 .

	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web
開催 , 2020

10.	 杉山裕子 , 荷見勝彦
	 子宮体癌の組織発生から考える内膜細胞診：体

がん早期発見のため .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

11.	 板橋彩 , 杉山裕子 , 栗田智子 , 的田眞紀 , 尾松
公平 , 野村秀高 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 金尾
祐之 , 竹島信宏

	 子宮体部横紋筋肉腫の一例 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

12.	 根津幸穂 , 野村秀高 , 尾身牧子 , 北川大 , 金子
景香 , 中島健 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 既往歴、遺伝学的検査、サーベイランスにより
乳癌の早期発見に至った遺伝性乳癌卵巣癌の 1
例 .

	 第 26 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : Web 開
催 , 2020

13.	 水崎恵 , 片山英人 , 岡本修平 , 寳田健平 , 北香 , 
市川英俊 , 高橋知昭 , 加藤育民 , 千石一雄

	 帝王切開瘢痕部妊娠に対して腹腔鏡下瘢痕部
妊娠除去および腟式子宮内容除去術を行った 1
例 .

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

14.	 温泉川真由
	 婦人科腫瘍に対する新規治療薬 .
	 2019 年度 がんの薬物療法研修会 : 東京 , 

2020

15.	 温泉川真由
	 子宮頸がん・子宮体がん（膣がん・外陰がん・

絨毛がん）.
	 日本臨床腫瘍学会第 36回教育セミナー Bセッ

ション : Web 開催 , 2020

16.	 温泉川真由
	 卵巣癌の治療における最近の話題 .
	 中外製薬株式会社主催 婦人科がんWeb講演会: 

Web 開催 , 2020
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17.	 田中佑治 , 野村秀高 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 谷
川輝美 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 的田眞紀 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 腹腔鏡下骨盤リンパ節郭清術後に 5mmポート
孔より生じたポートサイトヘルニアの 1 例 .

	 第 42 回日本産婦人科手術学会・第 8回日本婦
人科ロボット手術学会 : 京都市 , 2020

18.	 田中佑治 , 伏木淳 , 中林誠 , 尾身牧子 , 栗田智
子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 温泉川真
由 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公
平 , 金尾祐之

	 当科で行っている尿路再建術 .
	 第 43 回日本産婦人科手術学会 : Web 開催 , 

2020

19.	 的田眞紀 , 尾松公平 , 谷川輝美 , 田中佑治 , 栗
田智子 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 野村
秀高 , 岡本三四郎 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 子宮頸癌リンパ節転移の術後療法における問題
点 .

	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web
開催 , 2020

20.	 的田眞紀 , 宇佐美知香 , 尾松公平 , 谷川輝美 , 
温泉川真由 , 水﨑恵 , 田中佑治 , 尾身牧子 , 青
木洋一 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 野村秀高 , 岡本
三四郎 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 IVB 期子宮頸癌に対するベバシズマブ併用化学
療法の効果：導入前後での予後を比較 .

	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 
2020

21.	 的田眞紀 , 谷川輝美 , 水﨑恵 , 田中佑治 , 尾身
牧子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 野村秀
高 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之 , 尾松
公平 , 宇津木久仁子

	 ベバシズマブ併用化学療法で多発リンパ節転移
が制御された子宮頸癌 IVB 期症例の子宮全摘
術 .

	 第 43 回日本産婦人科手術学会 : Web 開催 , 
2020

22.	 的田眞紀 , 青木洋一 , 岡本幸太 , 田中佑治 , 中
林誠 , 伏木淳 , 一木愛 , 水﨑恵 , 西村真唯 , 尾
身牧子 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 谷川輝美 , 岡本
三四郎 , 野村秀高 , 尾松公平 , 宇津木久仁子 , 

金尾祐之 , 竹島信宏
	 早期婦人科癌を対象とした腹腔鏡下 ICG蛍光観

察法単独によるセンチネルリンパ節生検 .
	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

Web 開催 , 2020

23.	 竹島信宏 , 馬場長
	 子宮体癌に対する低侵襲手術：現状と展望 .
	 第 42 回日本産婦人科手術学会・第 8回日本婦

人科ロボット手術学会 : 京都市 , 2020

24.	 竹島信宏
	 婦人科がんにおけるがんゲノム医療とバイオ

マーカーの位置づけ .
	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web

開催 , 2020

25.	 竹島信宏
	 個別化戦略を見据えた卵巣癌の治療最前線 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

26.	 菅野素子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 野村秀高 , 的
田眞紀 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 尾松公平 , 
金尾祐之 , 竹島信宏

	 子宮体癌 IVB期の予後因子について .
	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web

開催 , 2020

27.	 西村真唯 , 野村秀高 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 一
木愛 , 水﨑恵 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 栗田智子 , 
的田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 
金尾祐之 , 竹島信宏

	 リポソーム化ドキソルビシン長期投与後に口腔
内白板症を経て舌癌を発症した症例 .

	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 
2020

28.	 谷川輝美 , 板橋彩 , 伏木淳 , 岡本幸太 , 青木洋
一 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 的田眞紀 , 尾松公
平 , 温泉川真由 , 金尾祐之 , 竹島信宏

	 プラチナ感受性再発卵巣がんにおける PARP 阻
害薬（オラパリブ）維持療法後の治療について
の検討 .

	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web
開催 , 2020
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29.	 谷川輝美
	 査読事例の学会への周知 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

30.	 谷川輝美 , 伏木敦 , 岡本幸太 , 一木愛 , 栗田智
子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之 , 
竹島信宏

	 プラチナ感受性再発卵巣がんにおける PARP 阻
害薬維持療法中に病態進行した症例の検討 .

	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 
2020

31.	 野村秀高
	 HBOC に対する卵巣癌サーベイランスの問題

点 .
	 第 8 回日本 HBOC コンソーシアム学術総会 : 

仙台市 , 2020

32.	 野村秀高
	 腹腔鏡下悪性腫瘍手術を伝える .
	 第 42 回日本産婦人科手術学会・第 8回日本婦

人科ロボット手術学会 : 京都市 , 2020

33.	 野村秀高
	 外陰癌における切除断端陽性は予後不良因子で

ある .
	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web

開催 , 2020

34.	 野村秀高 , 杉山裕子 , 岡本幸太 , 中林誠 , 根津
幸穂 , 谷川輝美 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 金尾
祐之 , 竹島信宏

	 遺伝性乳癌卵巣癌に対する卵巣癌サーベイラン
スにおける子宮内膜細胞診の有効性 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web
開催 , 2020

35.	 野村秀高
	 遺伝性乳癌卵巣癌に対するリスク低減手術にお

ける子宮摘出の意義 .
	 第 26 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

36.	 野村秀高 , 伏木淳 , 西村真唯 , 清水裕介 , 尾身
牧子 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 根津幸穂 , 栗田智

子 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐
之

	 がん研におけるラパロ下広汎子宮全摘術の工夫
と治療成績 .

	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 
2020

37.	 野村秀高
	 私が超音波凝固切開装置を好む理由 .
	 第 43 回日本産婦人科手術学会 : Web 開催 , 

2020

38.	 野村秀高 , 金尾祐之 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 青木
洋一 , 谷川輝美 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 的田眞
紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 竹島信宏

	 当科における早期子宮頸癌に対する腹腔鏡下広
汎子宮全摘術の治療成績 .

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

39.	 金尾祐之
	 婦人科悪性疾患に対する手術戦略 .
	 TAMA Laparoscopic Gynecological Surgery 

2020: 東京 , 2020

40.	 金尾祐之
	 婦人科疾患に対する手術戦略：悪性疾患を中心

に .
	 第 10 回生長会 産婦人科レビューコース : 大阪

市 , 2020

41.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する手術戦略 .
	 第 18 回山形骨盤外科研究会 : 山形市 , 2020

42.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する手術戦略 .
	 第 35 回新潟産科婦人科手術・内視鏡下手術研

究会 : 新潟市 , 2020

43.	 金尾祐之 , 竹島信宏
	 LACC trial の結果を受けて腹腔鏡下広汎子宮全

摘術のあるべき姿を考える .
	 第 42 回日本産婦人科手術学会・第 8回日本婦

人科ロボット手術学会 : 京都市 , 2020
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44.	 金尾祐之
	 腹腔鏡下広範子宮全摘出術 .
	 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会 : Web

開催 , 2020

45.	 金尾祐之
	 手術の学び方：エキスパートはいかにしてエキ

スパートになったか .
	 第 34 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 : Web 開

催 , 2020

46.	 金尾祐之
	 真の低侵襲腫瘍手術とは .
	 第 43 回日本産婦人科手術学会 : Web 開催 , 

2020

47.	 金尾祐之
	 R0 切除にこだわった婦人科悪性疾患に対する

手術戦略 .
	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

Web 開催 , 2020

48.	 金尾祐之 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 栗
田智子 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 尾
松公平 , 竹島信宏

	 婦人科悪性疾患に対するロボット手術の現状と
将来像 .

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

49.	 青木洋一 , 金尾祐之 , 菅野素子 , 伏木淳 , 田中
佑治 , 中林誠 , 岡本三四郎 , 栗田智子 , 的田眞
紀 , 野村秀高 , 竹島信宏

	 Da Vinci Xi における左上腹部アプローチの有
効性 .

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

50.	 青木洋一
	 子宮筋腫に対する低侵襲手術：指導医のいない

病院からの 10年間 .
	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

Web 開催 , 2020

51.	 青木洋一
	 骨盤腔内手術における合併症回避のコツ：Im-

age Guided Surgery.

	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
Web 開催 , 2020

【頭頸科】
1.	 三谷浩樹
	 第 42群 頭頸部再建 1.
	 第 30 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 宜野湾市 , 2020

2.	 三谷浩樹
	 頭頸部表在癌の診断と治療 .
	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

3.	 三谷浩樹
	 頭頸部腫瘤の鑑別診断 .
	 第121回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

Web 開催 , 2020

4.	 三谷浩樹
	 頭頸部外科手術の周術期管理：頭頸部外科医の

立場から .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

5.	 三谷浩樹
	 頭頸部腫瘍 3.
	 第 82 回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会 : Web

開催 , 2020

6.	 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福島啓文 , 新
橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
森田琢磨 , 福田幸太 , 鳥居淳一 , 渡嘉敷邦彦 , 
川端一嘉 , 利安隆史

	 舌がんに対する小線源治療は生き残れるか？：
頭頸科の立場から .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

7.	 佐々木徹
	 甲状腺がんに対する頸部郭清術（上頸部郭清）.
	 第 53 回日本内分泌外科学会学術大会 : Web 開

催 , 2020

8.	 山村晃司 , 福島啓文 , 田中亮子 , 鳥居淳一 , 市
川千恭 , 日高竜太 , 神山亮介 , 瀬戸陽 , 新橋渉 , 
佐々木徹 , 米川博之 , 三谷浩樹

	 当科における頭頸部原発の悪性末梢神経鞘腫症
例の検討 .
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	 第 30 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術
講演会 : 宜野湾市 , 2020

9.	 新橋渉 , 杉谷巌 , 戸田和寿 , 三谷浩樹 , 米川博
之 , 福島啓文 , 佐々木徹 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神
山亮介 , 市川千恭 , 森田琢磨 , 福田幸太 , 蛯名
彩 , 井上由佳理

	 甲状腺乳頭癌における喉頭・気管浸潤例に対し
て気管切除後の再建方法についての検討 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

10.	 新橋渉
	 甲状腺乳頭癌における喉頭・気管浸潤例の検討 .
	 第 32 回日本内分泌外科学会総会 : Web 開催 , 

2020

11.	 森田琢磨 , 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福
島啓文 , 新橋渉 , 戸田和寿 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 
神山亮介 , 日高竜太 , 市川千恭 , 福田幸太 , 渡
嘉敷邦彦 , 鳥居淳一 , 山村晃司 , 伊東優 , 道塚
智彦 , 川端一嘉

	 可動部舌亜全摘術と併施する嚥下改善手術の有
効性に関する臨床的検討 .

	 第 38 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 東
京 , 2020

12.	 森田琢磨 , 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福
島啓文 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 
市川千恭 , 鳥居淳一 , 山村晃司 , 川端一嘉 , 川
名加織 , 高橋浩二

	 舌亜全摘術後の嚥下機能に関する臨床的検討 .
	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

13.	 瀬戸陽 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 新橋渉 , 小泉雄 , 神山亮介 , 佐藤由紀子

	 下咽頭喉頭全摘術における病理学的気管傍転移
率と , 副甲状腺機能温存率についての検討 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

14.	 瀬戸陽 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 新橋渉 , 小泉雄 , 戸田和寿 , 神山亮介 , 
森田琢磨 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 道塚智彦 , 山
村晃司 , 垣内晃人 , 田中亮子 , 檜原浩介

	 COVID-19 パンデミック下の中咽頭癌治療：東
京都：がん専門病院としての立場から .

	 第 33 回日本口腔・咽頭学会総会ならびに学術
講演会 : 仙台市 , 2020

15.	 神山亮介, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々
木徹 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 市川千恭 , 森
田琢磨 , 福田幸太

	 2 つの遊離皮弁（Double free flap）を用いて
再建した頭頸部癌 6症例 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

16.	 福島啓文
	 日常診療における喉頭摘出後のリハビリテー

ションの取り組み .
	 第 30 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 宜野湾市 , 2020

17.	 鳥居淳一 , 杉谷巌 , 戸田和寿 , 三谷浩樹 , 川端
一嘉

	 縦隔病変のある甲状腺乳頭癌手術症例の検討 .
	 第 30 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 宜野湾市 , 2020

18.	 鳥居淳一 , 戸田和寿 , 杉谷巌 , 三谷浩樹
	 当科における甲状腺癌縦隔手術症例の検討 .
	 第 53 回日本内分泌外科学会学術大会 : Web 開

催 , 2020

【整形外科】
1.	 三浪友輔 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早

川景子 , 船内雄生 , 齊藤正徳 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢

	 軟骨肉腫G1手術症例の治療成績 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

2.	 三浪友輔 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 船内雄生 , 齊藤正徳 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢

	 難治性デスモイドの化学療法 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

3.	 中野めぐみ , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 
早川景子 , 船内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 大
川淳

	 H3K36M 変異を有する軟骨芽細胞腫様腫瘍が
高悪性度骨肉腫に progression した一例 .

	 第 60 回関東整形災害外科学会 : Web 開催 , 
2020
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4.	 小林秀彰 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 船内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 中野
めぐみ , 渡邉紗矢 , 大川淳

	 左大腿動脈瘤の診断で人工血管置換術後に、
angiosarcoma と診断された一例 .

	 第 60 回関東整形災害外科学会 : Web 開催 , 
2020

5.	 小林秀彰 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 船内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 渡邉
紗矢 , 大川淳

	 乳がんの抗エストロゲン療法により消退した頚
部デスモイド腫瘍の 1例 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

6.	 早川景子 , ほか
	 足部軟部肉腫に対する患肢温存手術の検討：補

助放射線治療の必要性について .
	 第 3 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

大阪市 , 2020

7.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 船内雄生 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 中野めぐみ , 小林秀彰 , 渡
邉紗矢 , 松本誠一 , 大川淳

	 骨転移を相談されたらどうする ?整形外科の役
割：がんのハイボリュームセンターではどう対
応 ?

	 第 60 回関東整形災害外科学会 : Web 開催 , 
2020

8.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 船内雄生 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 西村英樹 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 松本誠一

	 骨・軟部腫瘍患者に対する妊孕性温存への取り
組みとその問題点と対策 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

9.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 船内雄生 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 西村英樹 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 松本誠一 , 大川淳

	 骨盤骨悪性骨腫瘍に対する患肢温存手術の合併
症と対策 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

10.	 松本誠一
	 難治性骨・軟部腫瘍 .
	 第93回日本整形外科学会学術総会: Web開催, 

2020

11.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 小林
秀彰 , 渡邉紗矢 , 川口智義 , 山下享子 , 古田則
行

	 異型脂肪腫状腫瘍（高分化型脂肪肉腫）の術前
診断における針生検の意義 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

12.	 松本誠一 , 荒木信人
	 重粒子線治療の長期経過：再発手術例を含む .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

13.	 渡邉沙矢 , 阿江啓介 , 小林秀彰 , 齊藤正徳 , 三
浪友輔 , 船内雄生 , 早川景子 , 谷澤泰介 , 松本
誠一

	 進行性下顎頭吸収を合併したacroosteolysis の
1例 

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

14.	 渡邉紗矢 , 平井高志 , 吉井俊貴 , 猪瀬弘之 , 湯
浅将人 , 小柳広高 , 佐藤信吾 , 阿江啓介 , 松本
誠一 , 大川淳

	 転移性脊椎腫瘍との鑑別を要した脊椎の孤立性
形質細胞腫の 4例 .

	 第 60 回関東整形災害外科学会 : Web 開催 , 
2020

15.	 船内雄生 , 佐藤靖祥 , 小林由香利 , 藤枝奈緒 , 
垣見和宏 , 髙橋俊二 , 阿江啓介

	 腫瘍浸潤 Tリンパ球の解析による肉腫における
免疫療法の可能性の探索 .

	 第 17 回日本免疫治療学会学術集会 : 東京 , 
2020

16.	 船内雄生 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 植野映子 , 山下享子 , 松本誠一

	 粘液型脂肪肉腫の術後経過観察には胸腹部 CT
に加えて全脊椎MRI を併用すべきである .
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	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

17.	 船内雄生 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 植野映子 , 山下享子 , 松本誠一

	 重粒子線治療の長期経過：再発手術例を含む：
脊索腫に対する重粒子線治療の機能予後におけ
る優位性と長期経過での再燃 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

18.	 西村英樹 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 松本誠一

	 単純性骨嚢腫に対する手術治療成績 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

19.	 阿江啓介
	 骨盤腫瘍手術：合併症とその対策 .
	 第 7回日本骨盤手術手技研究会 : 東京 , 2020

20.	 阿江啓介
	 軟部肉腫手術における切除縁と放射線治療の役

割 .
	 第93回日本整形外科学会学術総会: Web開催, 

2020

21.	 阿江啓介
	 上腕骨再建術における人工関節の成績と工夫 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

22.	 阿江啓介
	 低悪性度（grade1）軟骨肉腫の治療 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

23.	 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 西村英樹 , 川口智義 , 大川
淳

	 軟部肉腫に対する欧米の放射線併用手術と，切
除縁評価法に基づき計画された単独手術の治療
成績 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

24.	 阿江啓介
	 骨盤悪性腫瘍の患肢温存手術 .
	 第 240 回新潟整形外科研究会 : 新潟市（Web

講演）, 2020

25.	 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 船内雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 山下
享子

	 Chronic expanding hematoma の臨床疫学と
治療成績 .

	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : Web 開催 , 2020

26.	 齊藤正徳 , 湯浅将人 , 吉井俊貴 , 江川聡 , 
Schoenecker, J., 大川淳

	 脊椎後面に移植した肥大軟骨細胞は，骨移植と
同等に骨形成を促進する .

	 第 49 回日本脊椎脊髄病学会学術集会 : 神戸市・
ハイブリッド開催（Web発表）, 2020

27.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 松本誠一 , 大川淳

	 初回転移が肺外転移であった軟部肉腫の治療成
績 .

	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 
2020

28.	 齊藤正徳
	 P3 発生軟骨肉腫の広範切除とその後の経過 .
	 第 8 回日本骨盤手術手技研究会 : Web 開催 , 

2020

29.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 西村英樹 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 松本誠一 , 大川淳

	 血管肉腫の治療 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020

30.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 西村英樹 , 小林秀彰 , 渡邉
紗矢 , 松本誠一 , 大川淳

	 高齢者軟部肉腫の治療成績 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : Web 開催 , 2020
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【泌尿器科】
1.	 Komai, Y., Fujiwara, M., Yasuoka, S., Fuji-

wara, R., Ogawa, M., Numao, N., Yuasa, T., 
Yamamoto, S., Yonese, J.

	 The crush-carving technique using a soft 
coagulation：A simple method to achieve 
successful laparoscopic partial nephrecto-
my with minimal renal function decrease.

	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2020

2.	 Takemura, K., Yuasa, T., Inamura, K., Gu-
lanbar, A., Yamamoto, S., Numao, N., Ko-
mai, Y., Koga, F., Yonese, J.

	 Prognostic significance of serum gam-
ma-glutamyl transferase in patients with 
metastatic renal cell carcinoma treated 
with tyrosine kinase inhibitors.

	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2020

3.	 山本真也 , 沼尾昇 , 駒井好信 , 小川将宏 , 藤原
遼 , 安岡正太郎 , 湯浅健 , 福井巌 , 米瀬淳二

	 ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術後タダラ
フィルを使用した陰茎リハビリテーションが及
ぼす排尿機能への影響 .

	 日本性機能学会第 30 回学術総会 : 徳島市 , 
2020

4.	 湯浅健
	 ペンブロリズマブ療法のOSを予測する治療前

因子 .
	 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

徳島市・Web, 2020

5.	 湯浅健 , 安岡正太郎 , 竹村公祐 , 藤原基弘 , 藤
原遼 , 小川将宏 , 駒井好信 , 沼尾昇 , 山本真也 , 
米瀬淳二

	 ペンブロリズマブ療法のOSを予測する治療前
因子 .

	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2020

6.	 藤原基裕 , 駒井好信 , 湯浅健 , 佐野裕大 , 安岡
正太郎 , 藤原遼 , 小川将宏 , 沼尾昇 , 山本真也 , 
福井巌 , 米瀬淳二

	 高頻度マイクロサテライト不安定性を有する去
勢抵抗性前立腺癌に対してペンブロリズマブ治
療をおこなった 1例 .

	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2020

7.	 藤原遼
	 転移性腎細胞がんに対するニボルマブ単独療法

におけるmGPSの有用性 .
	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2020

8.	 駒井好信
	 AI 技術で突き抜ける VINCENT 第 2 報 . 腎癌

における手術支援画像処理の実際：安全なロ
ボット支援／腹腔鏡下手術のために .

	 第 34 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 : Web 開
催 , 2020

9.	 駒井好信 , 濱田晃佑 , 吉富香澄 , 深川恵理 , 藤
原基裕 , 藤原遼 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 山本真也 , 
米瀬淳二

	 ロボット支援腎部分切除・腹腔鏡下腎部分切除
におけるソフト凝固止血手技の実際 .

	 第 34 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 : Web 開
催 , 2020

10.	 駒井好信
	 超音波デバイスによる “安全” で “魅せる” 泌

尿器科手術 .：泌尿器科手術におけるハーモ
ニック ® HD1000i の活用：効率的な Incision, 
Dissection, Transection のために .

	 第 34 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 : Web 開
催 , 2020

11.	 駒井好信
	 ハイリスクNMIBC に対する治療成績向上を目

指して .
	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2020

12.	 駒井好信
	 腎腫瘍：予後予測 .
	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2020
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【血液腫瘍科】
1.	 城内優子 , 横山雅大 , 福田貴規 , 丹羽美香子 , 

瓜生英樹 , 岡部崇志 , 西村倫子 , 三嶋裕子 , 照
井康仁

	 Efficacy and safety of bendamustine in el-
derly patients with R/R low-grade B-cell 
lymphoma and MCL.

	 第 82 回日本血液学会学術集会 : 京都+Web開
催 , 2020

2.	 横山雅大
	 DLBCL の細胞起源と免疫微小環境：新たな治

療ターゲットへ .
	 第60回日本リンパ網内系学会総会: Web開催, 

2020

3.	 照井康仁
	 新規抗 CD20 抗体オビヌツズマブの臨床的有用

性 .
	 第 12 回日本血液学会関東甲信越地方会 : 誌上

開催 , 2020

4.	 照井康仁
	 造血器腫瘍における免疫チェックポイント阻害

剤の役割 .
	 第60回日本リンパ網内系学会総会: Web開催, 

2020

5.	 照井康仁
	 チロシンキナーゼ阻害薬 .
	 第 3 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

6.	 照井康仁 , 片山量平
	 免疫療法・抗体療法 2.
	 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

徳島市・Web, 2020

7.	 瓜生英樹 , 三嶋裕子 , 横山雅大 , 西村倫子 , 石
原優子 , 岡部崇志 , 福田貴規 , 城内優子 , 丹羽
美香子 , 廣田愛 , 井上典仁 , 津山直子 , 竹内賢
吾 , 照井康仁

	 Transformed follicular lymphoma in relation 
with rituximab maintenance and chromo-
some 8 aberrations.

	 第 82 回日本血液学会学術集会 : 京都+Web開
催 , 2020

8.	 西村倫子
	 チームで取り組むCML継続治療の工夫 .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

【総合腫瘍科】
1.	 Ohmoto, A., Sato, Y., Fujiwara, Y., Fukuda, 

N., Wang, X., Urasaki, T., Hayashi, N., Sato, 
Y., Nakano, K., Yunokawa, M., Ono, M., To-
momatsu, J., Takahashi, S.

	 Clinicopathological and genomic features 
in patients with head and neck neuroendo-
crine carcinoma.

	 North American Neuroendocrine Tumor So-
ciety (NANETS) Multidisciplinary NET Medi-
cal Virtual Symposium: Web 開催 , 2020

2.	 Sato, Y., Wada, I., Hosoi, A., Kobayashi, Y., 
Nagaoka, K., Karasaki, T., Mastushita, H., 
Yagi, K., Yamashita, H., Takahashi, S., Seto, 
Y., Kakimi, K.

	 Novel immunological classification of gas-
tric cancer by integrative analysis.

	 American Association for Cancer Research 
Virtual Annual Meeting II: Web 開催 , 2020

3.	 Takahashi, S., Kakehi, Y., Masumori, N., Ho-
sono, M., Kinuya, S., Okayama, Y., Sunaya, 
T., Okumura, M., Uemura, H.

	 Safety and effectiveness of radium-223 di-
chloride (Ra-223) in patients with mCRPC 
in real-world setting: A Japanese post-mar-
keting study (PMS).

	 ASCO Genitourinary Cancer Symopsium: 
San Francisco, CA, USA, 2020

4.	 Takahashi, S., Shimizu, T., Doi, T., L?pez-Vi-
lari?o, J. A., N??ez, R., Kahatt, C., Fern?n-
dez, C., Sasamoto, H., Zeaiter, A.

	 Phase I study of lurbinectedin (PM01183) 
in Japanese patients with previously treat-
ed and advanced tumors.

	 European Society for Medical Oncology 
(ESMO) Virtual Congress: Web 開催 , 2020
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5.	 Takahashi, S.
	 Larotrectinib treatment of advanced TRK 

fusion thyroid cancer.
	 第 53 回日本内分泌外科学会学術大会 : Web 開

催 , 2020

6.	 仲野兼司
	 Prognosis of STS with retroperitoneum / 

intra-abdomen compared to those with ex-
tremities / trunk origin.

	 第 3 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
大阪市 , 2020

7.	 仲野兼司 , ほか
	 原発術後局所再発を来たした肺動脈原発肉腫の

1例 .
	 第 3 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

大阪市 , 2020

8.	 佐藤靖祥 , 八木浩一 , 山下裕玄 , 小林由香利 , 
藤枝奈緒 , 長岡孝治 , 細井亮宏 , 垣見和宏 , 瀬
戸泰之

	 胃癌における腫瘍内免疫応答の解析 .
	 第 17 回日本免疫治療学会学術集会 : 東京 , 

2020

9.	 佐藤靖祥 , 福田直樹 , 王暁斐 , 浦崎哲也 , 大本
晃弘 , 仲野兼司 , 温泉川真由 , 小野真紀子 , 友
松純一 , 髙橋俊二

	 CheckMate-141 試験非適格サブタイプを有す
る再発・転移頭頸部癌に対するニボルマブ療法
の有効性 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

10.	 小野麻紀子 , 青木洋一 , 佐山郁子 , 横井麻珠美 , 
吉井星良 , 竹内抄與子 , 黒田直子 , 大友陽子 , 
山田欣子 , 山田玲子 , 吾妻慧一 , 市村崇 , 片岡
明美 , 大野真司

	 多職種による妊孕性温存支援システム導入後の
現状について .

	 第 10 回日本がん・生殖医療学会 学術集会 : さ
いたま市 , 2020

11.	 福田直樹 , 藤原裕 , 大本晃弘 , 王暁斐 , 浦崎哲
也 , 佐藤靖祥 , 仲野兼司 , 温泉川真由 , 小野麻
紀子 , 友松純一 , 三谷浩樹 , 髙橋俊二

	 頭頸部腺様嚢胞癌に対するカルボプラチン+パ
クリタキセル療法 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

12.	 福田直樹
	 甲状腺癌に対するマルチキナーゼ阻害薬治療に

おける臨床的マーカーおよび遺伝子変異 .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

13.	 福田直樹
	 分化型甲状腺癌に対するレンバチニブの毒性管

理と用量調節 .
	 第 53 回日本内分泌外科学会学術大会 : Web 開

催 , 2020

14.	 藤原裕 , 佐藤靖祥 , 福田直樹 , 王暁斐 , 浦崎哲
也 , 大本晃弘 , 仲野謙司 , 温泉川真由 , 小野麻
紀子 , 友松純一 , 利安隆史 , 三谷浩樹 , 髙橋俊
二

	 頭頸部癌に対する化学療法同時併用放射線治療
におけるシスプラチンの至適総投与量の後方視
的検討 .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

15.	 髙橋俊二
	 Larotrectinib efficacy and safety in patients 

with TRK fusion sarcomas.
	 第 3 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

大阪市 , 2020

16.	 髙橋俊二
	 悪性軟部腫瘍に対する診療科別治療戦略 .
	 第 3 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

大阪市 , 2020

17.	 髙橋俊二
	 頭頸部原発肉腫 .
	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

18.	 髙橋俊二
	 甲状腺髄様癌における分子標的治療の開発 .
	 第 93 回日本内分泌学会学術総会 : 浜松市 , 

2020

19.	 髙橋俊二 , 野々村祝夫
	 新規腫瘍マーカー .
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	 日本泌尿器腫瘍学会第 6回学術集会 : Web・京
都市 , 2020

20.	 髙橋俊二
	 Year in Review 2.
	 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

徳島市・Web, 2020

21.	 髙橋俊二
	 Development of novel antibody-drug con-

jugates：Antibody-Drug Conjugate の新展開.
	 第 79 回日本癌学会学術総会 : 広島・Web, 

2020

22.	 髙橋俊二
	 ゲノム医療とサルコーマ .
	 第 108 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2020

23.	 髙橋俊二 , 谷口博昭 , 長村文孝 , 今井浩三
	 PRDM14 分子を標的とする革新的 siRNA 医薬

による難治性乳がんの治療法開発の実際 .
	 核酸医薬シンポジウム2020: Web開催 , 2020

【皮膚腫瘍科・皮膚科】
1.	 堤田新 , 加藤裕史
	 上皮性腫瘍 .
	 第 119 回日本皮膚科学会総会 : 京都市 , 2020

2.	 堤田新
	 形成外科医を経た皮膚腫瘍科医の立場から皮膚

悪性腫瘍の診断と治療の考え方 .
	 第 72 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 

Web 開催 , 2020

3.	 西澤綾
	 皮膚癌 .
	 日本臨床腫瘍学会第 36回教育セミナー Bセッ

ション : Web 開催 , 2020

4.	 西澤綾 , 石川加奈子 , 松浦信子 , 小川恵 , 馬城
はるか , 井沢由紀子 , 芳賀麻維 , 星野奈月 , 堤
田新 , 唐渡敦也 , 古谷良太 , 清水多嘉子

	 がん専門病院における褥瘡対策 15 年間の取り
組み .

	 第 22 回日本褥瘡学会学術集会 : Web 開催 , 
2020

【総合診療部】
1.	 北澤公
	 スタチン服用高 TG血症患者におけるペマフィ

ブラートの有効性と安全性 .
	 港区医師会講演会 : 東京 , 2020

2.	 志賀太郎
	 がん関連 VTE に関する最新の知見から：今後

の臨床がどう変わるか？
	 第 84 回日本循環器学会学術集会 : Web 開催 , 

2020

3.	 志賀太郎
	 Onco-Cardiology/Cardio-Oncology（腫瘍循

環器学）：がん治療中からエンドオブライフケ
アまで .

	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第
25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

4.	 志賀太郎
	 呼吸器疾患の克服に向けて：肺がんと血栓・循

環器合併症：がん診療における Cardio-Oncol-
ogy/Onco-Cardiology（腫瘍循環器学）の役割 .

	 第60回日本呼吸器学会学術講演会: Web開催, 
2020

5.	 志賀太郎 , 小板橋俊美
	 心内膜炎、腫瘍循環器 .
	 第 257 回日本循環器学会関東甲信越地方会 : 

Web 開催 , 2020

6.	 志賀太郎
	 がん関連 VTE に関する最新の知見から：今後

の臨床がどう変わるか？
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

7.	 志賀太郎
	 Onco-Cardiology / Cardio-Oncology：がん専

門病院における循環器医の役割 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020
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8.	 渡邉直 , 保田知生 , 岡本幸太 , 中林誠 , 野村秀
高 , 竹島信宏 , 中山耕之介

	 進行卵巣癌に合併した静脈血栓塞栓症の治療中
に発生したヘパリン起因性血小板減少症に抗ト
ロンビン薬から直接経口抗凝固薬への移行可能
であった一症例 .

	 第 27 回肺塞栓症研究会・学術集会 : Web 開催 , 
2020

9.	 華臻圣 , 親川拓也 , 海老原文 , 照井康仁 , 志賀
太郎

	 主科との連携によりダサチニブ関連性肺高血圧
症の適切な管理と CML 寛解、および無治療寛
解を得られた症例 .

	 第 3 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開
催 , 2020

10.	 親川拓也 , 真栄平直也 , 志賀太郎 , 華臻圣 , 海
老原文 , 比嘉冨貴 , 上地洋一

	 抗血小板薬の休薬により冠動脈ステント血栓症
を発症した重複がん患者の 1例 .

	 第 3 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開
催 , 2020

【麻酔科・ペインクリニック】
1.	 森島光一郎 , 平島潤子 , 石川晴士 , 広山万希子 , 

千々和優介 , 井上浩太 , 横田美幸
	 婦人科腫瘍患者における術前DVT スクリーニ

ングとして有用な予測因子の検討：D-dimer を
中心として .

	 日本臨床麻酔学会第 40 回大会 : Web 開催 , 
2020

2.	 横田美幸
	 急性期医療におけるタスク・シフティング、タ

スク・シェアを考える：医師の長時間・過重労
働とタスクシフト 、タスクシェア：「勤勉は美
徳」は過去のものか ?

	 第 14 回東京都病院学会 : 誌上発表 , 2020

3.	 横田美幸 , 鈴木利保 , 長田理
	 一般演題 1.
	 第 32 回日本老年麻酔学会 : 倉敷市 , 2020

4.	 横田美幸
	 Neuraxial application 誤接合防止の課題と未

来 .

	 日本区域麻酔学会第 7回学術集会 : Web 開催 , 
2020

5.	 横田美幸 , 風戸拓也 , 見市光寿
	 麻酔科として注視すべき新規格の影響：「神経

麻酔領域」及びその他の新規格と今後の展開 .
	 日本区域麻酔学会第 7回学術集会 : Web 開催 , 

2020

6.	 横田美幸
	 周術期の働き方改革 -臨床での取り組み実践編　

特定行為パッケージ研修で何が変わるか ?　麻
酔科医としての期待 .

	 第 42 回日本手術医学会総会 : 高松市 , 2020

7.	 見市光寿 , 風戸拓也 , 大里彰二郎 , 平島潤子 , 
横田美幸

	 医師の長時間・過重労働とタスクシフト：老年
麻酔科医への期待 .

	 第 32 回日本老年麻酔学会 : 倉敷市 , 2020

8.	 関誠
	 全身麻酔と嚥下障害 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

【形成外科】
1.	 Karakawa, R.
	 Profunda femoris Artery Perforator (PAP) 

flap: An anatomical study of the correlation 
of the perforators, the accessory saphe-
nous vein, and the lymph collecting vessels 
and clinical applications of lymphatic ves-
sels preserving PAP (LpPAP) flap.

	 PRS Korea 2020: Seoul, Korea, 2020

2.	 Yano, T.
	 Asymmetry of breast reconstruction : 

How to select implant and the essentials 
of breast reduction on the contralateral 
breast.

	 PRS Korea 2020: Seoul, Korea, 2020

3.	 Yano, T.
	 Combined SIEA and SCIP double pedicle 

flap (SaS flap) for breast reconstruction.
	 PRS Korea 2020: Seoul, Korea, 2020
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4.	 Yano, T.
	 New idea and concept of iPAP flap and SaS 

flap for breast reconstruction.
	 2020 Annual Meeting of the Taiwan Society 

of Plastic Surgery: Taipei, Taiwan, 2020

5.	 Yoshimatsu, H.
	 Lymphatic system transplant: Prophylactic 

lymph node surgery with breast flaps.
	 American Society of Reconstructive Micro-

surgery 2020 Annual Meeting: Fort Lauder-
dale, FL, USA, 2020

6.	 Yoshimatsu, H.
	 SCIP flaps: from the basics to advanced 

application.
	 Buncke Clinic Virtual Visiting: San Francis-

co, CA, USA, 2020

7.	 Yoshimatsu, H.
	 Designing the SCIP Flap.
	 Ultrasound for Reconstructive Microsurgery, 

2nd Meeting: Web 開催 , 2020

8.	 Yoshimatsu, H.
	 Use of the SCIP Flap in Sarcoma Recon-

struction.
	 Annual Meeting of the Korean Society of 

Plastic and Reconstructive Surgeons Virtual 
Conference: Web 開催 , 2020

9..	 Yoshimatsu, H.
	 Versatile use of the SCIP flap.
	 2020 Annual Meeting of the Taiwan Society 

of Plastic Surgery: Taipei, Taiwan, 2020

10.	 倉元有木子
	 シリコンブレストインプラントの合併症と整容

性からみた限界と適応 .
	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名

古屋+Web開催 , 2020

11.	 倉元有木子 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 宮下宏紀 , 
末貞伸子 , 柴田知義 , 辛川領 , 前田恵里沙 , 布
施佑馬 , 山本真魚

	 Inspira 導入後のティッシュエキスパンダー挿
入中患者 .

	 第 8回日本乳房オンコプラスティックサージャ
リー学会総会 : 岡山市 , 2020

12.	 吉松英彦
	 股関節部合併切除後のリンパ漏，リンパ浮腫に

対する形成外科的アプローチ .
	 第93回日本整形外科学会学術総会: Web開催, 

2020

13.	 吉松英彦
	 VevoMDをつかった、簡単 SCIP 挙上 .
	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名

古屋+Web開催 , 2020

14.	 宮下宏紀 , 吉松英彦 , 辛川領 , 矢野智之 , 倉元
有木子 , 柴田知義 , 上野貴之 , 大野真司

	 PAP flap による一次二期乳房再建で生じうる上
胸部陥凹を予防する大胸筋 roll up 法について .

	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名
古屋市+Web開催 , 2020

15.	 柴田知義 , 矢野智之 , 宮下宏紀 , 倉元有木子 , 
吉松英彦 , 眞島昂也 , 鶴田優希 , 棚倉健太

	 1 次 TE 留置時に昇圧して止血確認する重要性
の検討 .

	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名
古屋市+Web開催 , 2020

16.	 柴田知義 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 宮下宏紀 , 倉
元有木子 , 末貞伸子 , 辛川領 , 鶴田優希

	 スムースタイプ TE とテクスチャータイプ TE
の比較 .

	 第 8回日本乳房オンコプラスティックサージャ
リー学会総会 : 岡山市 , 2020

17.	 森山壮 , 矢野智之 , 宮下宏紀 , 棚倉健太 , 倉元
有木子 , 坪根隼次郎 , 岡村明彦 , 渡邊雅之

	 ヘパリン起因性血小板減少症（HIT）に対する
マイクロサージャーリー .

	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名
古屋市+Web開催 , 2020

18.	 眞島昂也 , 矢野智之 , 宮下宏紀 , 倉元有木子 , 
吉松英彦 , 柴田知義 , 辛川領 , 棚倉健太

	 PAP (profunda artery perforator) flap に お
いて伴走静脈は 2本吻合すべきか .
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	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名
古屋市+Web開催 , 2020

19.	 矢野智之 , 辛川領
	 “皮弁の質” を重視する再建術 .
	 第 38 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 東

京 , 2020

20.	 矢野智之
	 当院の乳房再建について .
	 E-BeC オンラインセミナー : 東京 , 2020

21.	 矢野智之 , 辛川領 , 金子晃太郎 , 鶴田優希 , 神
谷佳亮 , 布施佑馬 , 前田恵里沙 , 吉松英彦 , 倉
元有木子 , 柴田知義 , 末貞伸子 , 宮下宏紀 , 荒
船龍彦

	 乳房再建とプロジェクションマッピング実行可
能性と見えてきた問題点 .

	 第 47 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 福岡市 , 2020

22.	 矢野智之
	 留学マネーの実際：1000 万円を使って得た一

生の価値 .
	 第 47 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 福岡市 , 2020

23.	 矢野智之
	 新たなインプラントから様々な部位からの自家

組織まで、どう選ぶ？
	 2020年ジャパンキャンサーフォーラム : 東京 , 

2020

24.	 神谷佳亮 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 倉元有木子 , 
柴田知義 , 末貞伸子 , 山本真魚 , 辛川領 , 布施
佑馬 , 前田恵里沙 , 鶴田優希 , 宮下宏紀

	 DIEP Flap による乳房再建後の異時両側乳癌に
対し Lumber Artery perforator Flap による 1
次 1期乳房再建の 1例 .

	 第 47 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 福岡市 , 2020

25.	 辛川領
	 再建外科領域のニーズ、患者さんのペイン、医

工連携の可能性 .
	 次世代スーパーマイクロサージャリー研究会 

第 1回オンライン講演会 : Web 開催 , 2020

26.	 鶴田優希 , 矢野智之 , 宮下宏紀 , 倉元有木子 , 
吉松英彦 , 柴田知義 , 鈴木明世 , 森山壮 , 辛川
領 , 眞島昂也 , 坪根隼次郎

	 内胸静脈への逆行性静脈吻合を利用した腹部遊
離皮弁での乳房再建の 3例 .

	 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 名
古屋市+Web開催 , 2020

27.	 鶴田優希 , 宮下宏紀 , 吉松英彦 , 倉元有木子 , 
柴田知義 , 末貞伸子 , 山本真魚 , 山田真由香 , 
辛川領 , 布施佑馬 , 前田恵里沙 , 泉本真美子 , 
神谷佳亮 , 矢野智之

	 片側デザインの遊離腹部皮弁を用いて乳房再建
を施行した一例 .

	 第 8回日本乳房オンコプラスティックサージャ
リー学会総会 : 岡山市 , 2020

28.	 鶴田優希 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 宮下宏紀 , 倉
元有木子 , 柴田知義 , 末貞伸子 , 山本真魚 , 辛
川領 , 布施佑馬 , 前田恵里沙 , 神谷佳亮

	 DIEP Flap の鬱血に対し SIEV を用いたドレ
ナージにより救済を行なった 3症例の検討 .

	 第 47 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 福岡市 , 2020

【眼科】
1.	 辻英貴 , 吉田淳 , 竹内賢吾
	 眼部領域の孤立性線維性腫瘍 .
	 第 53 回眼科臨床病理組織研究会 : Web 開催 , 

2020

2.	 辻英貴
	 不器用な患者さんに対するエピテーゼ装着の工

夫 .
	 第 31 回日本眼瞼義眼床手術学会 : 西宮市 , 

2020

3.	 辻英貴
	 眼付属器悪性リンパ腫 .
	 第 124 回日本眼科学会総会 : Web 開催 , 2020

【感染症科】
1.	 羽山ブライアン
	 FN の病態と新しい予防・治療戦略：FNの予防

と外来治療 .
	 第 94 回日本感染症学会学術講演会 : 東京 , 

2020- 84 -
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2.	 羽山ブライアン
	 新型コロナウイルス感染症：これから .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

【歯科】
1.	 倉林くみ子 , 榊原安侑子 , 富塚健
	 当科における薬剤関連顎骨壊死に対する保存的

療法を主体とした対応について .
	 第 29 回日本有病者歯科医療学会学術大会 : 神

戸市 , 2020

2.	 富塚健
	 がんの支持療法で求められる口腔管理 .
	 横浜南共済病院地域医療支援病院研修会：がん

治療における周術期口腔機能管理研修会 : 横浜
市 , 2020

3.	 富塚健
	 がん治療時の口腔機能管理における「義歯の扱

い」を再考する .
	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第

25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

4.	 富塚健
	 がん治療における口腔管理の意義 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

【放射線治療部】
1.	 Miyauchi, H., Takahashi, H., Hasegawa, T., 

Hashimoto, M.
	 Building deep learning based new su-

per-resolution system for exposure dose 
reduction.

	 第 119 回日本医学物理学会学術大会 : Web 開
催 , 2020

2.	 Miyauchi, H., Tanaka, Y., Takahashi, K., Na-
kano, M., Hasegawa, T., Hashimoto, M.

	 Image processing system by super-resolu-
tion using deep learning to exposure dose 
reduction.

	 2020 Joint American Association of Physi-

cists in Medicine (AAPM) | Canadian Orga-
nization of Medical Physicists (COMP) Meet-
ing: Virtual, 2020

3.	 Murakami, Y., Magome, T., Matsumoto, K., 
Sato, T., Yoshioka, Y., Oguchi, M.

	 Automated dose generation for intensi-
ty-modulated radiation therapy using gen-
erative adversarial networks in prostate 
cancer patient.

	 第 119 回日本医学物理学会学術大会 : Web 開
催 , 2020

4.	 Taguchi, S., Sasaki, R., Yoshioka, Y., Mishi-
ma, Y., Nishimura, N., Yokoyama, M., Terui, 
Y., Takeuchi, K., Tsuji, H., Oguchi, M.

	 Prognosis and patterns of relapse after 
radiotherapy for localized ocular adnexal 
marginal zone lymphoma of mucosa-asso-
ciated lymphoid tissue (MALT Lymphoma).

	 2020 Annual Meeting of the American So-
ciety for Radiation Oncology: Web 開 催 , 
2020

5.	 下谷内奈々 , 吉岡靖生 , 征矢野崇 , 篠村一磨 , 
小口正彦

	 前立腺癌術後救済照射における 3D-CRT と
IMRTの比較 .

	 日本放射線腫瘍学会第 33回学術大会 : Web 開
催 , 2020

6.	 佐々木理栄 , 田口千藏 , 吉岡靖生 , 中島大 , 伊
藤裕志 , 三嶋裕子 , 西村倫子 , 横山雅大 , 照井
康仁 , 竹内賢吾 , 辻英貴 , 小口正彦

	 限局期眼付属器MALT リンパ腫に対する根治的
放射線治療後の白内障に関する検討 .

	 日本放射線腫瘍学会第 33回学術大会 : Web 開
催 , 2020

7.	 利安隆史
	 HPV関連癌に対する放射線治療の当院での治療

経験 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

8.	 吉岡靖生 , 下谷内奈々
	 前立腺癌術後救済照射の意義と問題点 .
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	 第 18 回九州放射線治療システム研究会 : 福岡
市 , 2020

9.	 吉岡靖生
	 がん放射線治療の最前線 .
	 第 4回がん研究会有明病院・海上ビル診療所合

同セミナー : 東京 , 2020

10.	 吉岡靖生 , 伊藤誠 , 高瀬裕樹 , 鈴木淳司 , 奥田
隆仁 , 小口正彦

	 体幹部定位放射線治療のトピックス：前立腺癌
に対する体幹部定位放射線治療 .

	 第 29 回日本定位放射線治療学会 : Web 開催 , 
2020

11.	 吉岡靖生
	 前立腺：定位・IMRT.
	 第 33 回高精度放射線外部照射部会学術大会 : 

Web 開催 , 2020

12.	 吉岡靖生
	 放射線治療について：ここまできた！前立腺が

ん治療最前線：泌尿器科医と放射線科医からの
最新の知見を解説 .

	 AGX Japan Webinar #002: Webinar（撮影
神戸市）, 2020

13.	 小口正彦
	 AI を有する統合がん診療支援システムの開発 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

14.	 村上悠 , 馬込大貴 , 水谷拓也 , 佐藤智春 , 吉岡
靖生 , 小口正彦

	 前立腺癌患者における前立腺内の石灰化が生化
学的再発予測モデルに与える影響 .

	 日本放射線腫瘍学会第 33 回高精度外部照射部
会研究会 : Web 開催 , 2020

15.	 津野隼人
	 がん放射線治療における不確かさと有効数字の

取り扱いについて .
	 公益社団法人日本診療放射線技師会がん放射線

治療における質の確保に向けた基礎セミナー : 
東京 , 2020

【画像診断部】
1.	 Gomi, N., Kikuchi, M., Matsumoto, A., 

Tanakura, K., Sawaizumi, M., Yano, T., 
Ueno, T., Ohno, S.

	 Comparison of usefulness of ultrasound 
and MRI for diagnosis of silicone breast im-
plant rupture in screening asymptomatic 
women.

	 32nd Annual Meeting of the European Con-
gress of Radiology (ECR): Web 開催 , 2020

2.	 Kikuchi, M., Gomi, N., Osako, T., Ueno, T., 
Ohno, S.

	 Evaluation of usefulness of MRI in benign/
malignant discrimination of amorphous 
grouped calcifications.

	 32nd Annual Meeting of the European Con-
gress of Radiology (ECR): Web 開催 , 2020

3.	 Tanaka, Y. O.
	 Voice of EPOS 088 - Japanese.
	 32nd Annual Meeting of the European Con-

gress of Radiology (ECR): Web 開催 , 2020

4.	 Tanaka, Y. O.
	 Voice of EPOS 133 - Japanese.
	 32nd Annual Meeting of the European Con-

gress of Radiology (ECR): Web 開催 , 2020

5.	 Tanaka, Y. O.
	 Endometrial cancer & other uterine malig-

nancies - No way to treat a lady: Breast & 
female reproductive organ cancers.

	 ISMRM (International Society for Magnetic 
Resonance in Medicine) & SMRT (Society 
for MR Radiographers & Technologists ) 
Virtual Conference: Web 開催 , 2020

6.	 Tanaka, Y. O.
	 Highlight Session - Body 2.
	 ISMRM (International Society for Magnetic 

Resonance in Medicine) & SMRT (Society 
for MR Radiographers & Technologists ) 
Virtual Conference: Web 開催 , 2020
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7.	 Teramura, Y., Ueno, T., Tanaka, H., Ya-
mashita, K., Ae, K., Matsueda, K.

	 Soft tissue myoepithelial carcinoma.
	 第 31 回骨軟部放射線研究会 : 東京 , 2020

8.	 Watanabe, H., Yamamoto, T., Kohno, A., 
Matsueda, K.

	 Urinary bladder dome lesions: urachal can-
cer and other diseases.

	 第 79 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 
2020

9.	 Watanabe, H., Yamamoto, T., Kohno, A., 
Matsueda, K.

	 Imaging features of urachal cancer and 
mimics.

	 106th Scientific Assembly and Annual 
Meeting (RSNA 2020): Web 開催 , 2020

10.	 Yamamoto, T., Hayashi, K., Kimura, H.
	 Differential diagnosis of primary CNS lym-

phoma and glioblastoma using statistics 
derived from commercial software.

	 ISMRM (International Society for Magnetic 
Resonance in Medicine) & SMRT (Society 
for MR Radiographers & Technologists ) 
Virtual Conference: Web 開催 , 2020

11.	 Yamamoto, T., Kohno, A.
	 Is diffusion-weighted imaging effective in 

differentiating chromophobe renal cell car-
cinoma and oncocytoma as per cell grade?

	 ISMRM (International Society for Magnetic 
Resonance in Medicine) & SMRT (Society 
for MR Radiographers & Technologists ) 
Virtual Conference: Web 開催 , 2020

12.	 上田和彦
	 良性腫瘍の up to date.
	 第 26 回肝血流動態機能イメージ研究会 : 金沢

市 , 2020

13.	 上田和彦 , 山田哲
	 時間軸再構成造影：CTによる新たな画像診断 .
	 第 39 回日本画像医学会学術集会 : 東京 , 2020

14.	 上田和彦
	 肝の画像診断：偽陰性の回避 .
	 2020 年度エーザイ造影剤インターネットラ

イブセミナー画像診断セミナー : Web 開催 , 
2020

15.	 丹内啓允 , 植野映子
	 Mesenchymal chondrosarcoma の一例 .
	 第 31 回骨軟部放射線研究会 : 東京 , 2020

16.	 丹内啓允 , 植野映子
	 動脈瘤で発症した sarcomaの一例 .
	 第 31 回骨軟部放射線研究会 : 東京 , 2020

17.	 丹内啓允 , 牧田幸三 , 佐藤裕子 , 渡邊智 , 星野
良朋 , 廣瀬玲 , 洲之内尭 , 桂川翔 , 中井一貴 , 
滝口朋子 , 小池祐哉 , 鶴谷悠也 , 齋藤淳 , 松井
青史

	 副腎支脈静脈サンプリングで左副腎中心静脈よ
り共通幹でアルドステロン濃度高値を示した症
例の検討 .

	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

18.	 五味直哉
	 インプラント破損の画像診断①：MRI を中心に .
	 第 16 回乳房MRI 研究会 : 東京 , 2020

19.	 五味直哉 , 菊池真理
	 乳癌術前薬物療法の効果判定 .
	 第 39 回日本画像医学会学術集会 : 東京 , 2020

20.	 五味直哉
	 Breast MRI：Social and scientific position 

and direction.
	 第 48 回日本磁気共鳴医学会大会 : Web 開催 , 

2020

21.	 五味直哉 , 菊池真理 , 北川大 , 中島絵里 , 吉田
玲子 , 前田哲代 , 細永真理 , 加藤千絵子 , 國分
優美 , 圓岡有里 , 大迫智 , 宮城由美 , 森園英智 , 
高橋洋子 , 高畑史子 , 中島健 , 上野貴之 , 大野
真司

	 乳癌ハイリスクグループに対するサーベイラン
スMRI 検出乳癌の超音波所見の特徴：Char-
acteristics of US findings of breast cancer 
detected by surveillance MRI for high-risk 
groups.

- 87 -



55

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

22.	 佐藤嘉尚 , 中野祥子 , 負門克典 , 石山光富 , 丹
内啓允 , 渡辺洋志 , 松枝清 , 寺内隆司 , 文敏景 , 
二宮浩範

	 肺癌手術を契機に診断され、長期経過を観察で
きた肺アミロイドーシスの一例 .

	 第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 
Web 開催 , 2020

23.	 元山海秀 , 植野映子
	 Primary hyperparathyroidismの一例 .
	 第 31 回骨軟部放射線研究会 : 東京 , 2020

24.	 松枝清
	 cTACEの有効性を探る：治療成績向上への工夫.
	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

25.	 松枝清
	 今知っておきたい線量管理 .
	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

26.	 松枝清
	 CVポートの現状 .
	 第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 

Web 開催 , 2020

27.	 植野映子 , 高尾正一郎
	 ランチョンフィルムリーディング .
	 第 31 回骨軟部放射線研究会 : 東京 , 2020

28.	 植野映子
	 脱分化腫瘍の画像診断：画像で全体像を把握す

る重要性 .
	 第 39 回日本画像医学会学術集会 : 東京 , 2020

29.	 植野映子
	 がんロコモの画像診断：がん患者の運動器診療

について .
	 第 79 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 

2020

30.	 植野映子
	 がんロコモの画像診断：がん患者の運動器診療

について：骨転移の画像診断と限界 .
	 第 79 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 

2020

31.	 植野映子
	 症例検討会 .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会　 Web 開催 , 2020

32.	 植野映子
	 骨軟部腫瘍のMRI 診断、基本から応用、実践

まで .
	 第 53 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会　 Web 開催 , 2020

33.	 田中優美子
	 泌尿生殖器 1：産婦人科領域 .
	 第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 

Web 開催 , 2020

34.	 田中優美子
	 ダグラス窩を中心とする卵巣外内膜症のMR診

断：Overview.
	 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

Web 開催 , 2020

35.	 田中宏子
	 頭頸部 2：下咽頭癌の画像診断 .
	 第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 

Web 開催 , 2020

36.	 菊池真理
	 乳癌術前薬物療法の効果判定：画像診断医の立

場から .
	 第 39 回日本画像医学会学術集会 : 東京 , 2020

37.	 菊池真理
	 乳癌ハイリスクグループに対する画像を用いた

サーベイランス .
	 第 79 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 

2020

38.	 菊池真理 , 五味直哉 , 北川大 , 中島絵里 , 前田
哲代 , 細永真理 , 大迫智 , 中島健 , 上野貴之 , 
大野真司

	 Clinical and MRI features of breast cancer 
detected by high risk surveillance.

	 第 28 回日本乳癌学会学術総会 : Web 開催 , 
2020
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39	 菊池真理
	 各領域研究の進歩 1：乳腺 .
	 第 5 回 Advanced Medical Imaging 研究会 : 

Web 開催 , 2020

40	 菊池真理
	 診断：乳房 .
	 日本放射線科専門医会第 8回 放射線科レジデ

ントセミナー : Web 開催 , 2020

41.	 負門克典 , 佐藤嘉尚 , 内堀健 , 河口洋平 , 一瀬
淳二 , 奥村栄 , 文敏景

	 3D-CT を用いた右肺上葉気管支分岐の検討：
新しい荒井分類に準拠して .

	 第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 紙上
開催 , 2020

42.	 負門克典
	 気管支鏡所見・画像診断 .
	 第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 紙上

開催 , 2020

43.	 負門克典
	 胸部異常陰影：どのような疾患で CTを撮るべ

きか、撮るべきでないか .
	 第60回日本呼吸器学会学術講演会: Web開催, 

2020

44.	 負門克典
	 HER2 陽性転移再発乳癌の薬物治療と副作用マ

ネジメント .
	 第 82 回日本臨床外科学会総会 : Web 開催 , 

2020

【核医学部】
1.	 寺内隆司 , 松友和紀
	 SUVの定量性と臨床利用：SPECT と PET にて .
	 第 60 回日本核医学会学術総会 / 第 40 回日本

核医学技術学会総会学術大会 : 神戸市 , 2020

【超音波診断・IVR部】
1.	 加藤千絵子 , 國分優美 , 宮城由美 , 圓岡有里 , 

高畑史子 , 高橋洋子 , 森園英智 , 大迫智 , 松枝
清 , 上野貴之 , 大野真司

	 超音波で精査が行われた CT指摘乳房病変の検

討：Ultrasonographic findings of CT detect-
ed breast lesions.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

2.	 國分優美 , 堀井理絵 , 加藤千絵子 , 圓岡有里 , 
高畑史子 , 高橋洋子 , 森園英智 , 秋山太 , 大迫
智 , 宮城由美 , 上野貴之 , 大野真司 , 松枝清

	 浸潤性乳管癌腺管形成型における超音波像の
検 討：Ultrasonographic findings of tubule 
forming type of invasive ductal carcinoma.

	 第 28 回日本乳癌学会総会 : Web 開催 , 2020

3.	 松枝清
	 cTACEの有効性を探る：治療成績向上への工夫.
	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

4.	 松枝清
	 今知っておきたい線量管理 .
	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

5.	 松枝清
	 緩和 IVRほんとのところ .
	 第 20 回 IVR看護研究会 : 東京 , 2020

6.	 松枝清
	 CVポートの現状 .
	 第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 

Web 開催 , 2020

【臨床遺伝医療部】
1.	 中島健
	 リンチ症候群 .
	 第 26 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

2.	 吉田玲子
	 Beyond BRCA：Multi Gene Testing の有用性 .
	 第 8 回日本 HBOC コンソーシアム学術総会 : 

仙台市 , 2020

3.	 金子景香
	 認定遺伝カウンセラーから見た遺伝性腫瘍の

チーム医療 .
	 第 26 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : Web 開

催 , 2020
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【集中治療部】
1.	 望月俊明 , 山本豊 , 横田美幸
	 発熱性好中球減少症（Febrile neutropenia：

FN）を呈する敗血症性ショック患者の特徴 .
	 第 47 回日本集中治療医学会学術集会 : 名古屋

市 , 2020

2.	 望月俊明
	 オンコロジックエマージェンシー：何をどうモ

ニタする？
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

【救急部】
1.	 望月俊明
	 オンコロジックエマージェンシー：何をどうモ

ニタする？
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

【臨床検査センター】
1.	 上林慧也 , 関田綱基 , 小野翔平 , 海原和己 , 阿

部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介
	 酵素法での測定にて Ca が異常高値を呈した 1

症例 .
	 第 60 回日本臨床化学会年次学術集会 : Web 開

催 , 2020

2.	 友田美穂子 , 上東野誉司美 , 宗和憲 , 海原和己 , 
小松京子 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 色素析出の少ない Sternheimer 染色液作製法
の検討 .

	 第 69 回日本医学検査学会 : 千葉市・Web開催 , 
2020

【病理部】
1.	 中野薫 , 河内洋 , 高松学 , 山本智理子 , 平澤俊

明 , 藤崎順子 , 井田智 , 布部創也 , 中島健 , 竹
内賢吾

	 Gastric adenocarcinoma and proximal pol-
yposis of the stomach の 2例 .

	 第 109 回日本病理学会総会 : Web 開催 , 2020

2.	 二宮浩範
	 肺原発唾液腺型腫瘍の診断・治療の実際 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web
開催 , 2020

3.	 二宮浩範 , 有安亮 , 栁谷典子 , 北園聡 , 内堀健 , 
文敏景 , 竹内賢吾 , 西尾誠人

	 これからの病理診断：成功するオンコマインの
病理検体とは ?

	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

4.	 佐藤由紀子 , 河内洋 , 中野薫 , 伊東優 , 山村晃
司 , 森田琢磨 , 鳥居淳一 , 福田幸太 , 市川千恭 , 
小泉雄 , 神山亮介 , 瀬戸陽 , 新橋渉 , 佐々木徹 , 
福島啓文 , 米川博之 , 三谷浩樹 , 川端一嘉 , 山
本智理子 , 竹内賢吾

	 頭頸部表在癌（中・下咽頭）の定義の口腔病変
への適用は可能か ?

	 第 38 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 東
京 , 2020

5.	 佐藤由紀子
	 口腔歯科 2.
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市 , 

2020

6.	 山下享子
	 軟部腫瘍の最新トピックス .
	 第 109 回日本病理学会総会 : Web 開催 , 2020

7.	 山下享子
	 骨軟部腫瘍の細胞診の用い方（原発腫瘍）.
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 神戸市 , 

2020

8.	 星利良
	 地域推薦演題 11.
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

9.	 河内洋
	 H. pylori 未感染・除菌時代に注目すべき胃疾

患の病理 .
	 第 3 回筑後ブロック胃がん検診講習会 兼 第

297 回筑後地区胃研究会特別講演会 : 久留米
市 , 2020
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10.	 河内洋
	 リンチ症候群における病理学的検査の意義と注

意点 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

11.	 河内洋
	 消化器３.
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市 , 

2020

12.	 河内洋
	 いわゆる low-risk T1b 癌におけるリンパ節転

移リスク評価における病理学的問題点と将来展
望 .

	 第 75 回日本大腸肛門病学会学術集会 : Web 開
催 , 2020

【細胞診断部】
1.	 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 外岡暁子 , 千葉知宏 , 菅

原江美子 , 山田麻里沙 , 山崎奈緒子 , 池畑浩一 , 
古田則行 , 藤山淳三 , 阿部仁 , 杉山裕子

	 子宮頸部胃型粘液性癌の細胞診所見 .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

2.	 古田則行
	 がん専門病院における骨軟部腫瘍細胞診の役

割 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

3.	 古田則行
	 エキスパートによる細胞診学び直しプログラ

ム：骨軟部・用語や細胞の基礎 .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

4.	 古田則行
	 これからの骨軟部腫瘍の細胞診 .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web, 2020

5.	 星利良
	 地域推薦演題 11.
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

6.	 杉山裕子
	 子宮体部 I.
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

7.	 杉山裕子 , 荷見勝彦
	 子宮体癌の組織発生から考える内膜細胞診：体

がん早期発見のため .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

8.	 栁谷典子 , 宝来威
	 実臨床における肺癌遺伝子検査の現状 .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市 , 

2020

9.	 池畑浩一 , 古田則行 , 小松京子 , 千葉知宏 , 外
岡暁子 , 杉山裕子

	 子宮頸部細胞診：鑑別困難な上皮内病変の細胞
像 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web
開催 , 2020

10.	 池畑浩一 , 森園英智 , 坂井威彦 , 大迫智 , 杉山
裕子

	 乳腺細胞診：どのような所見をみて良・悪性診
断に迫るか？：症例 7,8.

	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市
+Web開催 , 2020

11.	 藤山淳三
	 頭頸部 2.
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

12.	 藤山淳三
	 泌尿器 4.
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

13.	 藤山淳三 , 二宮浩範 , 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 山
田麻里沙 , 山崎奈緒子 , 池畑浩一 , 古田則行 , 
阿部仁 , 栁谷典子 , 杉山裕子 , 宝来威

	 硬化性肺胞上皮腫の細胞診 .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020
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14.	 阿部仁
	 その他 2.
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

15.	 阿部仁
	 エキスパートによる細胞診学び直しプログラ

ム .
	 第 59 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 横浜市

+Web開催 , 2020

【栄養管理部】
1.	 中屋恵梨香 , 中西良太 , 井田智 , 岡野亜子 , 榎

田滋穂 , 山口彩 , 松下亜由子 , 伊丹優貴子 , 高
木久美 , 川名加織 , 伊沢由紀子 , 松尾宏美 , 熊
谷厚志 , 小西毅

	 小腸ストーマ造設中の High Output Syn-
drome 症例における栄養学的指標の検討と発
症予測因子 .

	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上
開催 , 2020

2.	 井田智 , 熊谷厚志 , 松尾宏美 , 布部創也 , 比企
直樹

	 胃切除術後の早期栄養および運動介入の効果 .
	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上

開催 , 2020

3.	 川名加織 , 井田智 , 佐々木徹 , 齊藤正徳 , 岡野
亜子 , 榎田滋穂 , 山口彩 , 松下亜由子 , 伊丹優
貴子 , 中屋恵梨香 , 高木久美 , 伊沢由紀子 , 松
尾宏美 , 熊谷厚志

	 頸椎周囲筋断面積を用いた新たな骨格筋量の指
標に関する検討 .

	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上
開催 , 2020

4.	 松下亜由子 , 熊谷厚志 , 井田智 , 松尾宏美 , 中
濵孝志 , 伊沢由紀子 , 川名加織 , 高木久美 , 中
屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 山口彩 , 榎田滋穂 , 岡
野亜子 , 川原玲子

	 がん専門病院における管理栄養士の緩和ケア
チーム参加について .

	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上
開催 , 2020

5.	 榎田滋穂 , 熊谷厚志 , 岡野亜子 , 山口彩 , 松下
亜由子 , 中屋恵梨香 , 川名加織 , 高木久美 , 伊
沢由紀子 , 井田智

	 卵巣癌患者の術前低筋肉量と栄養指標、術後合
併症との関連 .

	 第 23 回日本病態栄養学会学術集会 : 京都市 , 
2020

6.	 熊谷厚志
	 栄養の力：人生の主人公であり続けるためにで

きること .
	 日本オストミー協会 横浜市支部会 : 横浜市 , 

2020

7.	 高木久美 , 中屋恵梨香 , 松下亜由子 , 榎田滋穂 , 
岡野亜子 , 山口彩 , 川名加織 , 伊沢由紀子 , 松
尾宏美 , 髙橋祐 , 井田智 , 熊谷厚志

	 膵頭十二指腸切除術前患者に対する栄養指導の
有効性について .

	 第 23 回日本病態栄養学会学術集会 : 京都市 , 
2020

8.	 高木久美 , 中屋恵梨香 , 松下亜由子 , 榎田滋穂 , 
岡野亜子 , 山口彩 , 伊丹優貴子 , 伊沢由紀子 , 
松尾宏美 , 髙橋祐 , 井田智 , 熊谷厚志

	 膵頭十二指腸切除術施行患者に対するガム
チューイングの胃排出遅延予防の有効性につい
て .

	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上
開催 , 2020

【緩和治療科】
1.	 佐伯吉規
	 精神科医が緩和医になった時 
	 Consultation Liaison Meeting: Web開催 , 2020

2.	 佐伯吉規
	 もし、無床精神科医が本気で地域の精神科医療

政策を考えてみたら：そう遠くない未来の話 .
	 第 33 回日本総合病院精神医学会総会 : Web 開

催 , 2020

3.	 川原玲子 , 竹野伸洋 , 柴田直樹 , 水野俊美 , 大
友陽子 , 三澤貴代美 , 佐伯吉規 , 星野奈月

	 ミロガバリンのがん疼痛に対する有効性の検
討：プレガバリンとの比較 .
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	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第
25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

4.	 川原玲子
	 看護師のためのモニタリング講座 2.
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

5.	 川原玲子
	 緩和ケアにおけるモニターの必要性 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

6.	 秋月晶子 , 佐伯吉規 , 櫻井宏樹 , 星野奈月 , 川
原玲子

	 緩和ケア病棟退院後、在宅療養中に気管挿管さ
れた 3症例 .

	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第
25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

【看護部】
1.	 上間美夕紀 , 花出正美 , 宮城八重子 , 星野公子
	 がん相談支援センター企画・運営によるサポー

トグループに参加したがん患者・家族の体験 .
	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 

2020

2.	 丸山朋恵 , 藤澤知賀子 , 野口美保 , 長﨑礼子
	 大腸がん術後補助 XELOX 療法の外来治療室で

の継続看護のための看護記録の改善 .
	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 

2020

3.	 佐原彩香 , 梅本実里 , 小川恵
	 頭頸部がん患者へのせん妄アセスメントシート

によるスクリーニング及びせん妄ハイリスク患
者への看護介入 .

	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 
2020

4.	 佐野紀代 , 福島啓文 , 神山亮介 , 三谷浩樹
	 シャント発声における発声困難患者への対処方

法について .

	 第 44 回日本頭頸部癌学会 : Web 開催 , 2020

5.	 大友陽子 , 青木洋一 , 小野麻紀子 , 横井麻珠美 , 
恩地純子 , 中山章子 , 横田淳子 , 黒田直子 , 後
藤志保 , 佐山郁子 , 竹内抄與子 , 山田欣子 , 山
田玲子 , 吾妻慧一 , 片岡明美 , 吉井星良 , 大野
真司

	 がん専門病院のがん生殖医療に関する看護師教
育に向けた取り組み .

	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第
25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

6.	 後藤志保 , 長井優子 , 長﨑礼子 , 渡邉康恵 , 千
葉玲子 , 鴨川郁子 , 下倉美穂 , 高橋まみ , 野口
まゆみ , 鈴木美智子 , 手塚敦子

	 「放射線療法看護を充実させるために私たちは
何ができるか」目指す看護を支える仕組みづく
り .

	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 
2020

7.	 後藤志保
	 INE・がん看護専門看護師が伝授する「がん患

者の IVR看護」.
	 第 49 回日本 IVR学会総会 : 神戸市 , 2020

8.	 後藤志保
	 医療放射線の安全管理：改正法施行後の現状と

課題 .
	 第 15 回医療の質・安全学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

9.	 望月淑子 , 高木文 , 磯野香織
	 緊急入院時における頭頸部がん患者の栄養状態

に関する調査 .
	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 誌上

開催 , 2020

10.	 木暮麻優 , 江口奈緒子 , 太田志保 , 富塚健
	 悪性リンパ腫治療後に発症した壊死性潰瘍性歯

肉炎の１例：歯科衛生士の立場から .
	 第 17回日本口腔ケア学会学術大会 : 誌上発表 , 

2020
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11.	 水野俊美 , 宇津木智子 , 浦野美雪 , 大友陽子 , 
柴本裕美 , 花出正美

	 院内緩和ケア教育の評価と課題：がん性疼痛看
護<基礎><実践>/ELNEC-J コアカリキュラ
ム看護師教育プログラムを通して .

	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 
2020

12.	 澤井裕子 , 石井幸恵 , 星野公子 , 長﨑礼子
	 切除不能進行膵臓がん患者に対する外来治療室

看護師による心理・社会面へのサポート体制の
構築 .

	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 
2020

13.	 田島佐季子 , 笹本麻実 , 古賀典子 , 木原央貴 , 
羽田忍

	 消化器化学療法科病棟でインフォームド・コン
セントの看護記録を統一したことによる情報共
有の一考察 .

	 第 34 回日本がん看護学会学術集会 : 東京 , 
2020

14.	 石川加奈子 , 藤浪文子 , 松浦信子
	 褥瘡専任看護師育成のための教育プログラムの

構築：院内継続教育に組み込んでみて .
	 第 23 回日本褥瘡学会学術集会 : 神戸市 , 2020

15.	 石神響
	 ICU 看護師のための循環器モニタリングと看護

実践 .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

16.	 稲見摩紀子 , 神田恵子 , 鈴木美穂
	 大腸内視鏡検査における自宅前処置不良関連要

因の検討 .
	 第 84 回・85回日本消化器内視鏡技師学会 : 奈

良市 , 2020

17.	 腰塚美愛 , 駒澤朋子 , 森田みどり , 福長洋介 , 
横田美幸 , 奥村栄 , 山田沙織

	 腹腔鏡下大腸手術における医師・手術室看護師・
臨床工学技士の多職種連携に対する意識調査 .

	 第 42 回日本手術医学会総会 : 高松市 , 2020

18.	 花出正美 , 上間美夕紀 , 宮城八重子 , 豊島絵理
子

	 がん相談支援センターにおけるがん就労支援の
取り組み：個別相談とサポートグループ、がん
専門相談員・社会保険労務士協働の視点から .

	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第
25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

19.	 赤土朋美 , 井田恵都
	 海外からの多剤耐性菌持ち込み対策におけるシ

ステムの構築と現状 .
	 第 35 回日本環境感染学会総会・学術集会 : 東

京 , 2020

20.	 鈴木美智子
	 在宅とつくるこれからの Advanced Care 

Planning.
	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第

25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

【薬剤部】
1.	 Kawakami, K., Ito, G., Aoyama, T., Yokoka-

wa, T., Nakamura, M., Ozaka, M., Sasahira, 
N., Hashiguchi, M., Kizaki, H., Hama, T., 
Hori, S.

	 Risk factors for severe neutropenia among 
pancreatic cancer patients receiving 
nab-paclitaxel and gemcitabine combina-
tion therapy.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2020

2.	 前勇太郎 , 吾妻慧一 , 橋本幸輝 , 渡部秀一 , 川
口萌実 , 井上彩花 , 田瀬徹 , 瀧口友美 , 清水久
範 , 濱敏弘

	 生産性向上に向けた注射室の取り組み .
	 第 30 回日本医療薬学会年会 : Web 開催 , 

2020

3.	 友松拓哉 , 青山剛 , 川上和宜 , 平出誠 , 山口研
成 , 濱敏弘
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	 Ramucirumab / Paclitaxel 療法の副作用発現
に対するジヒドロピリジン系カルシウム拮抗薬
の影響 .

	 第 30 回日本医療薬学会年会 : Web 開催 , 
2020

4.	 吉岡秀哲
	 COVID-19 感染対策とがん医療：がん診療はど

う変わるのか：変えていくのか：COVID-19 に
対するがん専門病院の感染対策 .

	 第 28 回オンコロジーセミナー : Web 開催 , 
2020

5.	 吾妻彗一
	 造血器腫瘍治療への薬剤師の関わり：チーム医

療を実践するための薬剤師の視点 .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

6.	 川口萌実 , 友松拓哉 , 青山剛 , 川上和宜 , 平出
誠 , 山口研成 , 濱敏弘

	 Ramucirumab / Paclitaxel 療法の副作用発現
に対するジヒドロピリジン系カルシウム拮抗薬
の影響 .

	 第 30 回日本医療薬学会年会 : Web 開催 , 
2020

7.	 平出誠 , 志賀太郎 , 蓑輪雄一 , 中野泰寛 , 吉岡
秀哲 , 鈴木賢一 , 保田知生 , 高橋晴美 , 濱敏弘

	 日本人肺がん患者における静脈血栓塞栓症発症
リスク因子に関する研究 .

	 第 84 回日本循環器学会学術集会 : Web 開催 , 
2020

8.	 式部さあ里 , 青山剛 , 山田玲子 , 清水久範 , 濱
敏弘

	 東京都がん診療連携協議会研修部薬剤師研修会
事業の変遷 .

	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大
会 : Web 開催 , 2020

9.	 根本真記
	 クスリ視点で考える周術期管理のポイント .
	 第31回日本臨床モニター学会総会: Web開催, 

2020

10.	 清水久範 , 東加奈子
	 がん患者の意思決定にかかわる薬剤師の育成：

都病薬がん領域専門薬剤師養成研究会：特別編 .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

11.	 清水久範
	 東京都病院薬剤師会「がん領域」の取り組み紹

介：未来の薬剤師像を描く .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

12.	 渡部秀一 , 平出誠 , 青山剛 , 川上和宣 , 若槻尊 , 
山口研成 , 濱敏弘

	 進行再発胃癌に対するラムシルマブ投与による
蛋白尿発現のリスク因子の検討 .

	 第 30 回日本医療薬学会年会 : Web 開催 , 
2020

13.	 濱敏弘
	 病院薬剤師職能 50年の進化と未来：安全・安心・

満足を支える薬学的患者ケアの実践 .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

14.	 竹野伸洋 , ほか
	 麻薬関連インシデント減少を目的とした院内

ルール整備のための実態調査報告 .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大

会 : Web 開催 , 2020

15.	 鈴木亘 , 川上和宜 , 青山剛 , 横川貴志 , 杉崎崇
人 , 小林一男 , 柴田直樹 , 羽鳥正浩 , 鈴木賢一 , 
伊藤良則 , 濱敏弘

	 乳がんの高度催吐性化学療法施行時の制吐療法
におけるデキサメタゾン未使用時の制吐効果 .

	 第 30 回日本医療薬学会年会 : Web 開催 , 
2020

16.	 青山剛
	 大腸がん治療の標準療法 .
	 第 9 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 福岡市 , 

2020

17.	 青山剛
	 消化器癌に対する抗癌薬の副作用チームマネジ

メント .
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	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 50 回学術大
会 : Web 開催 , 2020

【医療安全管理部】
1.	 山本豊 , 根本真紀 , 川尻恵子 , 両角陽子 , 横田

美幸
	 術中大量出血に対応する診療体制構築の取り組

み .
	 第 15 回医療の質・安全学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

【臨床研究・開発センター】
1.	 鈴木一洋 , 溝部秀謙 , 植野峻也 , 高松学 , 津山

直子 , 馬瀬章 , 遠藤隆明 , 奈部谷章 , 竹内賢吾 , 
小口正彦

	 病理診断支援システムの構築：SIP「AI ホスピ
タルにおける高度診断・治療システム」事業に
おける取り組み .

	 第 40 回医療情報学連合大会 : 浜松市 , 2020

【がん早期臨床開発部】
1.	 古川孝広
	 しびれに対する薬物療法の進歩 .
	 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020（第

25 回日本緩和医療学会学術大会 /5 回がんサ
ポーティブケア学会学術集会 /33 回サイコオン
コロジー学会総会）: Web 開催 , 2020

【がん免疫治療開発部】
1.	 北野滋久
	 未来予想図：メラノーマを中心に展開する免疫

療法、分子標的薬治療のこれから .
	 第 119 回日本皮膚科学会総会 : 京都市 , 2020

2.	 北野滋久
	 免疫関連有害事象：免疫関連有害事象のオー

バービュー .
	 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会 : 

Web 開催 , 2020

3.	 北野滋久
	 免疫チェックポイント阻害薬の作用機序と免疫

関連有害事象のマネジメント .
	 第 3 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2020

4.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法における Ipilimumab 併用の

意義 .
	 日本泌尿器腫瘍学会第 6回学術集会 : Web・京

都市 , 2020

5.	 北野滋久
	 がん免疫療法における PD-L1 検査の意義 .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

6.	 北野滋久
	 がん免疫療法の副作用管理 .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

7.	 北野滋久
	 癌の免疫逃避機構を標的とした新しい治療法の

研究と開発 .
	 第 61 回日本肺癌学会学術集会 : 岡山市 , 2020

【健診センター】
1.	 内田靖子 , 宇津木久仁子 , 土田知宏 , 羽山ブラ

イアン
	 がん専門病院健診センターにおける発熱外来・

COVID-19 スクリーニング外来の経験 .
	 第 58 回日本癌治療学会学術集会 : 京都市 , 

2020

2.	 内田靖子 , 土田知宏 , 宇津木久仁子 , 羽山ブラ
イアン , 清水貴子 , 春木聡美 , 山田ゆみ , 鈴木
裕子

	 がん専門病院の健診センターで担った発熱外
来・COVID-19 スクリーニング外来の経験 .

	 第 61 回日本人間ドック学会学術大会 : Web 開
催 , 2020

3.	 土田知宏
	 咽頭と食道の扁平上皮癌内視鏡診断と治療 .
	 日本消化器内視鏡学会 第 47回重点卒後教育セ

ミナー : 横浜市 , 2020

4.	 土田知宏
	 検診における内視鏡検査：日常診療にも役立つ

ポイントとコツ .
	 第 111 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

Web 開催 , 2020
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5.	 宇津木久仁子
	 婦人科その他 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会総会春期総会 : Web

開催 , 2020

6.	 鈴木裕子 , 宇津木久仁子 , 土田知宏 , 栂野富輝 , 
久米光

	 病理剖検輯報からみた内臓真菌症の疫学：
2017 年度の剖検例（剖検輯報第 60輯）より .

	 第 64 回日本医真菌学会総会・学術集会 : 東京 , 
2020
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10．雑誌・単行本発表業績
【呼吸器内科】
1.	 Amino, Y., Kitazono, S., Uematsu, S., Hase-

gawa, T., Yoshizawa, T., Uchibori, K., Yan-
agitani, N., Horiike, A., Horai, T., Kasahara, 
K., Nishio, M.

	 Efficacy of anti-PD-1 therapy for recur-
rence after chemoradiotherapy in locally 
advanced NSCLC.

	 Int. J. Clin. Oncol., 2020. 25(1): 67-73

2.	 Arai, S., Takeuchi, S., Fukuda, K., Tanigu-
chi, H., Nishiyama, A., Tanimoto, A., Satou-
chi, M., Yamashita, K., Ohtsubo, K., Nanjo, 
S., Kumagai, T., Katayama, R., Nishio, M., 
Zheng, M. M., Wu, Y. L., Nishihara, H., Ya-
mamoto, T., Nakada, M., Yano, S.

	 Osimertinib overcomes alectinib resistance 
caused by amphiregulin in a leptomeninge-
al carcinomatosis model of ALK-rearranged 
lung cancer.

	 J. Thorac. Oncol., 2020. 15(5): 752-765

3.	 Ariyasu, R., Yanagitani, N., Tadokoro, K., 
Yamaguchi, T., Uchibori, K., Kitazono, S., 
Fujita, N., Katayama, R., Nishio, M.

	 Efficacy of EGFR tyrosine kinase inhibitors 
in patients having EGFR-activating muta-
tions with or without BIM polymorphisms.

	 Cancer Chemother. Pharmacol., 2020. 
86(4): 517-525

4.	 Drilon, A., Oxnard, G. R., Tan, D. S. W., 
Loong, H. H. F., Johnson, M., Gainor, J., 
McCoach, C. E., Gautschi, O., Besse, B., 
Cho, B. C., Peled, N., Weiss, J., Kim, Y. J., 
Ohe, Y., Nishio, M., Park, K., Patel, J., Seto, 
T., Sakamoto, T., Rosen, E., Shah, M. H., 
Barlesi, F., Cassier, P. A., Bazhenova, L., De 
Braud, F., Garralda, E., Velcheti, V., Satou-
chi, M., Ohashi, K., Pennell, N. A., Reck-
amp, K. L., Dy, G. K., Wolf, J., Solomon, B., 
Falchook, G., Ebata, K., Nguyen, M., Nair, 
B., Zhu, E. Y., Yang, L., Huang, X., Olek, E., 
Rothenberg, S. M., Goto, K., Subbiah, V.

	 Efficacy of selpercatinib in RET fusion-posi-
tive non-small-cell lung cancer.

	 N. Engl. J. Med., 2020. 383(9): 813-824

5.	 Hasegawa, T., Yanagitani, N., Ninomiya, H., 
Sakamoto, H., Tozuka, T., Yoshida, H., Ami-
no, Y., Uematsu, S., Yoshizawa, T., Ariyasu, 
R., Uchibori, K., Kitazono, S., Horiike, A., 
Nishio, M.

	 Association between the efficacy of pem-
brolizumab and low STK11/LKB1 expres-
sion in high-PD-L1-expressing non-small-
cell lung cancer.

	 In Vivo, 2020. 34(5): 2997-3003

6.	 Ichinose, J., Kawaguchi, Y., Nakao, M., Mat-
suura, Y., Okumura, S., Ninomiya, H., Oika-
do, K., Nishio, M., Mun, M.

	 Utility of maximum CT value in predicting 
the invasiveness of pure ground-glass nod-
ules.

	 Clin. Lung Cancer, 2020. 21(3): 281-287

7.	 Matsui, R., Suzuki, K., Takiguchi, T., Nishio, 
M., Koike, T., Hayashi, T., Seto, T., Kogure, 
Y., Nogami, N., Fujiwara, K., Kaneda, H., 
Harada, T., Shimizu, S., Kimura, M., Ken-
motsu, H., Shimokawa, M., Goto, K.

	 5-Hydroxytryptamine-3 receptor antagonist 
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	 Vincristine increased spinal cord substance 
P levels in a peripheral neuropathy rat 
model.
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events with pembrolizumab efficacy in the 
treatment of advanced urothelial carcino-
ma.

	 Oncology, 2020. 98(4): 237-242

7.	 Matsui, R., Suzuki, K., Takiguchi, T., Nishio, 
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	 J. Cardiol., 2020. 75(1): 110-114

2.	 根本真記
	 最適治療を目指すなら、ここまで知っておきた

い「がん×他領域」の最新知識：がん×循環器 .
	 薬事 , 2020. 62(3): 523-527

【臨床研究・開発センター】
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	 Steam induced by the activation of energy 
devices under a wet condition may cause 
thermal injury.

	 Surg. Endosc., 2020. 34(5): 2295-2302

3.	 Horiuchi, Y., Ida, S., Yamamoto, N., 
Nunobe, S., Ishizuka, N., Yoshimizu, S., 
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

内閣府
(医薬基盤・健康・栄
養研究所)

戦略的イノベーション創造
プログラム
AI（人工知能）ホスピタル
による⾼度診断・治療シス
テム

人⼯知能を有する統合がん診療⽀援システム 170,122,966
有明病院
佐野武

厚⽣労働省 がん対策推進総合研究事業

小児･AYA世代がん患者に対する⽣殖機能温存に関わる
⼼理⽀援体制の均てん化と安全な⻑期検体保管体制の
確⽴を志向した研究-患者本位のがん医療の実現を目指
して

100,000
乳腺センター
大野真司

厚⽣労働省 がん対策推進総合研究事業
３学会合同「がんゲノムネット」を⽤いた、国⺠への
「がんゲノム医療」に関する教育と正しい情報伝達に
関する研究

300,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

⽂部科学省 新学術領域研究 先端モデル動物⽀援プラットフォーム 410,000
臨床研究・開発センター
牛嶋大

⽂部科学省 基盤研究（Ａ）
骨軟部腫瘍における診断マーカーの同定と腫瘍概念の
再構築を目指した融合遺伝⼦の探索

100,000
整形外科
阿江啓介

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
大規模経時採取検体を⽤いた大腸がん肝転移巣の化学
療法耐性化シグナルシフトの解明

400,000
大腸外科
⻑⼭聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
⽣検組織を⽤いたリン酸化シグナル解析によるがん多
様性機序の解明と精密医療への応⽤

100,000
大腸外科
⻑⼭聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
⾰新的治療法開発を目指した抗癌剤耐性に関わる腸内
細菌叢の網羅的探索

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
間質応答を利⽤したホルモン受容体陽性乳がんの治療
戦略の構築

5,600,000
乳腺外科
上野貴之

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
抗横紋筋抗体の病因論的⾃⼰抗体としての意義とPD-1
ミオパチーの疾患概念の確⽴

200,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
がんクリニカルシークエンス解析に基づいた「骨軟部
腫瘍分⼦標的」の作⽤機序解明

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
個別化医療のための人⼯知能・深層学習に対する統計
学的評価法の開発

150,000
臨床研究・開発センター
牛嶋大

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
基礎研究解析データに基づく大腸がん治療薬の非網羅
的バイオマーカー検証研究

1,000,000
消化器化学療法科
末永光邦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
抗VEGFR2抗体投与後早期のVEGF-A上昇の臨床的意義
と新たな治療戦略の開発

500,000
消化器化学療法科
若槻尊

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
体液試料からのオルガノイドによる化学療法の治療効
果予測モデルの有⽤性

1,000,000
消化器化学療法科
大木暁

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
人⼯知能を使⽤した上部消化管内視鏡における食道癌
診断の検討

400,000
上部消化管内科
由雄敏之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
Radiogenomicsによる直腸がん放射線化学療法の効果
予測マーカーの確⽴

1,300,000
大腸外科
福⻑洋介

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
肥満合併食道癌における癌細胞-脂肪細胞間相互作⽤の
解明と新規治療法の開発

900,000
食道外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
飲酒喫煙が食道癌診療に及ぼすリスクの包括的評価に
おける平均赤血球容積の意義

100,000
食道外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
遺伝⼦変異情報に基づいた大腸癌に対する新規治療戦
略の開発

900,000
大腸外科
⻑⼭聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
ctDNAメチル化検出を実装する新たなアプローチによ
る大腸癌再発早期診断法の確⽴

300,000
大腸外科
⻑⼭聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
非EBV非MSI-high食道胃接合部腺癌の免疫回避機構解
明と新規免疫治療の開発

1,300,000
胃外科
井田智

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
放射線照射により胃がん幹細胞に⽣じる免疫学的プロ
ファイルの変化

900,000
胃外科
熊谷厚志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを⽤いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対
する化学療法の治療効果予測

100,000
食道外科
今村裕
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⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
新規免疫治療創出を目指したMSI-low上部消化管腺癌
の網羅的免疫・ゲノム解析

1,100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
飲酒喫煙が食道癌診療に及ぼすリスクの包括的評価に
おける平均赤血球容積の意義

50,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
活性化ストローマ細胞とのクロストークを介した炎症
性発癌メカニズムの解明

50,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胆汁を⽤いたリキッドバイオプシーの確⽴と胆管がん
術前診断への応⽤

1,600,000
肝胆膵外科
伊藤寛倫

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
免疫ゲノム解析による直腸癌術前放射線化学療法の治
療効果に寄与する免疫環境の解明

1,000,000
大腸外科
秋吉⾼志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌微小リンパ節転移検出による⾰新的直腸癌治療
戦略の構築

1,100,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
バイオマーカーに沿ったスタチン併⽤大腸癌治療法の
開発

50,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを⽤いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対
する化学療法の治療効果予測

50,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
リキッドバイオプシーに基づく直腸癌術前放射線化学
療法の効果予測法の開発

1,000,000
大腸外科
上野雅資

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮頸癌に対する本邦での低侵襲手術の再発リスク因
⼦の検証

30,000
婦人科
⾦尾祐之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
レーザパルスジェットメスと血流画像計測を⽤いた形
成外科皮弁形成術術中⽀援システム

50,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射の多施設プラッ
トフォーム構築と国際共同研究開始

700,000
放射線治療部
吉岡靖⽣

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
BRCAnessを利⽤した遺伝性乳がんの病原性予測・薬物
療法効果予測法の確⽴

1,300,000
遺伝⼦診療部
吉田玲⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮頸部腺系病変早期発⾒のための新しいAI細胞診の
確⽴

2,000,000
細胞診断部
杉⼭裕⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎細胞がんにおける炎症と免疫の関連メカニズムの解
明とその新規免疫療法への応⽤

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
人⼯知能（AI）の利⽤がもたらす⽣命倫理問題―全体
像把握と今後の研究方向提示

200,000
上部消化管内科
平澤俊明

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
骨軟部腫瘍の「小胞体ストレス」機能解析に基づいた
新規治療法開発

50,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 若手研究
EGFR-C797S/T790M変異による多剤耐性の検出と克服
の分⼦基盤研究

1,200,000
呼吸器内科
内堀健

⽂部科学省 若手研究
nCounterを⽤いた遺伝⼦発現解析による肺扁平上皮癌
と頭頸部癌肺転移の鑑別

2,200,000
呼吸器外科
一瀬淳二

⽂部科学省 若手研究
IPF合併肺癌の機序解明につながる非侵襲的Exosome
解析

2,000,000
呼吸器外科
⼭道尭

⽂部科学省 若手研究

Development of training and simulation programs
for tracheobronchial reconstruction surgery using
a three-dimensional operable airway model from
clinical computed tomography data

1,639,734
呼吸器外科
橋本浩平

⽂部科学省 若手研究
乳がんにおけるIL17RBの細胞⽣物学的・腫瘍免疫学
的・臨床的意義の解明

1,000,000
乳腺内科
尾崎由記範

⽂部科学省 若手研究
スマートデバイスを⽤いたマイクロサージャリート
レーニングシステムの開発

700,000
形成外科
⾟川領

⽂部科学省 若手研究
肉腫における腫瘍内免疫応答の解析に基づく最適な複
合的免疫療法の検討

1,500,000
総合腫瘍科
佐藤靖祥

⽂部科学省 若手研究
若年発症⾆がんに対する臨床的特徴と遺伝学的背景に
関する検討

1,300,000
総合腫瘍科
大本晃弘

⽂部科学省 若手研究
⼦宮頸がん放射線治療におけるラディオミクス解析と
標的体積縮小モデルの構築

800,000
放射線治療部
中野正寛

⽂部科学省 若手研究
微小肺血管計測による肺移植後慢性拒絶反応の早期診
断法の開発

2,128,032
画像診断部
佐藤嘉尚

受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 若手研究(B) 乳癌における免疫モニタリングと新規免疫治療の開発 900,000
総合腫瘍科
小野麻紀⼦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

次世代シークエンサーによる網羅的がん関連遺伝⼦パ
ネル解析を⽤いたHER2遺伝⼦変異陽性の進⾏非小細胞
肺癌に対する治療開発を目指した研究

1,000,000
呼吸器内科
栁谷典⼦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

腎機能低下時、軽体重時におけるオシメルチニブ療法
の薬物動態、⽤量反応関係を検討する第1相試験

250,000
呼吸器内科
北園聡

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

EGFR 遺伝⼦変異陽性の進⾏非小細胞肺癌における
EGFR 阻害薬耐性機序（C797S 耐性変異）を克服する
新規治療法の確⽴を目指した研究

2,000,000
呼吸器内科
内堀健

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

切除不能局所進⾏食道扁平癌を対象とした化学放射線
療法後の逐次治療としての抗PD-1抗体薬療法の安全
性・有効性・proof-of-concept (POC)を検討する多施
設共同臨床第Ⅰb/Ⅱ相試験

2,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

SCRUM-Japanの基盤を活⽤した血液循環腫瘍DNAス
クリーニングに基づくFGFR遺伝⼦異常を有する難治性
の治癒切除不能な進⾏・再発固形がんに対するTAS-
120のバスケット型医師主導治験

1,200,000
消化器化学療法科
篠崎英司

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

急速進⾏性がん患者・家族と医師の共感的コミュニ
ケーション促進のための統合⽀援プログラムの有効性
を検証する無作為化比較試験

990,000
肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下
手術と開胸手術のランダム化比較第III相試験

100,000
食道外科
渡邊雅之

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

局所進⾏胃癌に対する術前科学療法の有効性を検証す
る臨床第Ⅲ相試験

300,000
胃外科
布部創也

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

進⾏胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非
劣性を検証するランダム化比較第Ⅲ相試験

100,000
胃外科
大橋学

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

日本人BRCA未発症変異保持者に対する乳癌リスク低減
手法の開発研究

1,630,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

早期転移発⾒による予後の向上を目指した乳がん術後
の新たな標準的フォローアップ法開発に関する研究

300,000
乳腺外科
坂井威彦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

⾼悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確⽴のための研
究

300,000
整形外科
阿江啓介

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

遺伝⼦組み換え麻疹ウイルスを⽤いた抗がんウイルス
療法の臨床研究

10,000,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

 Stage I/II⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意義を
検証するための多施設共同臨床試験

1,000,000
頭頸科
福島啓⽂

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

進⾏軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開
発のための研究

650,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

乳房再建におけるアウトカム指標の確⽴と科学的根拠
に基づいた患者意思決定⽀援

698,400
形成外科
矢野智之

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

頭頚部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頚部表在癌に
対する診断・治療法の開発に関する研究

61,539
頭頸科
三谷浩樹

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

放射線治療の品質管理、ISRTの標準手順の確⽴ 55,000
放射線治療部
小口正彦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

TCR多様性に基づく免疫チェックポイント阻害薬の治
療効果予測に関する研究

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

難治性神経芽腫に対する分化誘導療法併⽤下でのエピ
ジェネティック治療開発

2,000,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

がん細胞および免疫応答解析に基づく免疫療法効果予
測診断法の確⽴

26,923,077
呼吸器内科
⻄尾誠人

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

ＮＧＳ技術を駆使した遺伝学的解析にせる家族性乳が
んの原因遺伝⼦と同定と標準化医療構築

45,512,308
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

メチル化ctDNAにより大腸がん根治術後補助療法モニ
タリング・システムの開発

1,000,000
大腸外科
⻑⼭聡
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
新規免疫治療創出を目指したMSI-low上部消化管腺癌
の網羅的免疫・ゲノム解析

1,100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
飲酒喫煙が食道癌診療に及ぼすリスクの包括的評価に
おける平均赤血球容積の意義

50,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
活性化ストローマ細胞とのクロストークを介した炎症
性発癌メカニズムの解明

50,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胆汁を⽤いたリキッドバイオプシーの確⽴と胆管がん
術前診断への応⽤

1,600,000
肝胆膵外科
伊藤寛倫

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
免疫ゲノム解析による直腸癌術前放射線化学療法の治
療効果に寄与する免疫環境の解明

1,000,000
大腸外科
秋吉⾼志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌微小リンパ節転移検出による⾰新的直腸癌治療
戦略の構築

1,100,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
バイオマーカーに沿ったスタチン併⽤大腸癌治療法の
開発

50,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを⽤いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対
する化学療法の治療効果予測

50,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
リキッドバイオプシーに基づく直腸癌術前放射線化学
療法の効果予測法の開発

1,000,000
大腸外科
上野雅資

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮頸癌に対する本邦での低侵襲手術の再発リスク因
⼦の検証

30,000
婦人科
⾦尾祐之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
レーザパルスジェットメスと血流画像計測を⽤いた形
成外科皮弁形成術術中⽀援システム

50,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射の多施設プラッ
トフォーム構築と国際共同研究開始

700,000
放射線治療部
吉岡靖⽣

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
BRCAnessを利⽤した遺伝性乳がんの病原性予測・薬物
療法効果予測法の確⽴

1,300,000
遺伝⼦診療部
吉田玲⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮頸部腺系病変早期発⾒のための新しいAI細胞診の
確⽴

2,000,000
細胞診断部
杉⼭裕⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎細胞がんにおける炎症と免疫の関連メカニズムの解
明とその新規免疫療法への応⽤

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
人⼯知能（AI）の利⽤がもたらす⽣命倫理問題―全体
像把握と今後の研究方向提示

200,000
上部消化管内科
平澤俊明

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
骨軟部腫瘍の「小胞体ストレス」機能解析に基づいた
新規治療法開発

50,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 若手研究
EGFR-C797S/T790M変異による多剤耐性の検出と克服
の分⼦基盤研究

1,200,000
呼吸器内科
内堀健

⽂部科学省 若手研究
nCounterを⽤いた遺伝⼦発現解析による肺扁平上皮癌
と頭頸部癌肺転移の鑑別

2,200,000
呼吸器外科
一瀬淳二

⽂部科学省 若手研究
IPF合併肺癌の機序解明につながる非侵襲的Exosome
解析

2,000,000
呼吸器外科
⼭道尭

⽂部科学省 若手研究

Development of training and simulation programs
for tracheobronchial reconstruction surgery using
a three-dimensional operable airway model from
clinical computed tomography data

1,639,734
呼吸器外科
橋本浩平

⽂部科学省 若手研究
乳がんにおけるIL17RBの細胞⽣物学的・腫瘍免疫学
的・臨床的意義の解明

1,000,000
乳腺内科
尾崎由記範

⽂部科学省 若手研究
スマートデバイスを⽤いたマイクロサージャリート
レーニングシステムの開発

700,000
形成外科
⾟川領

⽂部科学省 若手研究
肉腫における腫瘍内免疫応答の解析に基づく最適な複
合的免疫療法の検討

1,500,000
総合腫瘍科
佐藤靖祥

⽂部科学省 若手研究
若年発症⾆がんに対する臨床的特徴と遺伝学的背景に
関する検討

1,300,000
総合腫瘍科
大本晃弘

⽂部科学省 若手研究
⼦宮頸がん放射線治療におけるラディオミクス解析と
標的体積縮小モデルの構築

800,000
放射線治療部
中野正寛

⽂部科学省 若手研究
微小肺血管計測による肺移植後慢性拒絶反応の早期診
断法の開発

2,128,032
画像診断部
佐藤嘉尚

受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 若手研究(B) 乳癌における免疫モニタリングと新規免疫治療の開発 900,000
総合腫瘍科
小野麻紀⼦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

次世代シークエンサーによる網羅的がん関連遺伝⼦パ
ネル解析を⽤いたHER2遺伝⼦変異陽性の進⾏非小細胞
肺癌に対する治療開発を目指した研究

1,000,000
呼吸器内科
栁谷典⼦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

腎機能低下時、軽体重時におけるオシメルチニブ療法
の薬物動態、⽤量反応関係を検討する第1相試験

250,000
呼吸器内科
北園聡

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

EGFR 遺伝⼦変異陽性の進⾏非小細胞肺癌における
EGFR 阻害薬耐性機序（C797S 耐性変異）を克服する
新規治療法の確⽴を目指した研究

2,000,000
呼吸器内科
内堀健

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

切除不能局所進⾏食道扁平癌を対象とした化学放射線
療法後の逐次治療としての抗PD-1抗体薬療法の安全
性・有効性・proof-of-concept (POC)を検討する多施
設共同臨床第Ⅰb/Ⅱ相試験

2,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

SCRUM-Japanの基盤を活⽤した血液循環腫瘍DNAス
クリーニングに基づくFGFR遺伝⼦異常を有する難治性
の治癒切除不能な進⾏・再発固形がんに対するTAS-
120のバスケット型医師主導治験

1,200,000
消化器化学療法科
篠崎英司

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

急速進⾏性がん患者・家族と医師の共感的コミュニ
ケーション促進のための統合⽀援プログラムの有効性
を検証する無作為化比較試験

990,000
肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下
手術と開胸手術のランダム化比較第III相試験

100,000
食道外科
渡邊雅之

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

局所進⾏胃癌に対する術前科学療法の有効性を検証す
る臨床第Ⅲ相試験

300,000
胃外科
布部創也

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

進⾏胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非
劣性を検証するランダム化比較第Ⅲ相試験

100,000
胃外科
大橋学

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

日本人BRCA未発症変異保持者に対する乳癌リスク低減
手法の開発研究

1,630,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

早期転移発⾒による予後の向上を目指した乳がん術後
の新たな標準的フォローアップ法開発に関する研究

300,000
乳腺外科
坂井威彦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

⾼悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確⽴のための研
究

300,000
整形外科
阿江啓介

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

遺伝⼦組み換え麻疹ウイルスを⽤いた抗がんウイルス
療法の臨床研究

10,000,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

 Stage I/II⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意義を
検証するための多施設共同臨床試験

1,000,000
頭頸科
福島啓⽂

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

進⾏軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開
発のための研究

650,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

乳房再建におけるアウトカム指標の確⽴と科学的根拠
に基づいた患者意思決定⽀援

698,400
形成外科
矢野智之

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

頭頚部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頚部表在癌に
対する診断・治療法の開発に関する研究

61,539
頭頸科
三谷浩樹

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

放射線治療の品質管理、ISRTの標準手順の確⽴ 55,000
放射線治療部
小口正彦

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

TCR多様性に基づく免疫チェックポイント阻害薬の治
療効果予測に関する研究

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤化研究
事業

難治性神経芽腫に対する分化誘導療法併⽤下でのエピ
ジェネティック治療開発

2,000,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

がん細胞および免疫応答解析に基づく免疫療法効果予
測診断法の確⽴

26,923,077
呼吸器内科
⻄尾誠人

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

ＮＧＳ技術を駆使した遺伝学的解析にせる家族性乳が
んの原因遺伝⼦と同定と標準化医療構築

45,512,308
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

メチル化ctDNAにより大腸がん根治術後補助療法モニ
タリング・システムの開発

1,000,000
大腸外科
⻑⼭聡
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

腸内細菌を指標とした大腸がんスクリーニング方法の
確⽴とそのがん予防への応⽤ / 腸内細菌を利⽤した
大腸がんの早期診断方法及び発症リスク評価方法の開
発

5,500,000
大腸外科
⻑⼭聡

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代がん医療創⽣研究事
業

ヒト腫瘍組織、正常組織の採取と解析試料作成と腫瘍
浸潤各種免疫担当細胞の解析

2,615,385
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機
構（AMED）

橋渡し研究戦略的推進プロ
グラム

シーズＡ123 乳がん温存手術における乳房形態の三次
元予測システムの開発

1,000,000
乳腺外科
上野貴之

日本医療研究開発機
構（AMED）

臨床研究・治験推進研究事
業

産学連携全国がんゲノムスクリーニング (SCRUM
Japan) 患者レジストリを活⽤した BRAF 遺伝⼦変異陽
性切除不能進⾏・再発大腸がんを対象にした医師主導
治験

1,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

日本医療研究開発機
構（AMED）

臨床研究・治験推進研究事
業

医師主導治験の実施（症例登録及びプロトコル遂⾏） 2,000,000
婦人科
温泉川真由

日本医療研究開発機
構（AMED）

臨床研究・治験推進研究事
業

京都大学大学院における臨床統計家育成のための教育
カリキュラムの標準化のための研究開発

769,230
企画品質管理部
石塚直樹

日本医療研究開発機
構（AMED）

中央IRB促進事業 教育プログラムの開発・検討 700,000
臨床研究開発センター
⼭原有⼦

日本医療研究開発機
構（AMED）

感染症実⽤化研究事業
思春期⼥性へのHPVワクチン公費助成開始後における
⼦宮頸癌のHPV16/18陽性割合の推移に関する疫学研
究

100,000
婦人科
⾦尾祐之

日本医療研究開発機
構（AMED）

未来医療を実現する医療機
器・システム研究開発事業

直径1mmの血管吻合を容易にする顕微鏡下手術⽀援ロ
ボットシステムの研究開発

500,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機
構（AMED）

次世代治療・診断実現のた
めの創薬基盤技術開発事業

免疫応答モニタリングによるがん免疫の全容理解に基
づく新規層別化マーカーの開発

30,000,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究センター研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 600,000
胃外科
布部創也

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究センター研究
開発費

外科手術前後補助薬物療法早期臨床試験の研究体制確
⽴に関する研究

200,000
肝胆膵外科
伊藤寛倫

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究センター研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 2,500,000
核医学部
寺内隆司

国⽴国際医療研究セ
ンター

国際医療研究開発事業
膵癌の微小環境と化学療法効果予測の検討から膵癌予
後改善を目指したヒト免疫臨床研究

2,000,000
肝胆膵外科
小野 嘉大

上原記念⽣命科学財
団

研究助成⾦
（健康科学・医学・薬学）

⾰新的質量分析法による食道腺癌の免疫回避機序の解
明

5,000,000
食道外科
渡邊雅之

冲中記念成人病研究
所

2020年度研究助成
頭頸部原発神経内分泌がんの遺伝学的背景に関する研
究

1,000,000
総合腫瘍科
大本晃弘

大和証券ヘルス財団
令和2年度（第47回）調査
研究助成 医学・医療

FRAFV600E変異陽性大腸癌オルガノイドを⽤いた
EGFR、BRAF及びMAPK阻害の耐性に関わるバイオ
マーカーの解明

1,000,000
消化器化学療法科
大隅寛木

がん研究振興財団 がん研究助成⾦A課題
ヒトにおけるCDK4/6阻害剤のオフターゲット効果とし
ての抗腫瘍免疫活性化能の評価と新規免疫療法の開発

1,000,000
乳腺内科
小林隆之

日本胃癌学会
混合型組織に対するESDに
関する研究

未分化型優位混在型癌におけるリンパ節転移のリスク
となる病理学的因⼦と内視鏡的切除の更なる適応拡大
に関する研究

750,000
上部消化管内科
堀内裕介
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１2．学術研究講演
回 日付 開催時間 演題 発表者

2020年度 Best English Paper  受賞記念講演会

【ゴールド賞】
T-cell complexity and density are associated with sensitivity
to neoadjuvant chemoradiotherapy in patients with rectal
cancer.

大腸外科 秋吉高志医師 

【シルバー賞】
Histopathologic analysis of signet-ring cell carcinoma in situ
in patients with hereditary diffuse gastric cancer.

病理部 柘野佑太医師

Two distinct tumorigenic processes in endometrial
endometrioid adenocarcinoma.

婦人科 杉山裕子医師

【ブロンズ賞】
Artificial intelligence-based diagnostic system classifying
gastric cancer and ulcer: Comparison between the original
and newly developed systems.

上部消化管内科 並河健医師

Survival in cytologically proven node-positive breast cancer
patients with nodal pathological complete response after
neoadjuvant chemotherapy.

乳腺外科 稲荷均医師

Multicenter phase II study of trastuzumab with S-1 plus
oxaliplatin for chemotherapy-naive, HER2-positive advanced
gastric cancer.

消化器化学療法科 高張大亮医師 

Immunogenic characteristics of microsatellite instability-low
esophagogastric junction adenocarcinoma based on
clinicopathological, molecular, immunological and survival
analyses.

食道外科 今村裕医師

第300回 2021年3⽉16日 18:00〜19:00
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13．財政状況

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度

経常増減の部

経常収益

基本財産運用益 3 3 3

事業収益 42,773 44,116 42,000

受取補助金等 412 458 933

受取負担金 268 426 9

受取寄付金 956 715 617

雑収益 415 459 408

合計 44,826 46,177 43,971

経常費用

事業費 41,929 44,525 45,214

管理費 954 950 872

合計 42,883 45,475 46,087

評価損益等　計 ▲ 10 ▲ 25 ▲ 1

当期経常増減額 1,934 677 ▲ 2,116

経常外増減の部

当期経常外増減額 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 85

当期　正味財産増減額 1,933 675 ▲ 2,201

※ 端数処理のため、合計額が合わないことがあります。

科　目

2018～2020年度　正味財産増減計算書（３か年度分）
2018年４月１日 ～ 2021年３月31日

44,826 46,177
43,971

42,894
45,503 46,172

1,933

675

▲2,201
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-20,000

-10,000

0
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40,000

50,000

2018年度 2019年度 2020年度

収益・費用等及び収支差額の推移

収益 費用等 収支差額

収支差額

収支差額

収支差額
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